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は じ め に 
 

この事業は、文部科学省委託事業として専修学校や大学等の高等教育機関が、

企業や業界団体、その他関係機関が協働し、地域や産業界の人材ニーズに対応し

た、社会人等のキャリアアップのための学び直し教育プログラムを開発・実証を

行い、成長分野等における中核的な専門人材の養成を図る「専修学校による地域

産業中核的人材養成事業」であります。 

本事業は平成 23 年度から始まり、当初は７件、87 百万円の委託事業規模の予

算でスタートしましたが、平成 29 年度には 62 件、1,683 百万円(他の事業も含む)

の予算がつくまでに拡大し、中核的人材の要請が高まっていることがうかがえま

す。 

本成果報告書は、その成長分野のひとつである「環境・エネルギー分野」にお

ける社会人の学び直しを推進するための教育プログラムの開発・実証を行った成

果です。 

この「環境・エネルギー分野」における産業界のニュースとしては、2020 年の

東京オリンピックの競技場や施設はすべて、建築物の環境性能を評価し、格付け

する日本の手法である、エネルギー効率建築物認証基準 CASBEE（建築環境総合性

能評価システム）に適合するよう建築や改築を行う予定です。さらに政府が「水

素社会」の国際見本市にしようと本腰を入れる予定で、選手村の電気は水素で賄

うとか、交通システムも水素自動車を自動運転で走らせる…等々。 

このように「環境・エネルギー分野」は今後我が国の産業を支える成長分野で

あり、多方面の産業に関連するとともに、求められる人材は、技術の発展ととも

に需要が高まっていくことになります。 

その需要を支えていく人材の養成を、学校教育の段階から「環境・エネルギー

分野」に関わる知識及び技術等を習得する教育プログラムの開発を行い、既存の

産業分野で働く社会人にとっても学び直しができるように教育プログラムを用意

していく必要があります(教科や学問としての確立が不十分)。 

そのために、本年度は、日本の基幹産業である建築分野における「環境・エネ

ルギー」に関する学び直しを重視し、「住環境エネルギー講座」と「新省エネ基

準・住宅省エネルギー技術者講座」の二講座を開発し、建築士会ＣＰＤ認定講座

として日本建築士会連合会の承認を得ていることにより、質の保証(第三者認証評

価)を確保しました。 

つまり、この開発した教育プログラムを使用すれば、全国どの地域、どの教育

機関・団体でもＣＰＤ認定講座として社会人の学び直しの事業ができることにな

ります。（ＣＰＤ講座プロバイダー契約は日本建築士会連合会と別途結ぶことが

必要）。 
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また、本年度は、更に受講し易いように、「住環境エネルギー講座」は、建築

分野における『計画編』、『設備編』、『施工編』、『評価編』と４講座に分け、

その分、専門性と実務に直結した講座開発(テキスト開発)を行いました（実証講

座は、『設備編』のみ実施）。 

「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座」は、建築設計関係者と建築施

工関係者が同時に受講できるように、「エネルギー使用の合理化に関する建築主

事等及び特定建築物の所有者の判断基準（通称：省エネ基準）」の要点をまとめ

た『設計・施工技術要論』を開発し、この開発した全ての講座は、建築士会ＣＰ

Ｄ認定講座として日本建築士会連合会の承認を得られています。 

平成 28 年度から開発した講座は建築分野に関連して 14 講座（実証講座として

実施した講座は 11 講座）に渡りますが、その全てにおいて社会的に評価・承認が

得られている社会人学び直し講座として、普及・利用できるものであります。 

最後に、この成果報告書や開発したプログラム(科目・シラバス・コマシラバス・

テキスト等)が、社会人の学び直しも含め、同分野の技術者育成の一助となれば幸

いです。 

 

平成30年２月 

 

「社会人等の学び直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業」  

代表機関：学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

事業責任者：佐々木 章 
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第１章 平成29年度活動内容 

 

１．取組概要 

〔背景・必要性〕 

昨今、地球規模での環境負荷低減の取り組みが行われている。 

国土交通省でも、社会経済情勢の変化に伴い建築物におけるエネルギーの消費量が著しく増加し

ていることに鑑み、建築物のエネルギー消費性能の向上を図るため、住宅以外の一定規模以上の建

築物のエネルギー消費性能基準への適合義務の創設、エネルギー消費性能向上計画の認定制度の

創設等の措置を講じている。 

その背景としては、我が国のエネルギー需給が逼迫しており、国民生活や経済活動への支障が懸念

されている状況にある中で、他部門（産業・運輸）が減少する中、建築物部門のエネルギー消費量は著

しく増加し、現在では全体の１／３を占めているところにある。 

よって、建築物部門の省エネ対策の抜本的強化が必要不可欠である。と述べている。 

また、国土交通省の「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策についての中間とりまとめ

では、2020年までに全ての新築住宅・建築物について最新の省エネ基準への適合義務化を目標とし

ており、平成28年度からは、「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（建築物省エネ法）

（平成27年法律第53号）」が施行された。 

しかし、現段階においても正しい省エネ知識と施工技術を有する技術者不足により現場対応が難し

く、建設業界全体として省エネの知識、省エネ施工技術の普及が急務となっている。 

環境・エネルギー分野の関連性の高い、建築関連産業に特化した教育プログラムを開発する。教育

プログラムを開発することによって、省エネ基準の義務化やインフラ整備等のＧＤＰや雇用規模の拡大

に対応でき得る就業、キャリアアップ、キャリア転換につながることを成果とする。 

 

２．取組内容 

（１）平成 28 年度の課題を改善 

課題①：実証講座「住環境エネルギー講座」、「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座」をカ

スタマイズし、受講し易い講座開発を行う。 

課題②：評価・検証する上で、十分な受講者数を確保する。 
 

【課題①の改善】 

■「住環境エネルギー講座～設備編～」 ４時間 CPD４単位 

〔改善：講座の方向性〕 

平成28年度に建築業界の省エネ基準義務化への取組みを鑑みて、建築関係従事者向けに“建築

分野における『環境・エネルギー分野』”の知識レベルの把握ができるようスコア制の導入による知識レ

ベルの可視化を目指した「住環境エネルギー講座」の講座開発を行った。 

本年度は、昨年開発した「住環境エネルギー講座」を学び易いように４つに分割し、シラバス・コマシ

ラバスの開発を行った。実証講座開発はその中の「設備分野」を取り上げ実施した（以下、イメージ図

参照：１）。 
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＜平成 28 年度との相違＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〔改善：講座内容〕 

平成28年開発：「座学＋テスト形式（スコア制による履修判定試験）」 

本年度開発：「座学＋演習＋ワークショップ＋グループワーク発表（履修判定試験）」 

 

実務に役立つ講座内容を目指すために、より実践的な考え方を養う方法として、受講者自身が考え

て計算をする演習課題とワークショップを取り入れた。 

また、平成28年度にスコア制の履修判定試験に使用する問題開発も行ったが、その開発した問題は

各コマの確認テストに採用し、実施した。 

 
■「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」  

４時間 CPD４単位 

〔改善：講座の方向性〕 

建築業界の省エネ基準義務化への取組みを鑑みて、“施工者向け（平成27年度 建築・土木・設備

職域プロジェクト開発）”と“設計者向け”の２種類の開発をしてきた。 

しかし、特に設計に携わる方たちは省エネ基準の講座を受講するとなると、両方に参加をしなければ

ならない。その分、時間も取られてしまうこととなるため、業務上なかなか受講できない状況になってし

まい、結果、将来的な不安が生じてしまう。 

そこで、設計と施工の２つの要点をまとめて学ぶことができる受講し易い講座として「設計・施工技術

要論」の開発を行った（以下、イメージ図参照：２）。 

  

【イメージ図：１】  

住環境エネルギー講座  

計画編  設備編  施工編  評価編  

職種に合わせて受講し易いように  
４つの独立した講座開発
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〔改善：講座内容〕 

「設計技術 ４時間」と「施工技術 ４時間」の計８時間かかる講座を、要点をまとめ上げ、４時間の講座

として開発した。 

 

平成27年度開発 施工技術：「座学＋ワークショップ＋グループワーク発表（履修判定試験）」 

平成28年度開発 設計技術：「座学＋企業事例＋演習＋ワークショップ＋グループワーク発表（履修

判定試験）」 

本年度開発：「座学＋企業事例＋演習＋ワークショップ＋グループワーク発表（履修判定試験）」 

 

実務に役立つ講座内容にするために、より実践的な考え方を養う方法として、CADソフトを使った企

業事例や計算を取り入れた演習課題とワークショップを取り入れた。 

 

【課題②の改善】 

評価・検証する上で、十分な受講者数を確保するために大都市圏３地域（東京地域、愛知（名古屋）

地域、大阪地域）で実証講座を実施した。 

結果、平成 28 年度の受講者数より 32 名の受講者が増えた（以下、「平成 29 年度：東京・愛知（名

古屋）・大阪地域」表、「平成 28 年度：岡山・高知・福岡地域」表参照）。 

 
  

【イメージ図：２】 

住宅省エネルギー手法・ 

施工技術講座 

新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 

～設計・施工技術要論～ 

新省エネ基準・住宅省エネルギー

技術者講座  

要点を抽出 
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❑平成 29 年度：東京・愛知（名古屋）・大阪地域 
 

 講座名 地 域 受講者数 合 計 

１ 
住環境エネルギー講座～設備編～ 

【東京版】 
東京 ７名 

75 名 

２ 
住環境エネルギー講座～設備編～ 

【愛知版】 
愛知 ９名 

３ 
住環境エネルギー講座～設備編～ 

【大阪版】 
大阪 ８名 

４ 
新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者 

講座～設計・施工技術要論～【東京版】 
東京 27 名 

５ 
新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者 

講座～設計・施工技術要論～【愛知版】 
愛知 17 名 

６ 
新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者 

講座～設計・施工技術要論～【大阪版】 
大阪 ７名 

 

❑平成 28 年度：岡山・高知・福岡地域 
 

 講座名 地 域 受講者数 合 計 

１ 
住環境エネルギー講座 

【岡山版】 
岡山 ７名 

43 名 

２ 
住環境エネルギー講座 

【高知版】 
高知 ５名 

３ 
住環境エネルギー講座 

【福岡版】 
福岡 ８名 

４ 
新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者 

講座【高知版】 
高知 ７名 

５ 
新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者 

講座【福岡版】 
福岡 16 名 
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３．産業界の動向 

国土交通省でも、社会経済情勢の変化に伴い建築物におけるエネルギーの消費量が著しく増加して

いることに鑑み、建築物のエネルギー消費性能の向上を図るため、住宅以外の一定規模以上の建築物

のエネルギー消費性能基準への適合義務の創設、エネルギー消費性能向上計画の認定制度の創設等

の措置を講じている。 

その背景としては、我が国のエネルギー需給が逼迫しており、国民生活や経済活動への支障が懸念さ

れている状況にある中で、他部門（産業・運輸）が減少する中、民生部門（業務・家庭）のエネルギー消費

量は著しく増加し（90年比で約34％増、73年比で約2.4倍）、現在では全エネルギー消費の１／３を占め

ている。よって、建築物における省エネルギー対策の抜本的強化が必要不可欠である。と述べている。 

また、パリ協定を踏まえた地球温暖対策においては、2015年７月、「日本の約束草案」を地球温暖化対

策推進本部において決定、国連気候変動枠組条約事務局に提出した。 

その「日本の約束草案」では、2030年度に2013年度比26.0％減（2005年度比25.4％減）の水準とするこ

ととし、2015年12月、COP21（気候変動枠組条約 第21回締約国会議）において、全ての国が参加する

2020年以降の温室効果ガス排出削減等のための新たな国際枠組みとして、パリ協定を採択した。 

パリ協定を踏まえ、「日本の約束草案」で示した中期目標（2030年度削減目標）の達成に向けて、地球

温暖化対策計画を策定した（2016年5月13日閣議決定）。 

このような動向から建築関係において省エネルギー技術者の人材養成が求められる業界の動向が明ら

かであり、その人材を養成するべく、教育プログラムの開発が求められている。 

 

  

24

20

51

23

0 20 40 60 80

新省エネ基準・住宅省エネルギー

技術者講座

住環境エネルギー講座

平成28年度と平成29年度受講者数

平成28年度 平成29年度
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４．目的達成のための評価手法 
■住環境エネルギー講座～設備編～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

シラバス・コマシラバスの開発 

授業カルテ解答の開発 

授業シートの開発 

授業カルテの開発 
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■新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

講 評  演習課題・ワークショップ開発 

単位付与  

シラバス・コマシラバスの開発 授業シートの開発 
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授業カルテの開発 

演習課題開発 

授業カルテ解答の開発 
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ワークショップ開発 講 評  

単位付与  
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第２章 社会人等学び直しのための環境・エネルギー分野における 

中核的専門人材養成事業について 

 

１．事業の趣旨・目的 

既に環境問題や代替エネルギー問題は世界的な規制と新たな産業を生み出してきている(再生可能エ

ネルギー開発とインフラ等）。 

現在、日本の基幹産業である自動車や建築等においては、技術開発が進み、省エネ技術、代替エネ

ルギーとしてEV・FCVやHEMS・エネファーム等が加速度的に普及し始めている。 

それらの新しい技術に対応するための知識や技能の習得は一部の企業や社会人による自学自習に

頼っているのが現状である。 

ここで開発する教育プログラムは、日本の基幹産業の一つであり、特に環境・エネルギー分野の技術革

新が進む建築関連産業に特化した日本建築士会CPD認定講座教育プログラムを開発する。これによっ

て、2020年に完全義務化とされる省エネ基準の適合化に向けた知識の習得やインフラ整備等のGDPや

雇用規模の拡大に対応する社会人の就業、キャリアアップ、キャリア転換につながることを成果とする。 

 

２．必要な背景 

我が国の動向として、日本再興戦略における「日本産業再興プラン」うち、「戦略市場創造プラン」の一

つである「クリーン・経済的なエネルギー需給の実現」は、 

① クリーンで経済的なエネルギーが供給される社会 

② 競争を通じてエネルギーの効率的な流通が実現する社会 

③ エネルギーを賢く消費する社会 

の３つの社会を実現したエネルギー最先進国を目指す戦略である。 

そして、その市場や雇用等は、再生可能エネルギー、高効率火力発電、蓄電池、次世代デバイス・部

素材、エネルギーマネジメントシステム、燃料電池、省エネ技術関連製品・サービス、次世代自動車・イン

フラ整備等を戦略分野として、2020年に以下のような市場と雇用の規模創出を目指している。 

【市場規模】… 2013年⇒2020年（国内）４兆円⇒10兆円、（国外） ４兆円⇒16兆円、 

（計）８兆円⇒26兆円 

【雇用規模】… 2013年：55万人⇒ 2020年：168万人 

このように、「環境・エネルギー」分野は今後我が国の産業を支える成長分野の一つとして考えられてお

り、既存のあらゆる産業に関連し、技術の裾野も広いという産業横断的・学際的な側面を持ち、更には地

域や企業によって求める技術が異なるという特徴を有していることから、既存の産業分野における人材に

対するニーズも多岐に渡っている。 

環境・エネルギー分野においては、CO2の削減目標の再定義や東日本大震災後の復興状況における

電力の需給のバランス、再生可能エネルギー技術の高度化、固定買取制度の見直し、電力事業の自由

化、ベースロード電源構想等により、エネルギー政策も含めて経年的に社会的な環境変化、さまざまな産

業構造の変化を続けている。 
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エネルギー政策の経年変化を辿ると… 

一例として以下のような内容が挙げられる。 

2030年に「ベースロード電源」の比率を東日本大震災前に戻すこととし、安定的な電力の発電を行う計

画をしている。 

2012年（平成24年）には再生可能エネルギー固定買取制度がスタートし、太陽光発電事業を後押しが

あったが、その後、需給バランスが崩れ買取価格が下落してしまった。 

2016年（平成28年）には電力の小売り全面自由化（個人向け開始）、2017年（平成29年）には、ガスの自

由化、2020年（平成32年）には「発送電分離」を決定されており、既に従来の電力会社も発電会社と送電

会社を立ち上げ準備に入っている。 

さらに、建設物・住宅における「省エネ基準適合義務化」（みずほ銀行試算 雇用29.6万人 GDP5.2兆

円）、2022年（平成34年）には、ガスの「導管分離」の別会社を法律化しようとしている。…等々 政策面か

らの環境・エネルギーに対する民間事業への施策が目白押しとなっている。 

エネルギー基本政策（2030年）も含めた創エネ（エネルギーベストミクス）、畜エネ（燃料電池等）、省エ

ネ（スマートコントロール等）の分野として、さらなる技術開発と他産業（職域）との融合が期待され、その人

材養成に必要な教育分野の体系的な確率が急がれる。 

また、地方地域特性と付加価値創造の人材供給として、現在、地方創生事業（環境モデル都市全国23

自治体等）の含め、地域環境を活かした再生可能エネルギー開発とエネルギーのスマートコミュニティ化

等、地方創生の事業化として太陽光、風力、地熱、水力、バイオマス等々その地域資源を活かしたエネ

ルギー開発の事業化や他産業との連携（ジオパークや観光）、雇用創出等が行われている。 

その地域特性における資源の環境・エネルギー事業化や地域産業との連携を図る人材、及びそれを

可能とする基礎的な専門知識を有する人材が地域地元では求められている。 

具体的には、前述の2020年に義務化される「エネルギー使用の合理化に関する建築主事等及び特定

建築物の所有者の判断基準（通称：省エネ基準）には、建築物の適合化にむけて経済成長と雇用が見

込まれ、建築従事者に新省エネ法順守、省エネ基準義務化に向けた地域特性の省エネ策技術が求めら

れる。 

このように、本事業においては既存の産業分野にイノベーションを起こす「環境・エネルギー分野」に関

わる知識及び技術等を習得する教育プログラムの開発は必須であり、既存の各産業分野で働く社会人の

学び直しができるように教育プログラムを各産業分野において開発・用意していかなければならない。 

 

３．目指す人材像 

既存の産業分野のうち、建築関連産業に従事する社会人が新しい環境・エネルギー分野の知識や技

術を学び直しすることによって、キャリアアップを図り、業務の高付加価値を生み新しい建築分野の事業

規模拡大に資する人材を育成する（住環境エネルギー人材）。 
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４．事業実施内容 

（１）社会人対象の教育プログラム開発 

① 「住環境エネルギー講座～設備編～」 

② 「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」 

〔開発内容〕 

・ シラバス・コマシラバスの開発：どの地域でも活用できる講座概要とコマ毎に学ぶ深度の詳細（テ

キストによる地域特性の区別化） 

・ 授業シートの開発：各コマの受講前に学ぶポイント記載 

・ 従業カルテとその解答・解説の開発：どの地域でも活用できるコマ毎の確認テストとその解答・解

説（テキストによる地域特性の区別化の部分のみ変更できるよう配慮） 

・ 履修判定試験：ワークショップにおける条件付き課題開発と講評の仕組み 

③ 第三者機関認定 

・ 第三者機関の公益社団法人日本建築士会連合会（以降、「日本建築士連合会」と表記）より、「建

築士会ＣＰＤ認定講座」としての承認を得ることができた。単位数は以下の通りである。 

〔単位数〕 

・ 「住環境エネルギー講座～設備編～」４単位 

・ 「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」４単位 

 

（２）実証講座の実施 

① 住環境エネルギー講座：建築士会ＣＰＤ認定単位 

【３地域３講座実施】 
 

 講座名 対象者・地域 受講者数 実施先・実施日 

１ 
住環境エネルギー講座 

【東京地域版】 

建築分野従事者 

東京 
７名 

専門学校中央工学校 

平成 29 年 11 月 18 日（土）

２ 
住環境エネルギー講座 

【愛知地域版】 

建築分野従事者 

名古屋 
９名 

東海工業専門学校金山校

平成 29 年 10 月 28 日（土）

３ 
住環境エネルギー講座 

【大阪地域版】 

建築分野従事者 

大阪 
８名 

修成建設専門学校 

平成 29 年 10 月 29 日（日）
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【募集方法】 

・ 日本建築士会ＣＰＤ認定講座として日本建築士会連合会ＨＰにて広告 

・ 各地域協力校の募集活動 

〔東京地域：専門学校中央工学校〕 

東京建築士会、埼玉県建築士会、東京商工会議所北支部、東京商工会議所中野支部、エコ

ピープル支援協議会、学校関係者 等 

〔愛知地域：東海工業専門学校金山校〕 

愛知建築士会、エコピープル支援協議会、学校関係者 等 

〔大阪地域：修成建設専門学校〕 

大阪建築士会、大阪建築士事務所協会、エコピープル支援協議会、学校関係者 等 

【実施内容】 

開発した「シラバス・コマシラバス」、「授業シート、授業カルテ、授業カルテ解答・解説」、「履修判

定試験」、受講者に講座内容について「受講アンケート」を実施した。 

 

② 新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～ 

【３地域３講座実施】 
 

 講座名 対象者・地域 受講者数 実施先・実施日 

１ 

新省エネ基準・住宅省エ

ネルギー技術者講座～設

計・施工技術要論～ 

【東京地域版】 

建築分野従事者 

東京 
27 名 

専門学校中央工学校 

平成 29 年 11 月 25 日（土）

２ 

新省エネ基準・住宅省エ

ネルギー技術者講座～設

計・施工技術要論～ 

【愛知地域版】 

建築分野従事者 

名古屋 
17 名 

東海工業専門学校金山校

平成 29 年 11 月 11 日（土）

３ 

新省エネ基準・住宅省エ

ネルギー技術者講座～設

計・施工技術要論～ 

【大阪地域版】 

建築分野従事者 

大阪 
７名 

修成建設専門学校 

平成 29 年 12 月 10 日（日）

 

【募集方法】 

・ 日本建築士会ＣＰＤ認定講座として日本建築士会連合会ＨＰにて広告 

・ 各地域協力校の募集活動 
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〔東京地域：専門学校中央工学校〕 

東京建築士会、埼玉県建築士会、東京商工会議所北支部、東京商工会議所中野支部、エコ

ピープル支援協議会、学校関係者 等 

〔愛知地域：東海工業専門学校金山校〕 

愛知建築士会、エコピープル支援協議会、学校関係者 等 

〔大阪地域：修成建設専門学校〕 

大阪建築士会、大阪建築士事務所協会、エコピープル支援協議会、学校関係者 等 

【実施内容】 

開発した「シラバス・コマシラバス」、「授業シート、授業カルテ、授業カルテ解答・解説」、「履修判

定試験」、受講者に講座内容について「受講アンケート」を実施した。 

 

■実証講座の結果 

【講座開発】 

平成 28 年度事業取組み開始から、課題として挙げていた建築士会ＣＰＤ認定講座の開発を実施

してきた。 

その結果、平成 28 年度は、「住環境エネルギー講座」、「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術

者講座」ともに開発した講座は、日本建築士会連合会からＣＰＤ講座として承認が得られた。 

本年度も同様に、昨年開発した２つの講座を受講し易いようにカスタマイズした講座「住環境エネ

ルギー講座 ～設備編～」と「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 ～設計・施工技術要

論～」を開発した。これらもＣＰＤ講座として承認が得られた。 

 

❑ 「住環境エネルギー講座～設備編～」・・・ 

講義とワークショップスタイル 

昨年に課題として掲げた「住環境エネルギー講座」を①知識を深めながら実務に活用できる内容、

②受講し易いようにコマ毎に独立した講座開発を行った。 

「計画編」、「設備編」、「施工編」、「評価編」と講座の充実を持たせた４つの独立した講座開発を

行った（イメージ図：１参照）。 

また、講座時間も６時間から４時間と短縮するとともに、履修判定試験には実務に活用できるよう条

件付き課題を提示し、それに対する議論・発表をするワークショップを取り入れた。 

本年度実施した講座は「設備編」であったが、他の「計画編」、「施工編」、「評価編」は、講座の骨

子であるシラバス・コマシラバスの開発まで行った。 
 

  



 

20 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

❑ 「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」・・・ 

講義とワークショップスタイル 

国土交通省が掲げている「エネルギー使用の合理化に関する建築主事等及び特定建築物の所

有者の判断基準（通称：省エネ基準）」の完全義務化に向けた取組みと連動して開発した以下のＣＰ

Ｄ認定講座の要点を抽出し整理し、施工と設計を同時に学べる受講し易い講座を開発した（イメー

ジ図：２参照）。 

・ 要点抽出講座：平成 27 年度開発「住宅省エネルギー手法・施工技術講座」 

〔講座内容〕主に施工技術に関する内容 

・ 要点抽出講座：平成 28 年度開発「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座」 

〔講座内容〕主に設計技術に関する内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【イメージ図：２】 

住宅省エネルギー手法・ 

施工技術講座 

新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 

～設計・施工技術要論～ 

新省エネ基準・住宅省エネルギー

技術者講座  

要点を抽出 

【イメージ図：１】 

住環境エネルギー講座  

計画編  設備編  施工編  評価編  

職種に合わせて受講し易いように  
４つの独立した講座開発
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【講座実施地域と受講者数】 

昨年度の評価・検証において、受講者数が挙げられていた。本年度は、それを解決するべく大都

市圏の東京、愛知（名古屋）、大阪で実施し、以下の通りとなった。 

 

❑ 平成 29 年度：東京・愛知（名古屋）・大阪地域 
 

 講座名 地 域 受講者数 合 計 

１ 
住環境エネルギー講座～設備編～ 

【東京版】 
東京 ７名 

75 名 

２ 
住環境エネルギー講座～設備編～ 

【愛知版】 
愛知 ９名 

３ 
住環境エネルギー講座～設備編～ 

【大阪版】 
大阪 ８名 

４ 
新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者 

講座～設計・施工技術要論～【東京版】 
東京 27 名 

５ 
新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者 

講座～設計・施工技術要論～【愛知版】 
愛知 17 名 

６ 
新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者 

講座～設計・施工技術要論～【大阪版】 
大阪 ７名 

 

❑ 平成 28 年度：岡山・高知・福岡地域 
 

 講座名 地 域 受講者数 合 計 

１ 
住環境エネルギー講座 

【岡山版】 
岡山 ７名 

43 名 

２ 
住環境エネルギー講座 

【高知版】 
高知 ５名 

３ 
住環境エネルギー講座 

【福岡版】 
福岡 ８名 

４ 
新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者 

講座【高知版】 
高知 ７名 

５ 
新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者 

講座【福岡版】 
福岡 16 名 
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平成 28 年度の「住環境エネルギー講座」は３地域で 20 名、「新省エネ基準・住宅省エネルギー技

術者講座」は２地域で 23 名であり、合計 43 名。 

本年度は、「住環境エネルギー講座～設備編～」は３地域で 24 名、「新省エネ基準・住宅省エネ

ルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」は３地域で 51 名であり、合計 75 名であった。 

結果、講座数が平成 28 年度より１つ多いものの、受講者数は 32 名増加した。 

 

＜２年間の取組みについて＞ 

本事業の２年間を通じて、開発する講座の評価を日本建築士会連合会という第三者の目からＣＰＤ

認定講座としての承認を得られたことは大きな評価であった。 

本事業で開発した講座は、個々に日本建築士会連合会とのプロバイダー契約は必要であるが、ど

の団体・地域でもプログラムＩＤを提示しさえすれば講座運営が可能である。 

また、昨年度課題として掲げていた“受講し易い講座の開発”や“受講者数”についてだが、“受講し

易い講座の開発”については、昨年の講座をカスタマイズし開発した。 

 “受講者数”については、本事業の取組みでは大都市圏の実施をしていなかったこともあり、東京、

愛知（名古屋）、大阪の３地域で実施し、昨年より 32 名増となり、地域により受講者数が違うことが証明

できた。 

一方、懸念材料としては、講座自体の認知度が低いこともあり、ただ講座案内が来ただけでは申込

みまではいかない。 

講座自体は、以降の講座アンケート調査と分析に記載されている通り、満足度が高い講座として開

発できている。 

よって、より一層の力を注ぐこととしては、「講座の認知度を上げていく」ということが明確な目標とな

る。 

そのためには、関係団体との連携をより一層強めていくことが欠かせない。 
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５．構成機関と構成員等 

（１）構成機関（機関として本事業に参画する学校・企業・団体等） 
 

 構成機関（学校・団体・機関等）の名称 役  割  等 
都道府

県名 

１ 学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 事業代表校 東京 

２ 学校法人麻生塾麻生建築&デザイン専門学校 教育機関連携・質保証 福岡 

３ 学校法人龍馬学園高知情報ビジネス＆フード専門学校 教育機関連携・質保証 高知 

４ 学校法人第一平田学園中国デザイン専門学校 教育機関連携・質保証 岡山 

５ 学校法人修成学園修成建設専門学校 教育機関連携・実証 大阪 

６ 専門学校中央工学校 教育機関連携・実証 東京 

７ 専門学校中央工学校ＯＳＡＫＡ 教育機関連携・実証 大阪 

８ 学校法人電波学園東海工業専門学校金山校 教育機関連携・実証 愛知 

９ 国立大学法人筑波大学 大学研究センター 教育機関連携・質保証・評価 東京 

10 国立大学法人福島大学 地域創造支援センター 教育機関連携・質保証・評価 福島 

11 
首都大学東京大学院 都市環境学部 建築都市コース 

都市環境科学研究科 建築学域 
教育機関連携・質保証・評価 東京 

12 近畿大学 産業理工学部 建築・デザイン学科 
教育機関連携・カリキュラム開発・ 

質保証・実証 
福岡 

13 株式会社ジオリゾーム 質保証・評価 大阪 

14 株式会社楓設計室 カリキュラム開発・質保証・実証 東京 

15 株式会社マスターリンク 
カリキュラム開発・質保証・実証・ 

普及 
東京 

16 東京商工会議所 検定センター 団体ユニット・質保証・評価 東京 

17 一般社団法人日本インテリアプランナー協会 団体ユニット・質保証・評価 東京 

18 東京商工会議所 中野支部 団体ユニット・質保証・評価 東京 

19 エコピープル支援協議会 企業ユニット・質保証・評価 東京 

20 特定非営利活動法人環境カウンセラー全国連合会 団体ユニット・質保証・評価 東京 
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（２）構成員（委員）の氏名（上記（１）の機関から参画する者及び個人で本事業に参画する者等） 

氏名 所属・職名 役割等 
都道府

県名 

１ 佐々木 章 
学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 

理事 
事業責任者 東京 

２ 今泉清太 
学校法人麻生塾麻生建築＆デザイン専門学校  

教務部 
教育機関連携・質保証 福岡 

３ 佐竹新市 
学校法人龍馬学園高知情報ビジネス＆フード専門 

学校 理事長 
教育機関連携・質保証 高知 

４ 田口一子 学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校 校長 教育機関連携・質保証 岡山 

５ 堤下隆司 学校法人修成学園 修成建設専門学校 校長 教育機関連携・実証 大阪 

６ 松田正之 専門学校中央工学校 校長 教育機関連携・実証 東京 

７ 平上秀明 専門学校中央工学校ＯＳＡＫＡ 教務部長 教育機関連携・実証 大阪 

８ 野村種明 
学校法人電波学園 東海工業専門学校金山校  

副校長 
教育機関連携・実証 愛知 

９ 岡部公一 専門学校中央工学校 教務部 教務課 課長 教育機関連携・実証 東京 

10 岡戸良介 
学校法人電波学園 東海工業専門学校金山校  

建設学科 建築系 参与 
教育機関連携・実証 愛知 

11 石黒達哉 
学校法人電波学園 東海工業専門学校金山校  

建設学部 建築系 教諭 
教育機関連携・実証 愛知 

12 亀井哲男 学校法人修成学園修成建設専門学校 事務局長 教育機関連携・実証 大阪 

13 稲永由紀 筑波大学 大学研究センター 講師 
教育機関連携・質保証・

評価 
東京 

14 小沢喜仁 福島大学 地域創造支援センター長 
教育機関連携・質保証・

評価 
福島 

15 大越正弘 福島大学 地域創造支援センター 副センター長 
教育機関連携・質保証・

評価 
福島 

16 小泉雅生 
首都大学東京大学院 都市環境学部 建築都市コース

都市環境科学研究科 建築学域 教授 

教育機関連携・質保証・

評価 
東京 

17 伊藤泰彦 武蔵野大学 工学部建築デザイン学科 教授 質保証・評価 東京 

18 依田浩敏 近畿大学 産業理工学部 建築・デザイン学科 教授 
教育機関連携・カリキュラ

ム開発・質保証・実証 
福岡 

19 霜野 隆 一般社団法人日本インテリアプランナー協会 会長 
団体ユニット・質保証・ 

評価 
東京 

20 加藤陽介 株式会社楓設計室 代表取締役 一級建築士 
カリキュラム開発・ 

質保証・実証 
東京 

21 井上利一 株式会社ジオリゾーム 代表取締役 質保証・評価 大阪 

22 吉川隆治 株式会社マスターリンク 営業部長 
カリキュラム開発・ 

質保証・実証・普及 
東京 
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23 川瀬健介 エコピープル支援協議会 代表者 
団体ユニット・質保証・ 

評価 
東京 

24 佐藤幸太郎 東京商工会議所 検定センター 所長 
団体ユニット・質保証・ 

評価 
東京 

25 菊池圭二 東京商工会議所 中野支部 事務局長 
団体ユニット・質保証・ 

評価 
東京 

26 佐々木進市 
特定非営利活動法人環境カウンセラー全国連合会 

理事長 

団体ユニット・質保証・ 

評価 
東京 

27 髙瀨恵悟 
学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

校長 

産学官連携・事務局・ 

質保証・評価 
東京 

28 篠田衣織 
学校法人小山学園 学園本部 総務人事部  

総務人事室 
産学官連携・事務局 東京 

29 山口奈津 学校法人小山学園 学園本部 産学官連携・事務局 東京 

 

（２）－① 企画推進委員会の構成員（委員）（上記（２）の者うち本委員会構成員） 
 

氏名 所属・職名 役割等 
都道府

県名 

１ 佐々木 章 
学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 

理事 
事業責任者 東京 

２ 今泉清太 
学校法人麻生塾麻生建築＆デザイン専門学校  

教務部 
教育機関連携・質保証 福岡 

３ 佐竹新市 
学校法人龍馬学園高知情報ビジネス＆フード専門 

学校 理事長 
教育機関連携・質保証 高知 

４ 田口一子 学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校 校長 教育機関連携・質保証 岡山 

５ 稲永由紀 筑波大学 大学研究センター 講師 
教育機関連携・質保証・

評価 
東京 

６ 小沢喜仁 福島大学 地域創造支援センター長 
教育機関連携・質保証・

評価 
福島 

７ 大越正弘 福島大学 地域創造支援センター 副センター長 
教育機関連携・質保証・

評価 
福島 

８ 小泉雅生 
首都大学東京大学院 都市環境学部 建築都市コース

都市環境科学研究科 建築学域 教授 

教育機関連携・質保証・

評価 
東京 

９ 伊藤泰彦 武蔵野大学 工学部建築デザイン学科 教授 質保証・評価 東京 

10 霜野 隆 一般社団法人日本インテリアプランナー協会 会長 
団体ユニット・質保証・ 

評価 
東京 

11 井上利一 株式会社ジオリゾーム 代表取締役 質保証・評価 大阪 

12 吉川隆治 株式会社マスターリンク 営業部長 
カリキュラム開発・ 

質保証・実証・普及 
東京 

13 川瀬健介 エコピープル支援協議会 代表者 
団体ユニット・質保証・ 

評価 
東京 



 

26 

14 佐藤幸太郎 東京商工会議所 検定センター 所長 
団体ユニット・質保証・ 

評価 
東京 

15 佐々木進市 
特定非営利活動法人環境カウンセラー全国連合会 

理事長 
団体ユニット・質保証 東京 

16 髙瀨恵悟 
学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

校長 

産学官連携・事務局・ 

質保証・評価 
東京 

17 篠田衣織 
学校法人小山学園 学園本部 総務人事部 総務 

人事室 
産学官連携・事務局 東京 

18 山口奈津 学校法人小山学園 学園本部 産学官連携・事務局 東京 

 

（２）－② プログラム開発委員会の構成員（委員）（上記（２）の者うち本委員会構成員） 
 

氏名 所属・職名 役割等 
都道府

県名 

１ 佐々木 章 
学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 

理事 
事業責任者 東京 

２ 今泉清太 
学校法人麻生塾麻生建築＆デザイン専門学校  

教務部 
教育機関連携・質保証 福岡 

３ 堤下隆司 学校法人修成学園修成建設専門学校 校長 教育機関連携・実証 大阪 

４ 松田正之 専門学校中央工学校 校長 教育機関連携・実証 東京 

５ 平上秀明 専門学校中央工学校ＯＳＡＫＡ 教務部長 教育機関連携・実証 大阪 

６ 野村種明 
学校法人電波学園 

東海工業専門学校金山校 副校長 
教育機関連携・実証 愛知 

７ 小泉雅生 
首都大学東京大学院 都市環境学部 建築都市コース

都市環境科学研究科 建築学域 教授 

教育機関連携・質保証・ 

評価 
東京 

８ 依田浩敏 近畿大学 産業理工学部 建築・デザイン学科 教授 
教育機関連携・カリキュラ

ム開発・質保証・実証 
福岡 

９ 加藤陽介 株式会社楓設計室 代表取締役 一級建築士 
カリキュラム開発・ 

質保証・実証 
東京 

10 吉川隆治 株式会社マスターリンク 営業部長 
カリキュラム開発・ 

質保証・実証・普及 
東京 

11 川瀬健介 エコピープル支援協議会 代表者 
団体ユニット・質保証・ 

評価 
東京 

12 佐々木進市 
特定非営利活動法人環境カウンセラー全国連合会 

理事長 

団体ユニット・質保証・ 

評価 
東京 

13 髙瀨恵悟 
学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

校長 

産学官連携・事務局・ 

質保証・評価 
東京 

14 篠田衣織 
学校法人小山学園 学園本部 総務人事部 総務 

人事室 
産学官連携・事務局 東京 

15 山口奈津 学校法人小山学園 学園本部 産学官連携・事務局 東京 
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（３）－① 企画推進委員会における下部組織（東京地域版実証講座WG）の構成員（委員） 

（設置は任意） 
 

氏名 所属・職名 役割等 
都道府

県名 

１ 佐々木 章 
学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

理事 
事業責任者 東京 

２ 松田正之 専門学校中央工学校 校長 教育機関連携・実証 東京 

３ 岡部公一 専門学校中央工学校 教務部 教務課 課長 教育機関連携・実証 東京 

４ 依田浩敏 近畿大学 産業理工学部 建築・デザイン学科 教授 
教育機関連携・カリキュラ

ム開発・質保証・実証 
福岡 

５ 加藤陽介 株式会社楓設計室 代表取締役 一級建築士  
カリキュラム開発・ 

質保証・実証 
東京 

６ 吉川隆治 株式会社マスターリンク 営業部長 
カリキュラム開発・ 

質保証・実証・普及 
東京 

７ 髙瀨恵悟 
学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

校長 

産学官連携・事務局・ 

質保証・評価 
東京 

８ 山口奈津 学校法人小山学園 学園本部 産学官連携・事務局 東京 

 

（３）－② 企画推進委員会における下部組織（愛知地域版実証講座WG）の構成員（委員） 

（設置は任意） 
 

氏名 所属・職名 役割等 
都道府

県名 

１ 佐々木 章 
学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

理事 
事業責任者 東京 

２ 野村種明 
学校法人電波学園 東海工業専門学校金山校  

副校長 
教育機関連携・実証 愛知 

３ 岡戸良介 
学校法人電波学園 東海工業専門学校金山校  

建設学科 建築系 参与 
教育機関連携・実証 愛知 

４ 石黒達哉 
学校法人電波学園 東海工業専門学校金山校  

建設学部 建築系 教諭 
教育機関連携・実証 愛知 

５ 依田浩敏 近畿大学 産業理工学部 建築・デザイン学科 教授 
教育機関連携・カリキュラ

ム開発・質保証・実証 
福岡 

６ 加藤陽介 株式会社楓設計室 代表取締役 一級建築士  
カリキュラム開発・ 

質保証・実証 
東京 

７ 吉川隆治 株式会社マスターリンク 営業部長 
カリキュラム開発・ 

質保証・実証・普及 
東京 

８ 髙瀨恵悟 
学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

校長 

産学官連携・事務局・ 

質保証・評価 
東京 

９ 山口奈津 学校法人小山学園 学園本部 産学官連携・事務局 東京 
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（３）－③ 企画推進委員会における下部組織（大阪地域版実証講座WG）の構成員（委員） 

（設置は任意） 
 

氏名 所属・職名 役割等 
都道府

県名 

１ 佐々木 章 
学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

理事 
事業責任者 東京 

２ 堤下隆司 学校法人修成学園修成建設専門学校 校長 教育機関連携・実証 大阪 

３ 平上秀明 専門学校中央工学校ＯＳＡＫＡ 教務部長 教育機関連携・実証 大阪 

４ 亀井哲男 学校法人修成学園修成建設専門学校 事務局長 教育機関連携・実証 大阪 

５ 依田浩敏 近畿大学 産業理工学部 建築・デザイン学科 教授 
教育機関連携・カリキュラ

ム開発・質保証・実証 
福岡 

６ 加藤陽介 株式会社楓設計室 代表取締役 一級建築士 
カリキュラム開発・ 

質保証・実証 
東京 

７ 吉川隆治 株式会社マスターリンク 営業部長 
カリキュラム開発・ 

質保証・実証・普及 
東京 

８ 髙瀨恵悟 
学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

校長 

産学官連携・事務局・ 

質保証・評価 
東京 

９ 山口奈津 学校法人小山学園 学園本部 産学官連携・事務局 東京 

 

（４）事業の実施体制（イメージ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 【企画推進委員会】 

事業全体の KPI 等、進捗状況管理・検証・評価する有識者会議 等 

② 【プログラム開発委員会】 

地域特性（都市型）を評価したプログラム開発(カリキュラム・シラバス・コマシラバス・授業シート・授

業カルテ・履修判定試験、テキスト、サブテキスト等)と外部機関の認証評価(CPD)の取得 等 

③ １～３【○○地域版実証講座 WG】 

地域特性（都市型）を活かした実証講座の実施と普及検証(社会人の受講特性)、講座募集、受講

者募集 等 

①企画推進
委員会

③東京地域版
実証講座WG

③愛知地域版
実証講座WG

③大阪地域版
実証講座WG

②プログラム
開発委員会
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６．教育レベル対象・評価イメージ 

建築業界実務者向けの教育プログラム開発を行う上では、建築関係従事者にとって実務に直結できる

有意義な内容かつ満足度の高い教育プログラムが求められる。 

一方、開発した教育プログラムに対し、第三者の目から認められないとその教育プログラムが本当に受

講者にとって有意義なものであるかの判断が難しい。 

本事業の取組みにおいては、本事業で開発した教育プログラムの“ 質 ”についての判断が重要な要

素のひとつである。 

そこで、開発した教育プログラムの“ 質 ”については、開発に全く携わっていない第三者機関である

「公益社団法人日本建築士会連合会」に委ね、その証として建築士会ＣＰＤ認定講座としての承認を得る

ことを実施する。 

教育プログラム開発を行う上において、実務に活用できる講座内容を開発するべく、以下の表のように

対象者を業務遂行において中核となるレベルを想定し開発した。 

 

❑ 教育レベル対象イメージ図 

 

レベル 職務内容 

５ 経営に関わる広範囲的かつ統合的に判断および意思決定できる

レベル。 

４ 
組織を統括し、マネジメントができるレベル。幅広い専門的な知識

レベルを有する。 

３ 
遂行する業務の知識を豊富に有していて主導できる立場、マネジ

メントができるレベル。専門的な知識は基礎レベル以上。 

２ 
遂行する業務の創意工夫をし、自主的に判断、改善、提案等がで

きるレベル。専門的な知識は基礎レベル。 

１ 上司の助言・指示に従って業務を遂行するレベル。 

 

＜評価（質保証）イメージ＞ 

開発した教育プログラムの“ 質 ”については、第三者機関である「公益社団法人日本建築士会連合

会」に委ねるが、それは講座運営とは異なり、受講者の声を必ずしも反映したものではない。 

そこで、本事業の評価については、企画推進委員会が本事業計画のＫＰＩにおける進捗管理、実証講

座成果等を以下の評価参考資料をもとに評価資料を活用し実施する。 

 

【評価の参考資料】 

①事業計画書 ②シラバス・コマシラバス ③テキスト・参考資料 ④履修判定試験結果 ⑤講師履歴 

⑥募集要項 ⑦ＷＧ会議議事録 ⑧受講者アンケート ⑨その他（事務局へ要求） 

  

２～４レベル 

を対象 
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❑ 教育評価（質保証）イメージ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

企画推進委員会の中から評価委員を選定（３名） 

評価採点・コメント 

ＰＤＣＡ（評価）サイクル 

日本建築士会連合会によるＣＤＰ認定講座承認 

教育プログラム開発 

講座実施・運営 
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❑評価様式 
 

評価 

項目 
【事業のポイント】評価の観点 配分点 採点

評 

 

価 

 

項 

 

目 

1 【成長分野】成長分野(環境・エネルギー分野)として期待できる教育プログラムになっているか 10点  

2 【社会人の学び直し】社会人の学び直しに沿った全体的な教育プログラムになっているか 15点  

3 【地域創生/連携】地方地域の企業や団体、教育機関と連携がとれているか 10点  

4 【産学連携体制】企業や団体と連携したカリキュラム・シラバス・コマシラバス等の開発になっているか 10点  

5 【中核人材①】目指す人材像に沿ったカリキュラム・シラバス・コマシラバスになっているか 5点  

6 【中核人材②】目指す人材像に沿ったテキスト・教材になっているか 5点  

7 【中核人材③】目指す人材像に沿った講師（キャリア）になっているか 5点  

8 【受講生の声①】開催地域・開催時期・時間・教場・設備等は適切であったか 5点  

9 【受講生の声②】受講生アンケートから受講後のキャリア形成に役に立つと思われるか 10点  

10 【受講生の声③】受講生アンケートから受講後の業務(仕事)に役に立つと思われるか 5点  

11 【今後の普及】事業終了後、開発した成果物は普及しそうか 10点  

加 

点 
12 

【その他】第三者評価者から評価できる観点 

「                                                           」 
10点  

  満点 100点  

 
<配分点の考え方/ボリューム> 

 大変優れている 優れている やや優れている 不適当である 

5 点満点 5 4 3 2 1 

10 点満点  10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

15 点満点 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

 

評価者 

コメント 

 

 

 

 

 

 

評価者氏名  所 属  
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７．会議概要 
 

会議名① 企画推進委員会 

目 的 
事業全体の KPI 等、進捗状況管理・検証・評価する企業・団体・大学・専門学校
等の外部有識者会議 

検討の 
具体的内容 

・プログラム開発委員会の開発物の検証・評価 
・事業計画の KPI(重点評価指標)における進捗管理 
・実証講座の成果評価 等 

委員数 17 人 開催頻度 ７月～12 月間で計３回 

 

会議名② プログラム開発委員会 

目 的 地域特性を評価したプログラム開発と外部機関の認証評価(CPD)の取得 

検討の 
具体的内容 

実証講座３地域の特性(気候・環境・法律・産業等)を考慮した都市型教育プログ
ラム開発 
①カリキュラム②シラバス③コマシラバス④授業シート⑤授業カルテ⑥履修判定
試験⑧テキスト⑨サブテキスト等の作成とＣＰＤ取得 

委員数 15 人 開催頻度 ７月～10 月間で計２回 

 

会議名③-1 東京地域版実証講座 WG 

目 的 地域特性（都市型）の開発した実証講座の実施と普及の検証を行う。 

検討の 
具体的内容 

プログラム開発委員会で開発したカリキュラム(ＣＰＤ単位認定)等の実証実験講
座の地元企業・団体等と連携し、普及検証(普及実証、社会人特性、産業検証
等)とプログラム検証(地域特性の整合性評価) 

委員数 8 人 開催頻度 ７月～11 月間で計３回 

 

  



 

33 

 

会議名③-2 愛知地域版実証講座 WG 

目 的 地域特性（都市型）の開発した実証講座の実施と普及の検証を行う。 

検討の 
具体的内容 

プログラム開発委員会で開発したカリキュラム(ＣＰＤ単位認定)等の実証実験講
座の地元企業・団体等と連携し、普及検証(普及実証、社会人特性、産業検証
等)とプログラム検証(地域特性の整合性評価) 

委員数 ９人 開催頻度 ７月～11 月間で計３回 

 

会議名③-3 大阪地域版実証講座 WG 

目 的 地域特性（都市型）の開発した実証講座の実施と普及の検証を行う。 

検討の 
具体的内容 

プログラム開発委員会で開発したカリキュラム(ＣＰＤ単位認定)等の実証実験講
座の地元企業・団体等と連携し、普及検証(普及実証、社会人特性、産業検証
等)とプログラム検証(地域特性の整合性評価) 

委員数 ９人 開催頻度 ７月～11 月間で計３回 

 

  



 

34 

８．会議実績 

 

＜企画推進会議＞ 

① 全体合同会議（第一回 企画推進会議・プログラム開発委員会会議・東京地域版実証講座ＷＧ・愛

知地域版実証講座ＷＧ・大阪地域版実証講座ＷＧ） 

日 時 ： 平成 29 年７月 28 日（金） 15：30～17：30 

参加者 ： 13 名 

議 題 ： （１）平成 29 年度文部科学省委託事業説明：事業内容（趣旨、求められる成果等）、実施

体制（各委員会・ＷＧの役割等） 

（２）各講座内容の説明（ＣＰＤ申請状況等） 

（３）各地域の運営内容の説明 

（４）年間スケジュールの説明：会議・実証講座等のタスクスケジュール 

（５）成果報告書のまとめ案（目次案） 等 

（６）その他（事務局より連絡事項等） 

 

② 第二回 企画推進会議 

日 時 ： 平成 29 年 10 月６日（金） 15：30～17：30 

参加者 ： 10 名 

議 題 ： （１）各会議実証講座等スケジュール確認 

（２）各実証講座の内容確認（募集要項、シラバス、ＣＰＤ承認通知、テキスト抜粋）： 

「住環境エネルギー講座～設備編～」、「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座

～設計・施工技術要論～」 

（３）第三者評価の実施要項：スケジュール、審査要領及び評価シー 等 

（４）その他（事務局より連絡事項等） 

 

③ 第三回 企画推進会議 

日 時 ： 平成 29 年 12 月６日（水） 15：30～17：30 

参加者 ： 11 名 

議 題 ： （１）実証講座の進捗状況の確認 

（２）実証講座のアンケート結果の進捗状況の確認 

（３）成果報告書の目次(案)と成果物の予定 

（４）事業評価の進め方について 

（５）今後のスケジュールの確認(成果報告会含む) 等 

（６）その他（事務局より連絡事項等） 
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＜プログラム開発委員会会議＞ 

④ 全体合同会議（第一回 企画推進会議・プログラム開発委員会会議・東京地域版実証講座ＷＧ・愛

知地域版実証講座ＷＧ・大阪地域版実証講座ＷＧ） 

日 時 ： 平成 29 年７月 28 日（金） 15：30～17：30 

参加者 ： 13 名 

議 題 ： （１）平成 29 年度文部科学省委託事業説明：事業内容（趣旨、求められる成果等）、実施

体制（各委員会・ＷＧの役割等） 

（２）各講座内容の説明（ＣＰＤ申請状況等） 

（３）各地域の運営内容の説明 

（４）年間スケジュールの説明：会議・実証講座等のタスクスケジュール 

（５）成果報告書のまとめ案（目次案） 等 

（６）その他（事務局より連絡事項等） 

 

⑤ 第二回 プログラム開発委員会会議 

日 時 ： 平成 29 年９月 21 日（木） 15：30～17：30 

参加者 ： 10 名 

議 題 ： （１）各会議実証講座等スケジュール確認 

（２）実証講座テキスト内容について 

① 「住環境エネルギー講座～設備編～」 

② 「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」 

（３）各講座内容の説明（実施日時、ＣＰＤ申請状況等） 等 

（４）その他（事務局より連絡事項等） 

 

＜東京地域版実証講座ＷＧ会議＞ 

⑥ 全体合同会議（第一回 企画推進会議・プログラム開発委員会会議・東京地域版実証講座ＷＧ・愛

知地域版実証講座ＷＧ・大阪地域版実証講座ＷＧ） 

日 時 ： 平成 29 年７月 28 日（金） 15：30～17：30 

参加者 ： 13 名 

議 題 ： （１）平成 29 年度文部科学省委託事業説明：事業内容（趣旨、求められる成果等）、実施

体制（各委員会・ＷＧの役割等） 

（２）各講座内容の説明（ＣＰＤ申請状況等） 

（３）各地域の運営内容の説明 

（４）年間スケジュールの説明：会議・実証講座等のタスクスケジュール 

（５）成果報告書のまとめ案（目次案） 等 

（６）その他（事務局より連絡事項等） 
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⑦ 第二回 東京地域版実証講座ＷＧ会議 

日 時 ： 平成 29 年９月５日（火） 10：00～12：00 

参加者 ： ５名 

議 題 ： （１）各講座の日程確認 

（２）役割の確認（ＷＧ会議、実証講座） 

①東京地域ＷＧ会議の準備と当日の運営、②実証講座の準備と当日の運営、 

③受講生の募集、④受講生の申込対応 

（３）実証講座パンフレット及び受講票の記載事項確認 等 

（４）その他（事務局より連絡事項等） 

 

⑧ 第三回 東京地域版実証講座ＷＧ会議 

日 時 ： 平成 29 年 10 月 10 日（火） 15：30～17：30 

参加者 ： ５名 

議 題 ： （１）実証講座について：「住環境エネルギー講座～設備編～」修正後のシラバスについ

て 

（２）募集状況、告知先について 等 

（３）その他（事務局より連絡事項等） 

 

＜愛知地域版実証講座ＷＧ会議＞ 

⑨ 全体合同会議（第一回 企画推進会議・プログラム開発委員会会議・東京地域版実証講座ＷＧ・愛

知地域版実証講座ＷＧ・大阪地域版実証講座ＷＧ） 

日 時 ： 平成 29 年７月 28 日（金） 15：30～17：30 

参加者 ： 13 名 

議 題 ： （１）平成 29 年度文部科学省委託事業説明：事業内容（趣旨、求められる成果等）、実施

体制（各委員会・ＷＧの役割等） 

（２）各講座内容の説明（ＣＰＤ申請状況等） 

（３）各地域の運営内容の説明 

（４）年間スケジュールの説明：会議・実証講座等のタスクスケジュール 

（５）成果報告書のまとめ案（目次案） 等 

（６）その他（事務局より連絡事項等） 
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⑩ 第二回 愛知地域版実証講座ＷＧ会議 

日 時 ： 平成 29 年９月 29 日（金） 15：00～17：00 

参加者 ： ４名 

議 題 ： （１）各会議実証講座等スケジュール確認 

（２）実証講座準備について:「住環境エネルギー講座～設備編～」、「新省エネ基準・住

宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」 

（３）各講座内容の説明（実施日時、ＣＰＤ申請状況等） 等 

（４）その他（事務局より連絡事項等） 

 

⑪ 第三回 愛知地域版実証講座ＷＧ会議 

日 時 ： 平成 29 年 11 月２日（木） 15：00～17：00 

参加者 ： ５名 

議 題 ： （１）実証講座運営スケジュールについて：「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講

座～設計・施工技術要論～（加藤先生）」 

（２）募集状況の確認、当日の運営確認について 

（３）実証講座「住環境エネルギー講座～設備編～」振り返り 等 

（４）その他（事務局より連絡事項等） 

 

＜大阪地域版実証講座ＷＧ会議＞ 

⑫ 全体合同会議（第一回 企画推進会議・プログラム開発委員会会議・東京地域版実証講座ＷＧ・愛

知地域版実証講座ＷＧ・大阪地域版実証講座ＷＧ） 

日 時 ： 平成 29 年７月 28 日（金） 15：30～17：30 

参加者 ： 13 名 

議 題 ： （１）平成 29 年度文部科学省委託事業説明：事業内容（趣旨、求められる成果等）、実施

体制（各委員会・ＷＧの役割等） 

（２）各講座内容の説明（ＣＰＤ申請状況等） 

（３）各地域の運営内容の説明 

（４）年間スケジュールの説明：会議・実証講座等のタスクスケジュール 

（５）成果報告書のまとめ案（目次案） 等 

（６）その他（事務局より連絡事項等） 
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⑬ 第二回 大阪地域版実証講座ＷＧ会議 

日 時 ： 平成 29 年 10 月 13 日（金） 15：00～17：00 

参加者 ： ５名 

議 題 ： （１）実証講座について：「住環境エネルギー講座～設備編～」修正後のシラバスについ

て 

（２）募集状況、告知先について 等 

（３）その他（事務局より連絡事項等） 

 

⑭ 第三回 大阪地域版実証講座ＷＧ会議 

日 時 ： 平成 29 年 12 月１日（金） 15：00～17：00 

参加者 ： ６名 

議 題 ： （１）実証講座について：「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者座～設計・施工技術

要論～（加藤先生）」 

（２）募集状況について 

（３）当日の運営について 等 

（４）その他（事務局より連絡事項等） 

 

＜成果報告会＞ 

⑮ 成果報告会 

日 時 ： 平成 30 年２月２日（金） 16:00～18:00 

参加者 ： 13 名 

議 題 ： （１） 事業代表者挨拶 

（２） 文部科学省生涯学習政策局より事業説明 

（３） 平成 29 年度文部科学省委託事業 成果報告「社会人等学び直しのための環境・ 

エネルギー分野における中核的専門人材養成事業」 



1 
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第３章 平成28年度活動概要 

 

１．目指す人材像 

現在、地域特性における資源の環境・エネルギー事業化や地域産業との連携を図る人材、及びそれを

可能とする基礎的な専門知識を有する人材が地域地元では求められている。 

その中でも特に建築分野においては、「エネルギー使用の合理化に関する建築主事等及び特定建築

物の所有者の判断基準（通称：省エネ基準）」の義務化においては、建築物の適合化に向ける動きにより

経済成長と雇用が見込まれ、建築従事者に新省エネ法順守、省エネ基準義務化に向けた地域特性の省

エネ策技術が求められる。 

そこで、既存の産業分野にイノベーションを起こす「環境・エネルギー分野」に関わる知識及び技術等

を習得する教育プログラムの開発は必須であり、既存の各産業分野で働く社会人の学び直しができるよう

に教育プログラムを各産業分野において開発・用意することが必要である。 

よって、本事業では、既存の産業分野のうち、建築関連産業に従事する社会人が新しい環境・エネル

ギー分野の知識や技術を学び直しすることによって、キャリアアップを図り、業務の高付加価値を生み新

しい建築分野の事業規模拡大に資する人材を育成する（住環境エネルギー人材）。 

 

２．活動概要 

＜地域版カリキュラム検討と実証講座＞ 

❏ 住環境エネルギー講座：ＣＰＤ５単位認定講座 

【３地域３講座実施】 

 講座名 対象者・地域 受講者数 実施先・実施日 

１ 
住環境エネルギー講座 

【岡山版】 

建築分野関係者

岡山 
７名 

中国デザイン専門学校 

平成 28 年 11 月 19 日（土） 

２ 
住環境エネルギー講座 

【高知版】 

建築分野関係者

高知 
５名 

高知情報ビジネス＆フード専門学校

平成 28 年 12 月３日（土） 

３ 
住環境エネルギー講座 

【福岡版】 

建築分野関係者

福岡 
８名 

麻生建築＆デザイン専門学校 

平成 28 年 11 月 26 日（土） 

【募集方法】 

・ 建築士会ＣＰＤ認定講座として建築士会連合会ＨＰにて広告 

・ 協力校からの主な受講者募集協力活動内容 

＜岡山地域：中国デザイン専門学校の協力＞ 

岡山県建築士会、建築士事務所協会、日本建築家協会 中国支部 岡山地域会、 

岡山建築設計クラブ 等 

＜高知地域：高知情報ビジネス＆フード専門学校＞ 

高知県建築士会、建築士事務所協会、中小建築業協会 等 
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＜福岡地域：麻生建築＆デザイン専門学校＞ 

福岡県建築士会、建築士事務所協会、卒業生 等 

【コマシラバスの作成】 

・ どの地域でも活用できるコマシラバスを作成した（テキストによる地域特性の区別化）。 

【授業シート、授業カルテ、授業カルテ解答・解説の作成】 

・ どの地域でも活用できるものを作成した（テキストによる地域特性の区別化の指摘部分のみ変更

できるよう配慮）。 

【履修判定試験の開発】 

・ スコア制による履修判定試験をどの地域でも活用できるよう開発を行った。 

問題開発（ストック問題開発）を含め、容易に活用できるように作成した。 

【受講アンケートの実施】 

・ 受講者に講座内容についてのアンケートを実施した。 

 

❏ 新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座：ＣＰＤ４単位認定講座 

【２地域２講座実施】 

 講座名 対象者・地域 受講者数 実施先・実施日 

４ 

新省エネ基準・ 

住宅省エネルギー技術者講座 

【高知版】 

建築分野関係者

高知 
７名 

高知情報ビジネス＆フード専門学校

平成 28 年 10 月 25 日（火） 

５ 

新省エネ基準・ 

住宅省エネルギー技術者講座 

【福岡版】 

建築分野関係者

福岡 
16 名 

麻生建築＆デザイン専門学校 

平成 28 年 11 月５日（土） 

 

【募集方法】 

・建築士会ＣＰＤ認定講座として建築士会連合会ＨＰにて広告 

・協力校からの主な受講者募集協力活動内容 

＜岡山地域：中国デザイン専門学校の協力＞ 

岡山県建築士会、建築士事務所協会、日本建築家協会 中国支部 岡山地域会、 

岡山建築設計クラブ 等 

＜高知地域：高知情報ビジネス＆フード専門学校＞ 

高知県建築士会、建築士事務所協会、中小建築業協会 等 

＜福岡地域：麻生建築＆デザイン専門学校＞ 

福岡県建築士会、建築士事務所協会、卒業生 等 

【コマシラバスの作成】 

・ どの地域でも活用できるコマシラバスを作成した（テキストによる地域特性の区別化）。 
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【授業シート、授業カルテ、授業カルテ解答・解説の作成】 

・ どの地域でも活用できるものを作成した（テキストによる地域特性の区別化の指摘部分のみ変更

できるよう配慮）。 

【履修判定試験の開発】 

・ ワークショップにおいての条件付き課題の作成をした。 

【受講アンケートの実施】 

・ 受講者に講座内容についてのアンケートを実施した。 

＜実証講座の結論と概要＞  

本事業計画時から課題として挙げられていた建築士会ＣＰＤ認定講座の開発を実施することにおい

て、「住環境エネルギー講座」と「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座」ともに、日本建築士

連合会からＣＰＤ承認を得ることができた。 

・ 地域の気候特性と省エネ法の手法を加えたことで、地域毎の受講者の理解が得られた。 

全国版スタンダードとしてベースを作り、地域特性はテキストで変更する部分を特定したことにより、 

どの地域でもその部分を変更すれば、地域版として活用できるものとした。 

シラバス・コマシラバス、授業シート、授業カルテ、授業カルテ解答・解説においても同様である。 

「住環境エネルギー講座」 

講義と履修判定試験のスタイルで実施した。 

特異とする点は、履修判定試験に「スコア制」を導入したことである。 

これまでの〇〇点以上取得すれば合格という手法ではなく、理解度確認とした手法「〇〇点を取得し

たら〇〇ができる知識を持っている。」という知識レベルの見える化を目的とした試験を実施したことであ

る。 

理解度確認テストは、建築分野における環境・エネルギーの知識をどの程度持っているのかを確認す

るため範囲も広くなる。よって、受講講座内外から出題されることが特徴である。 

また、「スコア制」という手法は、常に試験内容が広範囲となるため、数多くの問題を開発（ストック）して

おく必要があり、その中からランダムに選び、履修判定試験（＝理解度確認テスト）を実施するものであ

る。 

「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座」 

講義とワークショップのスタイルで実施した。 

特徴としては、国土交通省が掲げている 2020 年に「エネルギー使用の合理化に関する建築主事等及

び特定建築物の所有者の判断基準（通称：省エネ基準）」の完全義務化に向けた取組みと連動して実施

したことにある。 

全国版をベースとして、地域の気候特性（地域毎の風の向きによる窓の配置等）を講座に取入れ、省

エネ設計手法の違いを加えることで地域での理解を得ることができた。 

全国版スタンダードカリキュラムをベースとし、地域毎のカリキュラムの作成・変更の組み立てが実証で

きた。 

４時間の実証スタイルは、平成 27 年度まで当校で実施していた「建築・土木・設備職域プロジェクト」を

継承したものである。  
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実証講座「住環境エネルギー講座」アンケート調査結果 

（ｎ＝受講者数） 

以下、岡山と高知、福岡の受講者アンケートをまとめたものである。 

複数回答の場合は、項目毎に捉えて参照ください。 

■ 業種と職種 

建築分野に携わる主な業種の割合は、以下の通りである。 

①設計においては岡山が 28.6％、高知が 40.0％、福岡が 62.5％であった。 

②建築（戸建て）においては、岡山が 14.3％、高知が 0％、福岡が 12.5％であった。 

③建設業（ビル・施設））においては、岡山が 0％、高知が 20.0％、福岡が 12.5％であった。 

④設備関連業（電気・ガス・熱供給・水道業）においては、、岡山が 0％、高知が 40.0％、福岡が 12.5％

であった。 

また、主な職種の割合は、設計職がいずれの地域においても参加者の割合が高く、岡山が 28.6％､

高知が 60.0％、福岡が 75.0％であった。 

◎全体で主な業種については、設計に携わる方は 45.0％で、次にその他で 25.0％官公庁、教育機関、

学生と興味のある方の参加が目立った。 

全体で主な職種は、設計に携わる方は 55.0％で過半数を超えていた。 

■ 受講者の会社規模 

岡山は「29 人以下」が 57.1％、「未回答（学生・未就労者）」が 42.9％。 

高知は「29 人以下」と「30～99 人」がそれぞれ 40.0％、「100～299 人」が 20.0％。 

福岡は「29 人以下」が 62.5％、「100～299 人」、「300～999 人」、「1,000 人以上」、がそれぞれ 12.5％

であった。 

どちらの地域でも会社の規模的には第一位が「29 人以下」であった。 

◎全体で「29 人以下」は 55.0％であった。 

■ 受講者の年令層 

岡山は「20 代未満」と「60 代以上」がそれぞれ 28.6％で、「30 代」、「40 代」、50 代」がそれぞれ 14.3％。 

高知は「30 代」が 40.0％と「40 代」、「50 代」、「60 代以上」がそれぞれ 20.0％。 

福岡は「30 代」が 50％、「20 代」、「40 代」、「50 代」、「60 代」がそれぞれ 12.5％であった。 

岡山以外の高知と福岡の地域で「30 代」の受講者が目立った。あと「60 代以上」の受講者がどの地域

でも見られた。 

◎全体で「30 代」が 35.0％、「60 代以上」が 20.0％であった。 

■ 資格の有無 

受講者の有資格者の割合は、岡山が 57.1％、高知が 80.0％、福岡が 87.5％であった。 

「一級建築士」を見ると、岡山が 42.9％、高知が 40.0％、福岡が 50.0％であった。 

次に「二級建築士」が高知は 20.0％、福岡は 37.5％であった。 
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受講者の資格取得において、複数の資格を持っているのが見られたのは福岡地域で、岡山と高知で

は資格取得は一人ひとつの傾向であった。 

◎全体では 75.0％が有資格者で、その中で「一級建築士」が 45.0％、「二級建築士」が 20.0％と続い

た。 

■ 講座情報取得先 

岡山は「学校から」・「知人から」がそれぞれ 28.6％で、「建築士関係から」「自社から」・「他社から」がそ

れぞれ 14.3％であった。 

高知は「会社から」・「建築士関係から」がそれぞれ 40.0％、「学校から」が 20.0％であった。 

福岡は「建築士関係から」が 62.5％、「学校から」が 25.0％、「自社から」が 12.5％であった。 

講座情報発信において、各地域の協力校からの働きかけは、受講者募集にとって重要とこの調査から

でも判断できる。 

各地域の建築士会や高知においては土佐経済同友会等の団体との連携においても重要な要素の一

つであると思われる。 

◎全体での講座取得情報先は、「建築士関係から」が 40.0％、「学校から」が 25.0％、「自社から」が

20.0％であった。 

■ 講座の受講理由 

岡山は「現在業務で必要だから」・「なんとなく」がそれぞれ 28.6％で、次に「興味・関心があったから」・

「将来必要と思ったから」・「ＣＰＤの単位取得ができるから」がそれぞれ 14.3％であった。 

高知は「興味・関心があったから」が 60.0％、「将来必要と思ったから」が 40.0％、「ＣＰＤの単位取得が

できるから」が 20.0％であった。 

福岡は「興味・関心があったから」・「将来必要と思ったから」がそれぞれ37.5％で、次に「現在業務で必

要だから」・「ＣＰＤの単位取得ができるから」がそれぞれ 25.0％であった。 

◎全体で「興味・関心があったから」が 35.0％、「将来必要と思ったから」が 30.0％、「現在業務で必要

だから」・「CPD の単位取得ができるから」がそれぞれ 20.0％と続いた。 

■ CPD 認定講座についての意識 

講座の受講理由から導き出すと、岡山と高知は福岡と異なり、CPD 認定講座という意識は低いようであ

る。 

アンケート調査結果からも福岡は 25％であったが、高知は 20.0％で岡山は 14.3％であった。 

地域によって CPD に対する意識が違うことが明らかである。 

◎全体で「CPD の単位取得ができるから」が 20.0％といった結果からも、地域による捉え方が違うのが

伺える。 

■ 講座内容について 

岡山は「普通」が 57.1％、「満足した」が 28.6％、「少しもの足りなかった」が 14.3％であった。 

高知は「満足した」と「普通」がそれぞれ 40.0％、「すごく満足した」が 10.0％であった。 

福岡は「普通」が 50.0％、「満足した」が 37.5％、「少しもの足りなかった」が 12.5％であった。 
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どの地域も「普通」の印象が多かった。環境・エネルギーということで講座内容が広範囲過ぎた点も否

めない可能性があるため、再検討が必要と思われる。 

◎全体で「普通」が 50.0％、「満足した」が 35.0％、「少しもの足りなった」が 20.0％であった。 

■ 講座内容の理解度について 

岡山は「理解できた」が 85.7％、「全く理解できなかった」が 14.3％であった。 

高知は「理解できた」が 60.0％、「少し理解できた」が 40.0％であった。 

福岡は「理解できた」が 75.0％、「少し理解できた」が 25.0％であった。 

◎全体では、「理解できた」が 75.0％、「少し理解できた」が 20.0％、「全く理解できなかった」が 5.0％で

あった。 

２日間を想定した内容を、各地域の声から１日に短縮したため、十分な時間が取れなかった点が、反映

されていると判断できる。 

但し、「少し理解できた」20.0％と「全く理解できなかった」5.0％を着目し、社会人学び直し講座として講

座内容と講師、時間の配分等は課題として挙げる。 

■ 講師の教え方について 

岡山は「少し分かりにくかった」が 42.9％、「分かり易かった」が 28.6％、「普通」が 28.6％であった。 

高知は「分かり易かった」・「普通」がそれぞれ 40.0％、「少し分かりにくかった」が 20.0％であった。 

福岡は「分かり易かった」が 31.3％、「普通」が 12.5％、「少し分かりにくかった」が 6.3％であった。 

講師の話し方や進行については、受講者にとっても講座内容を理解できるものと判断できる。 

少数意見ではあるが、前項において「聞き取れなかった」という声もあったことから、この点をまずは改

善点として挙げる。 

◎全体では「分かり易かった」が 45.0％で、「普通」が 30.0％、「少し分かりにくかった」が 25.0％であっ

た。 

■ テキストの内容について 

岡山は「普通」が 57.1％、「すごく分かり易かった」・「その他（字が小さかった）」・「未回答」がそれぞれ

14.3％であった。 

高知は「分かり易かった」60.0％、「普通」・「少し分かりにくかった」がそれぞれ 20.0％であった。 

福岡は「分かり易かった」75.0％、「普通」・「少し分かりにくかった」がそれぞれ 12.5％であった。 

テキストの文字の大きさの指摘は、70 代の方からの声であった。その他の年代からは特に声はなかっ

た。 

また、「少し分かりにくかった」との声については、２日間分を１日に短縮し実施した影響での講座とテキ

ストのバランスと推測される。 

◎全体では、「分かり易かった」が 45.0％、「普通」が 30.0％で、「少し分かりにくかった」10.0％であっ

た。 
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■ 履修判定試験の時間について 

岡山は「時間が足りなかった」・「適当だった」がそれぞれ 42.9％であった。 

高知は「適当だった」60.0％、「非常に時間が足りなかった」・「時間が余った」がそれぞれ 20.0％であっ

た。 

福岡は「時間が足りなかった」・「適当だった」がそれぞれ 50.0％であった。 

本試験はスコア制ということもあり、講座内容の範囲外からも出題されたことから「時間が足りなかった」・

「非常に時間が足りなかった」という声が出たと推測される。 

◎全体では、「適当だった」が 50.0％、「時間が足りなかった」が 35.0％と続いた。 

■ 講座の開催時期について 

開催時期については、従事している業種・職種にもよると思われるが、岡山に「未回答」と高知に「不適

切であった」がそれぞれ一人いた限り、他の受講者（福岡では全員）は適切であるとの回答であった。 

開催曜日については、平日を望む方が岡山と高知でそれぞれ一人おり、他の受講者（福岡では全員）

は適切であるとの回答であった。 

講座の開催時期としては特に悪くなかったと考えられる。 

◎全体では、開催時期は「適切であった」が 90.0％、開催曜日は「適切であった」が 85.0％であった。 

■ 講座時間について 

岡山では「ちょうど良かった」が 42.9％、「長かった」が 28.6％、「短かった」・「未回答」14.3％であった。 

高知では全員が「ちょうど良かった」との回答であった。 

福岡では「ちょうど良かった」が 75.0％、「長かった」・短かった」が 12.5％であった。 

長いという方からは４時間と３時間以下、短いという方からは２日間（12 時間）程度の要望の声を聞くこと

ができた。 

◎全体では、「ちょうど良かった」が 70.0％、「長かった」が 15％、「短かった」が 10％であった。 

■ 講座会場について 

会場については、アクセスによる意見が出てはいたが、会場へは色々な地域から参加するため、仕方

がないと考える。 

会場としても適切であると考える。 

◎全体では、「適切であった」が 85.0％であった。 

■ 社会人学び直しの取り組みについて 

岡山は「必要と思う」が 71.4％、「あまり必要と思わない」・「未回答」がそれぞれ 14.3％であった。 

高知は「すごく必要と思う」が 60.0％、「必要と思う」が 40.0％であった。 

福岡は「必要と思う」が 62.5％、「すごく必要と思う」が 37.5％であった。 

どの地域でも「必要と思う」という回答であった。 

但し、岡山は学生も受講していることもあり、社会人という経験もないことから「未回答」という声が出てき

た推測される。 



 

48 

◎全体では、「必要と思う」が 60.0％、「すごく必要と思う」が 30.0％であった。 

■ 本講座が仕事面とキャリア面に活かせるかについて 

【仕事面】 

岡山は「多分仕事に活かせる」が 42.9％、「わからない」が 28.6％、「仕事に活かせる」・「未回答」が

14.3％であった。 

高知は「多分仕事に活かせる」が 80.0％、「仕事に活かせる」が 20.0％であった。 

福岡は「仕事に活かせる」が 75.0％、「多分仕事に活かせる」が 25.0％であった。 

地域により、講座内容と仕事の関連性が見えた回答であった。受講者の属性も異なる岡山では、建築

分野でない受講者からの声として「わからない」・「未回答」が出てきた。 

◎全体では、「多分仕事に活かせる」が 45.0％、「仕事に活かせる」が 40.0％であった。 

【キャリア面】 

岡山は「わからない」・「未回答」がそれぞれ 42.9％、「キャリアに活かせる」が 14.3％であった。 

高知は「多分キャリアに活かせる」が 80.0％、「キャリアに活かせる」が 20.0％であった。 

福岡は「多分キャリアに活かせる」・「わからない」がそれぞれ 37.5％、「キャリアに活かせる」が 25.0％で

あった。 

環境・エネルギー分野の知識が仕事に必要と感じているものの、実務にすぐに役立つ内容でもないた

め、このような回答であったと推測する。 

◎全体では、「多分キャリアに活かせる」が 35.0％、「わからない」が 30.0％、「キャリアに活かせる」が

20.0％であった。 

■ 今後の参加について 

岡山は「都合が合えば参加する」が 57.1％、「わからない」が 42.9％であった。 

高知は「都合が合えば参加する」が 80.0％、「是非参加する」が 20.0％であった。 

福岡は「都合が合えば参加する」が 62.5％、「是非参加する」が 37.5％であった。 

社会人は仕事の状況によって受講が難しいと思われるが、少なくとも本講座の受講者の多くは次に本

講座と同じような内容・レベルであれば受講を考慮するといったものである。 

◎全体では、「都合が合えば参加する」が 65.0％、「是非参加する」が 20.0％であった。 
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実証講座「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座」アンケート調査結果 

（ｎ＝受講者数） 

以下、高知と福岡の受講者アンケートをまとめたものである。 

複数回答の場合は、項目毎に捉えて参照ください。 

■ 業種と職種 

設計に携わる業種の割合は、高知が 28.6％、福岡が 62.5％であった。 

また、職種については、高知が 42.9％、福岡が 56.3％であった。 

◎全体で設計に携わる方は 52.2％ 

■ 受講者の会社規模 

高知は「29 人以下」が 42.9％、「30～99 人」が 28.6％であり、福岡は「29 人以下」が 62.5％、「30～99

人」と「100～299 人」がそれぞれ 12.5％であった。 

どちらも会社の規模的には、第一位が「29 人以下」、第二位が「30～99 人」となっている。 

◎全体で「29 人以下」は 56.5％、「30～90 人」は 17.4％。 

■ 受講者の年令層 

高知は「30 代」と「40 代」がそれぞれ 42.9％であった。 

福岡は「30 代」が 50％、次に「50 代」が 31.3％と続いた。 

高知と福岡ともに、「30 代」の受講者が多かった。 

◎全体で「30 代」は 47.8％、「50 代」は 26.1％。 

■ 資格の有無 

受講者の有資格者の割合は、高知は 42.9％、福岡は 81.3％であった。 

「一級建築士」を見ると、高知は 28.6％、福岡は 50％であった。 

その他の資格を見ると、高知は建築分野にあまり従事していない方の参加もあった。反面、福岡は建

築分野に従事した方々の参加であった。 

高知は土佐経済同友会を中心として、建築士会をはじめ講座案内を行い、福岡は建築士会を中心に

講座案内をしたことがこの結果となったと思われる。 

これは講座情報取得先からもあらわれており、高知は「会社から」が 42.9％、「土佐経済同友会」からが

14.3％、「建築士関係から」は 28.6％となっており、福岡は、「建築士関係から」が 81.3％という調査結

果からもその傾向はみられる。 

◎全体では 69.6％が有資格者で、その中で「一級建築士」は 43.5％、「二級建築士」・「施工管理」・

「宅建」がそれぞれ 13.0％。 

◎全体での講座取得情報先は、「建築士関係から」が 65.2％、「自社から」が 17.4％。 
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■ 講座の受講理由 

高知と福岡ともに、講座の受講理由の第一位は「興味・関心があったから」で 57.1％と 50％（福岡は「将

来必要と思ったから」も 50％）であった。 

次に来たのが、高知は「現在業務で必要だから」42.9％、福岡は「現在業務で必要だから」と「CPD の

単位取得ができるから」がともに 25％であった。 

◎全体で「興味・関心があったから」が 52.2％、「将来必要と思ったから」が 43.5％、「現在業務で必要

だから」が 30.4％、「CPD の単位取得ができるから」が 17.4％であった。 

■ CPD 認定講座についての意識 

講座の受講理由から導き出すと、高知は CPD 認定講座という意識は低いようである。 

アンケート調査結果からも福岡は 25％であったが、高知は０％であった。 

地域によって CPD 認定講座の意識が違うことが垣間見えた。 

◎全体で「CPD の単位取得ができるから」が 17.4％といった結果から、地域による捉え方が違うのが見

える。 

■ 講座内容について 

高知は「すごく満足した」と「満足した」で 71.5％、福岡は「すごく満足した」と「満足した」で 100％であっ

た。 

受講者が建築従事者寄りとそうでない差が微妙に出たと思われるが、講座の内容自体は良いと判断で

きる。 

◎全体で「満足した」が 56.5％、「すごく満足した」が 34.8％であった。 

■ 講座内容の理解度について 

高知は「すごく理解できた」と「理解できた」で 71.4％、福岡は「すごく理解できた」と「理解できた」で

81.3％であった。 

これも受講者の属性によるものの差と思われるが、建築従事者でなくても興味がある方にとっては理解

できる内容であると判断できる。 

◎全体では、「理解できた」が 87.5％、「少し理解できた」が 31.3％、「すごく理解できた」が 17.4％で

あった。 

「少し理解できた」の回答としては、建築従事者ではないということと、省エネの勉強を始めた方か

らの意見である。 

■ 講師の教え方について 

高知は「すごく分かり易かった」と「分かり易かった」で 85.7％、福岡は「すごく分かり易かった」と「分かり

易かった」で 93.8％であった。 

講師の話し方や進行については、受講者にとっても講座内容を理解できるものと判断できる。 

但し、少数意見ではあるが、進行が速いという声も出た。講座内容から４時間では少し無理があったと

も受け取れる為、今後の課題となる。 
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◎全体では、「すごく分かり易かった」が 47.8％、「分かり易かった」43.5％で、91.3％から分かり易かっ

たとの回答が得られた。 

■ テキストの内容について 

高知は「すごく分かり易かった」と「分かり易かった」で 85.7％、福岡は「すごく分かり易かった」と「分かり

易かった」で 81.3％であった。 

講師の意向から、小さすぎるなど見えない字が無いことを考えて作成した結果と思われる。 

高知では、３部ほど予備があったが、受講者が持って帰っていかれた。運営側としては嬉しい限りで

あった。 

◎全体では、「分かり易かった」が 43.5％、「すごく分かり易かった」が 34.8％で、78.3％から分かり易

かったとの回答を得られた。 

■ 講義と演習（ワークショップ）のバランスについて 

高知と福岡ともに「すごく良かった」と「良かった」が 100％で受講者全員が満足した配分で合った。 

◎全体も同様。 

■ 講座の開催時期と時間について 

開催時期については、従事している業種にもよると思われるが、高知に５～６月を望む方が一人いた限

り、他の受講者は適切であるとの回答であった。 

開催曜日については、平日を望む方が一人、日曜日を望む方が一人であり、他の受講者は適切であ

るとの回答であった。 

講座の開催時期としては特に悪くなかったと考えられる。 

開催時間については、高知では「ちょうど良かった」が 85.7％、福岡では「ちょうど良かった」が 81.3％で

あった。 

短いという方がいたが、講座内容からするともう少し長くても良かったと考えられる。 

講座内容と時間配分の精査が必要と思われる。 

◎全体では、時期は 95.7％、曜日は 91.3％、時間は 82.6％から適切であったとの回答が得られた。 

13.0％からは短いとの回答があったため、講座内容の講義と演習（ワークショップ）のバランスの精

査は必要と思われる。 

■ 講座会場について 

会場については、アクセスによる意見が出てはいたが、会場へは色々な地域から参加するため、仕方

がないと考える。 

会場としても適切であると考える。 

◎全体では、87.0％から適切であったととの回答が得られた。 

■ 社会人学び直しの取り組みについて 

高知と福岡ともに「すごく必要と思う」と「必要と思う」に受講者全員から回答を得られた。 

魅力ある講座の開発が求められているとの声と判断できる。 
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◎全体では、「すごく必要と思う」が52.2％、「必要と思う」が47.8％と受講者全員から必要との回答が得

られた。 

■ 本講座が仕事面とキャリア面に活かせるかについて 

仕事面については高知と福岡ともに、「仕事に活かせる」と「多分仕事に活かせる」に全員が回答した。 

キャリア面については高知が「仕事に活かせる」と「多分仕事に活かせる」に 85.7％、福岡が「仕事に活

かせる」と「多分仕事に活かせる」に 87.6％の回答であった。 

◎全体では、仕事面においては「仕事に活かせる」が 91.3％、「多分仕事に活かせる」が 8.7％で受講

者全員から仕事に活かせるとの回答が得られた。 

一方、キャリア面においては「多分キャリアに活かせる」が 47.8％、「キャリアに活かせる」が 39.1％

と受講者の 86.9％からキャリアに活かせるとの回答が得られた。 

■ 今後の参加について 

高知は「是非参加する」14.3％、「都合が合えば参加する」85.7％であった。 

福岡は「是非参加する」43.8％、「都合が合えば参加する」56.3％であった。 

社会人は仕事の状況によって受講が難しいと思われるが、少なくとも本講座の受講者からの回答は、

全員が次に本講座と同じような内容・レベルであれば受講を考慮するといったものである。 

◎全体では、「都合が合えば参加する」が 65.2％、「是非参加する」が 34.8％と受講者全員から参加す

るとの回答が得られた。 
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第４章 実証講座の実施概要 

 

１．経緯と背景 

日本再興戦略の中で国土交通省の「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策について

のとりまとめでは、新築住宅・建築物について最新の省エネ基準への適合義務化を段階的に取り入れ

る方向で進めている。 

そこで平成28年度は、義務化される「エネルギー使用の合理化に関する建築主事等及び特定建築

物の所有者の判断基準（通称：省エネ基準）」に向けて新たな環境基準としての建築物の需要と供給

の動きが伺えることから、社会人の属性（職種・勤続・年齢・有資格等）との関連性を相対評価し、アウト

カムの透明性（この科目を受講して○○点取れれば～がわかる、できる）を評価していく技術者レベル

の向上を図るスコア制を導入した講座「住環境エネルギー講座」と、主に設計者向けの「新省エネル

ギー・住宅省エネルギー技術者講座」を開発した。 

開発する講座は、第三者機関の質的保証として日本建築士連合会ＣＰＤ認定講座の承認を得るとと

もに、建築関連産業の従事者に対し、キャリアアップ（社会人の学び直し）を図る。 

また、見識を深めるとともに、自分に合ったペースで向上を図れる受講し易い講座を開発し、新技術

にも対応できる人材養成を目指す。 

 

＜住環境エネルギー講座～設備編～＞ 

専門領域でより高度な学ぶべき必要な知識類の「計画・設備・施工・評価等」の４つに分け、環境・エ

ネルギー分野という広範囲になってしまいがちなものを、一つひとつの項目毎に区分けすることによっ

て、プログラム自体をカスタマイズし、より受講し易い講座とすることで、社会人として最も重要な実務に

役立つ内容となる。 

広範囲な内容にはならないため、多忙な社会人にとって受講時間が配慮された講座となり、自身が

学びたい講座を選定できる学び易い講座とする。 

また、新たに、第三者評価からの声を反映した実務に直結できるより実践的な講座として、ワーク

ショップを取り入れた認定講座の教育プログラムの開発と普及を目指す。 

本年度開発する講座は、平成28年度開発した教育プログラムを、より一層建築分野の専門領域別に

中核的Levelをアップさせたプログラムとした。 

 

■注目すべき点 

① 建築士会ＣＰＤの承認を得た認定講座 

② 『計画編』、『設備編』、『施工編』、『評価編』と４つに分けて受講のし易さの追求と各種深度を深め

た講座（実証講座は『設備編』を実施） 

③ ワークショップの導入により、より一層実践的な講座 等 
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＜新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～＞ 

これまで「設計技術者向け（平成28年度）」と「施工技術者向け（平成27年度）」の２つの講座を開発し

た。 

開発した講座は、それぞれの職種に応じた内容であったため、本年度は、受講者数を増加させること

が課題として掲げられている。 

そこで、職種の幅を広げ、設計・施工に関わらず、義務化される「エネルギー使用の合理化に関する

建築主事等及び特定建築物の所有者の判断基準（通称：省エネ基準）」の要点を学べるより一層受講

し易い講座の開発を行った。 

これまで同様に、実務に直結できるものとしてＣＡＤ計算ソフトの企業事例や演習、ワークショップを

取り入れ、充実を図ったプログラムとした。 

 

■注目すべき点 

① 建築士会ＣＰＤの承認を得た認定講座 

② 『設計者』と『施工業者』両方の方が受講できる受講し易い講座の追求 等 
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２－１ 「住環境エネルギー講座～設備～」 シラバス 

分野 環境・エネルギー分野 シラバス（概要） 

係 建築系 現在、我が国では住環境に配慮した建築物への関心が高まって

きています。 

しかしその反面、住宅・建築分野はわが国のエネルギー消費の

約３割を占め、核家族化による世帯数の増加、世帯床面積の増

加、家電の充実、ライフスタイルの変化で、エネルギー消費は増

えています。 

このような社会背景の中、建築業界にとって住環境エネルギー

の省力化の工法や施工技術等は必要不可欠なスキルとなって

きています。 

その中で、国としても「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」

の推進方策の中間報告では、平成 32 年までに新築住宅の省エ

ネルギー基準への 100％適合化を目指して普及に取り組んでい

ます。 

本講座は、ＣＰＤ認定講座として「住環境エネルギー講座(総論・

ライフスタイル・計画・設備・施工・評価)」（プログラムＩＤ：

00173459・00179960・00179962）の幅広い領域の中の「設備」部

分をさらに充実させた内容であり、現在のライフスタイルにおい

て、環境性能・省エネルギー性能の高い住宅の提供に伴う住宅

省エネルギー化に対する基本的な知識をはじめ、省エネ住宅関

連設備・機器・性能、再生可能エネルギー関連、制度、基準など

に関する知識や留意点を建築設備の観点から習得し、現在の

社会背景に適合する住環境エネルギーにおける建築設備の中

核的な人材を養成することを目指します。 

年度 平成 29 年度 

対象 社会人 

前提職種 建築関連業務従事者 

教科名 住環境エネルギー講座 

科目名 設備編 

単位 CPD４単位 

履修時間 ４ｈ 

回数 1 

必修・選択 必修 

省庁分類 文部科学省 

授業形態 講義/ワークショップ 評価方法 

作成者 依田浩敏（近畿大学教授)
確認テスト及びワークショップでの作業、発表内容にて講座内容

の理解度を評価する。 
教科書 オリジナルテキスト 
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２－２ 「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」 シラバス 

系 環境・エネルギー分野 シラバス（概要） 

科 建築系 
昨今、地球規模での環境負荷低減の取り組みが行われていま

す。国土交通省の「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の

推進方策についての中間とりまとめでは、２０２０年までに全て

の新築住宅・建築物について最新の省エネ基準への適合義務

化を目標としていますが、現段階においては正しい省エネ知識

と施工技術を有する技術者不足により現場対応が難しく、建設

業界全体として省エネの知識、省エネ施工技術の普及が急務と

なっています。 

本講座では、最新の省エネルギー化の設計手法・施工技術をは

じめ、計画上、施工上の留意点、暮らし方、リフォーム等省エネ

ルギーに配慮した知識を習得し、建築分野における環境・エネ

ルギー分野の中核的専門人材を養成することを目指します。建

築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律が平成２８年

度より施工されました。今後、建築物の省エネ対策が建築業界

の重要課題のひとつになる事は間違いありません。設計手法と

して、今年４月、新たに導入された最新の判定手法である「簡易

計算ルート」について解説します。計算が難しいために普及が進

まない原因と考えられている「詳細計算ルート」、また、比較的簡

単に判定できる反面、精度の高い省エネ評価ができない「仕様

ルート」、双方の問題解決につながる新たな判定方法として注目

されています。また、現場における省エネ施工上の重要なポイン

トもわかりやすく解説します。 

年度 平成 29 年度 

学年 社会人 

期 建築関連業務従事者 

教科名 

新省エネ基準・住宅省エネ

ルギー技術者講座 

～設計・施工技術要論～ 

単位 CPD ４単位 

履修時間 ４ｈ 

回数 1 

必修・選択 必修 

省庁分類 文部科学省 

授業形態 講義/ワークショップ 評価方法 

作成者 
加藤陽介 

（株式会社楓設計室 代表取締役） 

演習課題及び、ワークショップでの省エネ化手法の発表内容に

て講座内容の理解度を評価する 

教科書 オリジナルテキスト 
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３．実証講座実施先 

【講座実施一覧表】 

 講座名 対象者・地域 受講者数 実施先・実施日 

１ 
住環境エネルギー講座 
【東京地域版】 

建築分野従事者 
東京 

７名 
専門学校中央工学校 

平成 29 年 11 月 18 日（土）

２ 
住環境エネルギー講座 
【愛知地域版】 

建築分野従事者 
名古屋 

９名 
東海工業専門学校金山校 

平成 29 年 10 月 28 日（土）

３ 
住環境エネルギー講座 
【大阪地域版】 

建築分野従事者 
大阪 

８名 
修成建設専門学校 

平成 29 年 10 月 29 日（日）

４ 

新省エネ基準・住宅省エ

ネルギー技術者講座～設

計・施工技術要論～ 
【東京地域版】 

建築分野従事者 
東京 

27 名 
専門学校中央工学校 

平成 29 年 11 月 25 日（土）

５ 

新省エネ基準・住宅省エ

ネルギー技術者講座～設

計・施工技術要論～ 
【愛知地域版】 

建築分野従事者 
名古屋 

17 名 
東海工業専門学校金山校 

平成 29 年 11 月 11 日（土）

６ 

新省エネ基準・住宅省エ

ネルギー技術者講座～設

計・施工技術要論～ 
【大阪地域版】 

建築分野従事者 
大阪 

７名 
修成建設専門学校 

平成 29 年 12 月 10 日（日）
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■住環境エネルギー講座 

＜建築士会 CPD 承認連絡＞ 

① 【東 京】 

ＣＰＤ情報システムプログラム申請が承認されました。 

以下の通りＣＰＤ情報システムへ申請されたプログラム情報が更新されました。 

------------------------------------------------------------------- 

認可年月日：2017 年７月 20 日 

プロバイダーＩＤ：20001824 

プロバイダー名称：学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 

プログラムＩＤ：00208813 

プログラム名称：住環境エネルギー講座～設備編～ 

処理状態：承認 

------------------------------------------------------------------- 

② 【愛 知】 

ＣＰＤ情報システムプログラム申請が承認されました。 

以下の通りＣＰＤ情報システムへ申請されたプログラム情報が更新されました。 

------------------------------------------------------------------- 

認可年月日：2017 年９月７日 

プロバイダーＩＤ：20001824 

プロバイダー名称：学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 

プログラムＩＤ：00214503 

プログラム名称：住環境エネルギー講座～設備編～ 

処理状態：承認 

------------------------------------------------------------------- 

③ 【大阪】 

ＣＰＤ情報システムプログラム申請が承認されました。 

以下の通りＣＰＤ情報システムへ申請されたプログラム情報が更新されました 

------------------------------------------------------------------- 

認可年月日：2017 年９月７日 

プロバイダーＩＤ：20001824 

プロバイダー名称：学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 

プログラムＩＤ：00214501 

プログラム名称：住環境エネルギー講座～設備編～ 

処理状態：承認 

-------------------------------------------------------------------  
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■新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～ 

＜建築士会 CPD 承認連絡＞ 

④ 【愛 知】 

ＣＰＤ情報システムプログラム申請が承認されました。 

以下の通りＣＰＤ情報システムへ申請されたプログラム情報が更新されました。 

------------------------------------------------------------------- 

認可年月日：2017 年７月 20 日 

プロバイダーＩＤ：20001824 

プロバイダー名称：学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 

プログラムＩＤ：00208817 

プログラム名称：新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～ 

処理状態：承認 

------------------------------------------------------------------- 

⑤ 【大 阪】 

ＣＰＤ情報システムプログラム申請が承認されました。 

以下の通りＣＰＤ情報システムへ申請されたプログラム情報が更新されました。 

------------------------------------------------------------------- 

認可年月日：2017 年９月７日 

プロバイダーＩＤ：20001824 

プロバイダー名称：学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 

プログラムＩＤ：00214475 

プログラム名称：新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～ 

処理状態：承認 

------------------------------------------------------------------- 

⑥ 【東 京】ＣＰＤ情報システムプログラム申請が承認されました。 

以下の通りＣＰＤ情報システムへ申請されたプログラム情報が更新されました。 

------------------------------------------------------------------- 

認可年月日：2017 年９月７日 

プロバイダーＩＤ：20001824 

プロバイダー名称：学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 

プログラムＩＤ：00214472 

プログラム名称：新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～ 

処理状態：承認 

------------------------------------------------------------------- 
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〔建築士会 CPD 認定プログラム一覧より〕 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔エコピープル支援協議会 HP 講座案内〕 
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〔その他：建築士会 CPD 認定講座の登録〕 

＜建築士会 CPD 承認連絡＞ 

⑦ ＣＰＤ情報システムプログラム申請が承認されました。 

以下の通りＣＰＤ情報システムへ申請されたプログラム情報が更新されました 

------------------------------------------------------------------- 

認可年月日：2017 年７月 20 日 

プロバイダーＩＤ：20001824 

プロバイダー名称：学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 

プログラムＩＤ：00208814 

プログラム名称：住環境エネルギー講座～計画編～ 

処理状態：承認 

------------------------------------------------------------------- 

⑧ ＣＰＤ情報システムプログラム申請が承認されました。 

以下の通りＣＰＤ情報システムへ申請されたプログラム情報が更新されました 

------------------------------------------------------------------- 

認可年月日：2017 年７月 20 日 

プロバイダーＩＤ：20001824 

プロバイダー名称：学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 

プログラムＩＤ：00208815 

プログラム名称：住環境エネルギー講座～施工編～ 

処理状態：承認 

------------------------------------------------------------------- 

⑨ ＣＰＤ情報システムプログラム申請が承認されました。 

以下の通りＣＰＤ情報システムへ申請されたプログラム情報が更新されました 

------------------------------------------------------------------- 

認可年月日：2017 年７月 20 日 

プロバイダーＩＤ：20001824 

プロバイダー名称：学校法人小山学園専門学校東京テクニカルカレッジ 

プログラムＩＤ：00208816 

プログラム名称：住環境エネルギー講座～評価編～ 

処理状態：承認 

------------------------------------------------------------------- 
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２．授業シート、授業カルテ、授業カルテ解

答・解説 

＜受講～修了証書発行までの流れ＞ 

１．シラバス・コマシラバス     

 

 

３．演習課題・ワークショップ 
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４．修了証書 

 

 

 

 

 

 

  

【大阪】 

【愛知】 

【東京】 
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第５章 実証講座実施結果 
 
 
 



 
 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

住環境エネルギー講座 
～設備編～ 

 
 
 
 



 
 

■住環境エネルギー講座～設備編～（東京・愛知・大阪） 
シラバス・コマシラバス作成 
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分野

系

年度

対象

前提職種

教科名

科目名

単位

履修時間

回数

必修・選択

省庁分類

授業形態

作成者

教科書

60分/コマ コマのテーマ 内容 教材・教具

1_ 1 シラバスとの関係 建築設備分野の基本事項

1_ 2 コマ主題
家庭のエネルギー消費実態等の現状を理解するとともに、住宅の省エネルギー基準と、
省エネルギー型機器普及に向けた制度について学習する。

1_ 3 コマ主題細目

①【設備】分野の講座で学習する項目
②日本のエネルギー情勢・家庭のエネルギー消費
③日本における省エネルギー対策
④建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律
⑤住宅の省エネルギー基準（一次エネルギー消費量、省エネ計算の手法）
⑥確認テスト【解答・解説含む、10分】

1_ 4 コマ主題細目深度
省エネルギー性能の高い住宅の設計を行うために、住宅の省エネルギー基準や省エネ
ルギー型機器普及に向けた制度があることを理解する。

1_ 5 次コマとの関係
家庭のエネルギー消費実態等の現状を理解したうえで、住宅関連機器の学習につなげ
る。

2_ 1 シラバスとの関係 建築設備分野の基本事項

2_ 2 コマ主題
省エネルギー性能の高い住宅を目指すために、住宅関連の機器の基礎について学習す
る。

2_ 3 コマ主題細目

①住宅関連の機器に関する情報源
②住宅関連の機器（給湯器）
③住宅関連の機器（暖冷房機器）
④住宅関連の機器（照明機器）
⑤住宅関連の機器（その他機器）
⑥省エネルギー型機器普及に向けた制度
⑦確認テスト【解答・解説含む、10分】

2_ 4 コマ主題細目深度
省エネルギー性能の高い住宅の設計を行うために、住宅関連の機器の基礎を学び、省エ
ネルギー型機器について理解する。

2_ 5 次コマとの関係
住宅関連機器の基本的事項を理解したうえで、再生可能エネルギー利用の学習につな
げる。

3_ 1 シラバスとの関係 建築設備分野の基本事項

3_ 2 コマ主題
省エネルギー性能の高い住宅を目指すために、導入選択肢のひとつである再生可能エネ
ルギー利用設備について学習する。

3_ 3 コマ主題細目

①再生可能エネルギーの定義
②再生可能エネルギー関連の法律・制度
③太陽光発電
④太陽熱利用給湯・暖房
⑤地中熱利用ヒートポンプ
⑥確認テスト【解答・解説含む、10分】

3_ 4 コマ主題細目深度
再生可能エネルギー利用設備を導入することにより、家庭のエネルギー消費量を削減す
ることの重要性を理解する。

3_ 5 次コマとの関係 －

4_ 1 シラバスとの関係 建築設備分野の基本事項

4_ 2 コマ主題 1～3で学習した内容について、ワークショップで考え、発表する。

4_ 3 コマ主題細目

①グループ分け
②自己紹介
③1～3で学習した内容に関連した課題ついて、グループに分かれてワークショップ
④グループごとに発表
⑤講評

4_ 4 コマ主題細目深度 ワークショップにより、学習した内容の理解度を確認する。

4_ 5 次コマとの関係 －

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン

コマシラバス

項目

1
総論

基準・制度

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン

2 住宅関連の機器

オリジナル
テキスト、
省エネ性
能カタロ

グ、確認テ
スト、PC、
プロジェク
ター、スク

リーン

4 ワークショップ

オリジナル
テキスト、
課題、PC、
プロジェク
ター、スク
リーン、模
造紙、付箋
紙、サイン
ペン

3 再生可能エネルギー利用

文部科学省

講義/ワークショップ 評価方法

依田浩敏（近畿大学教授) 確認テスト及びワークショップでの作業、発表内容にて講座内容の理解度を評価する。

オリジナルテキスト

住環境エネルギー講座

設備編

CPD４単位

４ｈ

1

必修

環境・エネルギー分野 シラバス（概要）

建築系 現在、我が国では住環境に配慮した建築物への関心が高まってきています。
しかしその反面、住宅・建築分野はわが国のエネルギー消費の約３割を占め、核家族化による世帯数の増加、世帯床面積の増加、家電の
充実、ライフスタイルの変化で、エネルギー消費は増えています。
このような社会背景の中、建築業界にとって住環境エネルギーの省力化の工法や施工技術等は必要不可欠なスキルとなってきています。
その中で、国としても「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策の中間報告では、平成32年までに新築住宅の省エネルギー基
準への100％適合化を目指して普及に取り組んでいます。
本講座は、ＣＰＤ認定講座として「住環境エネルギー講座(総論・ライフスタイル・計画・設備・施工・評価)」（プログラムＩＤ：00173459・
00179960・00179962）の幅広い領域の中の「設備」部分をさらに充実させた内容であり、現在のライフスタイルにおいて、環境性能・省エネ
ルギー性能の高い住宅の提供に伴う住宅省エネルギー化に対する基本的な知識をはじめ、省エネ住宅関連設備・機器・性能、再生可能エ
ネルギー関連、制度、基準などに関する知識や留意点を建築設備の観点から習得し、現在の社会背景に適合する住環境エネルギーにおけ
る建築設備の中核的な人材を養成することを目指します。

平成29年度

社会人

建築関連業務従事者



 
 

 

 

 

 

 

 

 

住環境エネルギー講座 
～設備編～ 

 
【東京地域】 
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■ 講師プロフィール 

  依田  浩敏  

◆ 資格等 一級建築士 

◆ 所 属 近畿大学  産業理工学部  建築・デザイン学科  
教授  

◆ 主な活動内容  都市熱環境や省エネルギーなどの研究を通して、環境に配慮した

たてものづくり・まちづくりを実践されている。建築学、建築環

境・設備に関する論文、講師、講演多数。 

 

< 講 座 風 景 > 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■当日の講座スケジュール 

 ◆ 実施日：平成 29 年 11 月 18 日（土） 13：30～18：00 

 ◆場 所：専門学校中央工学校  

時 間 講 座 内 容 等 

１２：３０～ 受付開始 

１３：３０～１４：３０ 総論／基準・制度 

１４：３０～１４：４０ 休 憩 

１４：４０～１５：４０ 住宅関連の機器 

１５：４０～１５：５０ 休 憩 

１５：５０～１６：５０ 再生可能エネルギー利用・演習 

１６：５０～１７：００ 休 憩 

１７：００～１８：００ ワークショップ 

１８：００～ アンケート協力・退出 
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■ アンケート調査と集計・分析 

「受講アンケート」質問票 
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「受講アンケート」集計・分析 

 

１．業種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

建築業（戸建て） 0 0.0% 土木関連 0 0.0% 

建設業（ビル・施設） 1 14.3% 不動産業 1 14.3% 

設計 1 14.3% コンサル 0 0.0% 

設備関連業 

（電気・ガス・熱供給・水道業） 
0 0.0% その他 4 57.1% 

◇ その他：講師、教員 

 
◆  業種が①その他（講師、教員）：57.1％、②建設（ビル・施設）・設計・不動産：各 14.3％。  
 
  

1 1 1

0 0 0 0
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築
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連
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２．職種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合

管理職 1 14.3% 現場監督職 1 14.3%

営業職 0 0.0% 技術・研究職 0 0.0% 

事務職 1 14.3% その他 4 57.1%

設計職 1 14.3%

◇ その他：教育  

 
◆  ①その他（教育）：57.1％、②管理職・事務職・設計職・現場監督職：各14.3％の結

果であった。  

 

 

 

３．従業員数 

 

項  目 回答数 割合 

29 人以下 4 57.1% 

30～99 人 0 0.0% 

100～299 人 2 28.6% 

300～999 人 1 14.3% 

1,000 人以上 0 0.0% 

 

 

 

 

◆  ①29 人以下：57.1％、②100～299 人：28.6％の結果であった。  

29人以下

4

57.1%

100～
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2
28.6%
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1
14.3%

1 1 1 1
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４．年令 

 

項  目 回答数 割合 

20 代未満 0 0.0% 

20 代 0 0.0% 

30 代 1 14.3% 

40 代 2 28.6% 

50 代 3 42.9% 

60 代以上 1 14.3% 

 

 

 

◆  ①50 代：42.9％、②40 代：28.6％の結果であった。  

 

 

 

 

５．資格の有無 

 

項  目 回答数 割合 

持っている 6 85.7% 

持っていない 1 14.3% 

◇ 持っている：一級建築士 4 

エネルギー管理士 1 

 eco検定 1 

 二級建築士 2 

 設備士 1 

 消防設備士 2 

 

◆  持っている：85.7％（①一級建築士：57.1％、②二級建築士・消防設備士：28.6％の

順）の結果であった。  
 

 

 

 

 

  

持っている

6

85.7%

持っていない

1

14.3%

50代

3

42.9%

40代

2

28.6%

30代

1

14.3%

60代以上

1

14.3%
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６．本講座をどのようにして知ったか 

 

項  目 回答数 割合 

建築士関係から 0 0.0% 

学校から 6 85.7% 

会社から 0 0.0% 

エコピープル支援協議会から 1 14.3% 

知人から 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

 

７．受講理由 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合

興味・関心があったから 6 85.7% ＣＰＤの単位取得ができるから 0 0.0% 

現在業務で必要だから 2 28.6% なんとなく 0 0.0% 

将来必要と思ったから 3 42.9% その他 0 0.0% 

◇ 「なんとなく」の内容：ボケ防止等  

 
◆  ①興味・関心があったから：85.7％、②将来必要と思ったから：42.9％の結果であっ

た。  
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８．講座内容について 

 

項  目 回答数 割合 

すごく満足した 4 57.1% 

満足した 3 42.9% 

普 通 0 0.0% 

少しもの足りなかった 0 0.0% 

もの足りなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

◆  ①すごく満足した：57.1％、②満足した：42.9％の結果であった。  
 

 

 

 

９．講座の理解度 

 

項  目 回答数 割合 

すごく理解できた 2 28.6% 

理解できた 5 71.4% 

少し理解できた 0 0.0% 

全く理解できなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①理解できた：71.4％、②すごく理解できた：28.6％の結果であった。  
 

  

理解

できた

5
71.4%

すごく

理解

できた
2

28.6%

すごく

満足した

4
57.1%

満足した

3

42.9%
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１０．講師の教え方 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 2 28.6% 

分かり易かった 5 71.4% 

普 通 0 0.0% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆  ①分かり易かった：71.4％、②すごく分かり易かった：28.6％の結果であった。  
 

 

 

 

１１．テキストの内容 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 1 14.3% 

分かり易かった 4 57.1% 

普 通 2 28.6% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆  ①分かり易かった：57.1％、②普通：28.6％の結果であった。  

 

 

 

  

分かり

易かった

4
57.1%

普 通

2

28.6%

すごく
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易かった
1

14.3%
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71.4%

すごく
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１２．開催日時について 

 

Ａ．時期 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 7 100.0% 

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  開催時期は全員が適切であった。  

 

 

 

 Ｂ．曜日 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 7 100.0% 

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

  

適切で

あった

7
100.0%

適切で

あった

7
100.0%
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１３．講座の時間数 

 

項  目 回答数 割合 

長かった 0 0.0% 

ちょうど良かった 5 71.4% 

短かった 2 28.6% 

よくわからない 0 0.0% 

◇ 適切な時間数：6時間程度 2 

 

 

 

 

 

◆  実施時間は①ちょうど良かった：71.4％、②短かった：28.6％（②回答、全員６時間）

の結果であった。  
 

 

 

 

１４．講座の会場 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 7 100.0%

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

 

◆  全員が適切であった。  
 

  

適切で

あった

7
100.0%

ちょうど

良かった

5
71.4%

短かった

2

28.6%
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１５．本講座の必要性 

 

項  目 回答数 割合 

すごく必要と思う 3 42.9% 

必要と思う 4 57.1% 

あまり必要と思わない 0 0.0% 

わからない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①必要と思う：57.1％、②すごく必要と思う：42.9％の結果であった。  
 

 

１６．本講座は、今後の仕事やキャリアに活かせるか 

Ⓐ仕事面 

 

項  目 回答数 割合 

仕事に活かせる 4 57.1% 

多分仕事に活かせる 3 42.9% 

仕事に活かせない 0 0.0% 

わからない 0 0.0% 

 

 

 

 

◆ ①仕事に活かせる：57.1％、②多分仕事に活かせる：42.9％であった。 

 
Ⓑキャリア面 

 

項  目 回答数 割合 

キャリアに活かせる 2 28.6% 

多分キャリアに活かせる 2 28.6% 

キャリアに活かせない 0 0.0% 

わからない 3 42.9% 

 

 

 

◆ ①わからない：42.9％、②キャリアに活かせる：28.6％の結果であった。  
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28.6%
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28.6%
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3

42.9%
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3
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必要と思う

4

57.1%

すごく

必要と思う

3
42.9%
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１７．今後の講座への参加 

 

項  目 回答数 割合 

是非参加する 5 71.4% 

都合が合えば参加する 1 14.3% 

わからない 1 14.3% 

参加しない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①是非参加する：71.4％、②都合が合えば参加する・わからない：各14.3％の結果で

あった。  
 

 

 

 

１８．ご意見をお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

資料で文字が細かくて読みづらい箇所があったが、大変有意義な講座であった。 

 

 

 

 

１９．差し支え無ければ下記欄へのご記入をお願いいたします。 

 

  なし 

 

 

  

是非

参加する

5
71.4%
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14.3%

わから
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14.3%
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「住環境エネルギー講座～設備編～【東京】」アンケートまとめ 

１．業種と職種 

教育関係者の受講者が多かった。建築関係従事者の実務者の参加が少ないことから、

講座の認知度が低いことが分かる結果である。 

２．会社規模 

業種の特徴で設計事務所からの参加が多く、その企業規模は 29 人以下が多い。  

３．年令層 

40 代と 50 代の受講者が目立った結果である。  

４．資格の有無 

講座案内が建築士会関係ということがメインでもあったため、有資格者の受講比率が

高い。 

５．講座の受講理由  

興味・関心度から入り、将来にわたり必要となる内容を選んで受講していることが分

かる。実務に直結する講座の認知度としても、低いことが分かる結果である。 

６．CPD 認定講座についての意識  

今回の募集では、CPD 単位を求める受講者がいなかた。 

７．講座内容 

受講者全員に満足できる内容の講座開発ができた結果である。 

８．理解度 

受講者全員に理解できる内容の講座開発ができた結果である。 

９．講師の教え方 

受講者全員に分かり易いように丁寧に講師が教えていた結果である。 

10．テキスト内容 

ほとんどの受講者に分かり易い内容のテキスト開発ができた結果である。 

11．開催時期と時間  

開催時期とその時間配分については、平成 28 年度のアンケート結果をもとに改善した

が、演習とワークショップを取り入れたことで、時間が短いと感じた結果と思われる。 

12．講座会場  

講座会場が最寄りの駅から徒歩５分程度という結果である。 

13．社会人の学び直しの取組み 

受講者全員が、社会的に求められるものを学習・習得していかなければならないとい

う表れの結果である。 
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14．本講座が仕事面とキャリア面に活かせるか  

仕事面では、受講者が実務に直結する講座であったことが実感できた講座で結果であ

り、また、キャリア面においてはキャリアを積み上げることができる講座という結果で

ある。 

15．今後の参加 

講座内容（講師の教え方、テキスト、実施方法、開催時期、時間等）のバランスが良

かったことが分かった結果である。 

 

＜ まとめ ＞ 

日本建築士会連合会による CPD 認定講座の承認を得て、講座を実施した。建築士会

CPD 認定講座として発信し、協力校と建築士会関係等の協力を仰ぎ、受講者募集を行っ

たが、東京地域では、直接呼びかけるなど受講者集めを実施したが、厳しい状況の中で

受講者は伸びなかった。講座自体に実務に直結する内容としての認知度がまだまだ低い

結果でもあると推測できる。  

受講者の満足度の高いことは、アンケート結果からも分かるとおりであるが、継続し

ていくことにより講座の認知度を上げていくことが必要と考える。  

また、CPD 認定講座として承認を受けたことにより、プログラム ID が発行される。

日本建築士会連合会とのプロバイダー契約を行い、この発行されたプログラム ID を使用

すれば地域や企業・団体の縛りが無く、開催できる講座を開発することができた。  

しかしながら、本講座を汎用的に普及することにおいて、広く関係団体との連携を結

び、多くの関係者に対して実施していくことが課題として残っている。  
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■ 実証講座結果（履修判定試験ワークショップ（講師判定）及びカルテ点数（コマ毎の小テスト点数）） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※三回目のカルテは開発していたが、演習課題考察にかける時間が必要と講師判断の上、実施は

見送りとし、受講生に配布のみとした。 
※成果物には掲載。 
 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

住環境エネルギー講座 
～設備編～ 

 
【愛知地域】 
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■ 講師プロフィール 

  依田  浩敏  

◆ 資格等 一級建築士 

◆ 所 属 近畿大学  産業理工学部  建築・デザイン学科  
教授  

◆ 主な活動内容  都市熱環境や省エネルギーなどの研究を通して、環境に配慮した

たてものづくり・まちづくりを実践されている。建築学、建築環

境・設備に関する論文、講師、講演多数。 

 

< 講 座 風 景 > 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■当日の講座スケジュール 

 ◆ 実施日：平成 29 年 10 月 28 日（土） 13：30～18：00 

 ◆ 場 所：東海工業専門学校金山校  

時 間 講 座 内 容 等 

１２：３０～ 受付開始 

１３：３０～１４：３０ 総論／基準・制度 

１４：３０～１４：４０ 休 憩 

１４：４０～１５：４０ 住宅関連の機器 

１５：４０～１５：５０ 休 憩 

１５：５０～１６：５０ 再生可能エネルギー利用・演習 

１６：５０～１７：００ 休 憩 

１７：００～１８：００ ワークショップ 

１８：００～ アンケート協力・退出 
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■ アンケート調査と集計・分析 

「受講アンケート」質問票 
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「受講アンケート」集計・分析 

 

１．業種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

建築業（戸建て） 3 33.3 % 土木関連 0 0.0% 

建設業（ビル・施設） 0 0.0% 不動産業 0 0.0% 

設計 3 33.3% コンサル 1 11.1% 

設備関連業 

（電気・ガス・熱供給・水道業） 
0 0.0% その他 4 44.4% 

◇ その他：内装業、学生、教員  

 
◆  業種が①その他（内装業、学生、教員）：44.4％、②建築（戸建て）：33.3％との回答。  
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２．職種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合

管理職 4 44.4% 現場監督職 1 11.1%

営業職 0 0.0% 技術・研究職 0 0.0% 

事務職 0 0.0% その他 2 22.2%

設計職 5 55.6%

◇ その他：教員  

 
◆  職種では、①設計職：55.6％、②管理職：44.4％の結果であった。  
 
 

 

 

３．従業員数 

 

項  目 回答数 割合 

29 人以下 7 77.8% 

30～99 人 0 0.0% 

100～299 人 1 11.1% 

300～999 人 1 11.1% 

1,000 人以上 0 0.0% 

 

 

 

 

◆  ①29 人以下：77.8％、②100～299 人・300～999 人：各 11.1％の結果であった。
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４．年令 

 

項  目 回答数 割合 

20 代未満 0 0.0% 

20 代 2 22.2% 

30 代 0 0.0% 

40 代 1 11.1% 

50 代 2 22.2% 

60 代以上 4 44.4% 

 

 

 

◆  ①60 代以上：44.4％、②20 代・50 代：各 22.2％の結果であった。  
 

 

 

 

５．資格の有無 

 

項  目 回答数 割合 

持っている 7 77.8% 

持っていない 2 22.2% 

◇ 持っている：一級建築士 3 

インテリア設計士 1 

 インテリアプランナー 2 

 二級建築士 1 

 福祉環境コーディネーター２級 1 

 インテリアコーディネーター 1 

 宅地建物取引士 1 

 

◆  持っている：77.8％（①一級建築士：33.3％、②インテリアプランナー：22.2％の順）

の結果であった。  
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６．本講座をどのようにして知ったか 

 

項  目 回答数 割合 

建築士関係から 1 11.1% 

学校から 8 88.9% 

会社から 1 11.1% 

エコピープル支援協議会から 1 11.1% 

知人から 1 11.1% 

その他 1 11.1% 

 

 

 

 

 

 

 

７．受講理由 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合

興味・関心があったから 8 88.9% ＣＰＤの単位取得ができるから 2 22.2%

現在業務で必要だから 3 33.3% なんとなく 0 0.0% 

将来必要と思ったから 3 33.3% その他 0 0.0% 

 

◆  ①興味・関心があったから：88.9％、②現在業務で必要だから・将来必要と思ったか

ら：各33.3％の結果であった。  
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８．講座内容について 

 

項  目 回答数 割合 

すごく満足した 5 55.6% 

満足した 4 44.4% 

普 通 0 0.0% 

少しもの足りなかった 0 0.0% 

もの足りなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

◆  ①すごく満足した：55.6％、②満足した：44.4％の結果であった。  

 

 

 

 

９．講座の理解度 

 

項  目 回答数 割合 

すごく理解できた 5 55.6% 

理解できた 4 44.4% 

少し理解できた 0 0.0% 

全く理解できなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①すごく理解できた：55.6％、②理解できた：44.4％の結果であった。  
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１０．講師の教え方 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 4 44.4% 

分かり易かった 5 55.6% 

普 通 0 0.0% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆  ①分かり易かった：55.6％、②すごく分かり易かった：44.4％の結果であった。  
 

 

 

 

１１．テキストの内容 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 2 22.2% 

分かり易かった 7 77.8% 

普 通 0 0.0% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆  ①分かり易かった：77.8％、②すごく分かり易かった：22.2％の結果であった。  
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１２．開催日時について 

 

Ａ．時期 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 9 100.0% 

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  開催時期は全員が適切であった。  

 

 

 

 Ｂ．曜日 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 9 100.0% 

不適切であった 0 0.0% 
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１３．講座の時間数 

 

項  目 回答数 割合 

長かった 0 0.0% 

ちょうど良かった 9 100.0%

短かった 0 0.0% 

よくわからない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  時間も全員がちょうど良かったという結果であった。  
 

 

 

 

１４．講座の会場 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 9 100.0%

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

 

◆  全員が適切であった。  
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１５．本講座の必要性 

 

項  目 回答数 割合 

すごく必要と思う 6 66.7% 

必要と思う 3 33.3% 

あまり必要と思わない 0 0.0% 

わからない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①すごく必要と思う：66.7％・必要と思う：33.3％の結果であった。  
 

 

１６．本講座は、今後の仕事やキャリアに活かせるか 

Ⓐ仕事面 

 

項  目 回答数 割合 

仕事に活かせる 6 66.7% 

多分仕事に活かせる 3 33.3% 

仕事に活かせない 0 0.0% 

わからない 0 0.0% 

 

 

 

◆ ①仕事に活かせる：66.7％、②多分仕事に活かせる：33.3％の結果であった。 

 

Ⓑキャリア面 

 

項  目 回答数 割合 

キャリアに活かせる 3 33.3% 

多分キャリアに活かせる 4 44.4% 

キャリアに活かせない 0 0.0% 

わからない 2 22.2% 

 

 

 

◆ ①多分キャリアに活かせる：44.4％、②キャリアに活かせる：33.3％の結果であった。  

キャリアに

活かせる

3
33.3%

多分

キャリアに

活かせる
4

44.4%

わからない

2

22.2%

仕事に

活かせる

6
66.7%

多分

仕事に

活かせる
3

33.3%

すごく

必要と思う

6
66.7%

必要と思う

3

33.3%
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１７．今後の講座への参加 

 

項  目 回答数 割合 

是非参加する 7 77.8% 

都合が合えば参加する 2 22.2% 

わからない 0 0.0% 

参加しない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①是非参加する：77.8％、②都合が合えば参加する：22.2％の結果であった。  
 

 

 

 

１８．ご意見をお願いいたします。 

 

いろいろな建築分野の講座を期待します。 

たまたま学内のアナウンスで参加できて良かった。もっと告知が広く行われると良いと思う。 

本日は、貴重な講義をありがとうございました。 

 

 

 

 

１９．差し支え無ければ下記欄へのご記入をお願いいたします。 

 

  なし 

 

 

  

是非

参加する

7
77.8%

都合が

合えば

参加する
2

22.2%
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「住環境エネルギー講座～設備編～【愛知】」アンケートまとめ 

１．業種と職種 

実務に直結する講座としての認知度が低いため実務者より学生の受講が目立ってはい

たが、受講してみると実務に直結する内容ということが実務者に実感できている。 

２．会社規模 

業種の特徴で設計事務所からの参加が多く、その企業規模は 29 人以下が多い。  

３．年令層 

関心度としては、幅広い年齢層が対象となっていることが分かる。  

４．資格の有無 

講座案内が建築士会関係ということがメインでもあったため、有資格者の受講比率が

高い。 

５．講座の受講理由  

興味・関心度から入り、それが実務に直結する内容で将来にわたり、必要となる内容

の講座を選んで受講していることが分かる。 

６．CPD 認定講座についての意識  

CPD 認定講座としての意識は低いと捉えがちではあるが、本講座での結果が 22.2％と

いうことであり、全体を考えると 20％以上の方が CPD 認定講座を気にしているとの裏

返しでもある。改めて第三者の評価が必要であると認識できた結果である。 

７．講座内容 

受講者全員に満足できる内容の講座開発ができた結果である。 

８．理解度 

受講者全員に理解できる内容の講座開発ができた結果である。 

９．講師の教え方 

受講者全員に分かり易いように丁寧に講師が教えていた結果である。 

10．テキスト内容 

受講者全員に分かり易い内容のテキスト開発ができた結果である。 

11．開催時期と時間  

開催時期とその時間配分については、平成 28 年度のアンケート結果をもとに改善した

結果である。 

12．講座会場  

講座会場が最寄りの駅から徒歩５分以内という結果である。 

13．社会人の学び直しの取組み 

受講者全員が、社会的に求められるものを学習・習得していかなければならないとい
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う表れの結果である。 

14．本講座が仕事面とキャリア面に活かせるか  

仕事面では、受講者が実務に直結する内容であった実感できる講座であるとの結果で、

また、キャリア面においてもキャリアを積み上げることができる講座という結果である。 

15．今後の参加 

講座内容（講師の教え方、テキスト、実施方法、開催時期、時間等）のバランスが良

かったことが分かった結果である。 

 

＜ まとめ ＞ 

日本建築士会連合会による CPD 認定講座の承認を得て、講座を実施した。建築士会

CPD 認定講座として平成 28 年より受講者は伸びた。しかし、協力校と建築士会関係等

の協力を仰ぎ、講座自体に実務に直結する内容として発信し、受講者募集を行ったとこ

ろ、まだ認知度が低いことが分かった。  

受講者の満足度の高いことは、アンケート結果からも分かるとおりであるが、継続し

ていくことにより、講座の認知度を上げていくことが必要と考える。  

また、CPD 認定講座として承認を受けたことにより、プログラム ID が発行される。

日本建築士会連合会とのプロバイダー契約を行い、この発行されたプログラム ID を使用

すれば地域や企業・団体の縛りが無く、開催できる講座を開発することができた。  

しかしながら、本講座を汎用的に普及することにおいて、広く関係団体との連携を結

び実施していくことが課題として残っている。  
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■ 実証講座結果（履修判定試験ワークショップ（講師判定）及びカルテ点数（コマ毎の小テスト点数）） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※三回目のカルテは開発していたが、演習課題考察にかける時間が必要と講師判断の上、実施は

見送りとし、受講生に配布のみとした。 
※成果物には掲載。 
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住環境エネルギー講座 
～設備編～ 

 
【大阪地域】 
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■ 講師プロフィール 

  依田  浩敏  

◆ 資格等 一級建築士 

◆ 所 属 近畿大学  産業理工学部  建築・デザイン学科  
教授  

◆ 主な活動内容  都市熱環境や省エネルギーなどの研究を通して、環境に配慮した

たてものづくり・まちづくりを実践されている。建築学、建築環

境・設備に関する論文、講師、講演多数。 

 

< 講 座 風 景 > 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■当日の講座スケジュール 

 ◆ 実施日：平成 29 年 10 月 29 日（日） 13：30～18：00 

 ◆ 場 所：修成建設専門学校 堀江ラボ  

時 間 講 座 内 容 等 

１２：３０～ 受付開始 

１３：３０～１４：３０ 総論／基準・制度 

１４：３０～１４：４０ 休 憩 

１４：４０～１５：４０ 住宅関連の機器 

１５：４０～１５：５０ 休 憩 

１５：５０～１６：５０ 再生可能エネルギー利用・演習 

１６：５０～１７：００ 休 憩 

１７：００～１８：００ ワークショップ 

１８：００～ アンケート協力・退出 
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■ アンケート調査と集計・分析 

「受講アンケート」質問票 
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「受講アンケート」集計・分析 

 

１．業種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

建築業（戸建て） 0 0.0% 土木関連 0 0.0% 

建設業（ビル・施設） 1 12.5% 不動産業 0 0.0% 

設計 3 37.5% コンサル 0 0.0% 

設備関連業 

（電気・ガス・熱供給・水道業） 
1 12.5% その他 3 37.5% 

◇ その他：学生、教育  

 
◆  業種が①設計：37.5％、②その他（学生・教育）：37.5％。  
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２．職種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合

管理職 1 12.5% 現場監督職 0 0.0% 

営業職 0 0.0% 技術・研究職 0 0.0% 

事務職 1 12.5% その他 3 37.5%

設計職 3 37.5%

◇ その他：学生、教育  

 
◆  職種では、①設計職：37.5％、②その他（学生・教育）：37.5％の結果であった。  
 
 
 
 
３．従業員数 

 

項  目 回答数 割合 

29 人以下 2 25.0% 

30～99 人 2 25.0% 

100～299 人 0 0.0% 

300～999 人 0 0.0% 

1,000 人以上 2 25.0% 

未回答 2 25.0% 

 

 

 

◆  ①29 人以下・30～99 人・1,000 人以上・未回答（学生）：各 25％の結果であった。
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2
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４．年令 

 

項  目 回答数 割合 

20 代未満 0 0.0% 

20 代 3 37.5% 

30 代 1 12.5% 

40 代 3 37.5% 

50 代 1 12.5% 

60 代以上 0 0.0% 

 

 

 

◆  ①20 代・40 代：各 37.5％、②30 代・50 代：各 12.5％の結果であった。  
 

 

 

 

５．資格の有無 

 

項  目 回答数 割合 

持っている 7 87.5% 

持っていない 1 12.5% 

◇ 持っている：一級建築士 3 

建築設備士 1 

 福祉環境コーディネーター2級 3 

 カラーコーディネーター 1 

 二級建築士 1 

 設備工（空・衛） 1 

 労働安全コンサルタント 1 

 一級施工管理士 1 

 建築設備診断技術者 1 

 第一種衛生管理者 1 

 移動式クレーン運転士 1 

 消防甲Ⅰ類 1 

 eco検定 1 

 一級建築施工管理技士 1 

 

◆  持っている：87.5％（①一級建築士・福祉住環境コーディネーター２級：各 37.5％の

順）の結果であった。  

 

 

  

持っていない
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7
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６．本講座をどのようにして知ったか 

 

項  目 回答数 割合 

建築士関係から 1 12.5% 

学校から 4 50.0% 

会社から 1 12.5% 

エコピープル支援協議会から 1 12.5% 

知人から 1 12.5% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

７．受講理由 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合

興味・関心があったから 6 75.0% ＣＰＤの単位取得ができるから 1 12.5%

現在業務で必要だから 1 12.5% なんとなく 1 12.5%

将来必要と思ったから 1 12.5% その他 1 12.5%

◇ その他の内容：社会貢献活動  

 
◆  ①興味・関心があったから：75％、②現在業務で必要だから・将来必要と思ったから・

CPD の単位取得ができるから・なんとなく・その他（社会貢献活動）：各 12.5％の結

果であった。  
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８．講座内容について 

 

項  目 回答数 割合 

すごく満足した 4 50.0% 

満足した 4 50.0% 

普 通 0 0.0% 

少しもの足りなかった 0 0.0% 

もの足りなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

◆  ①すごく満足した・満足した：各 50％の結果であった。  
 

 

 

 

９．講座の理解度 

 

項  目 回答数 割合 

すごく理解できた 3 37.5% 

理解できた 5 62.5% 

少し理解できた 0 0.0% 

全く理解できなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①理解できた：62.5％、②すごく理解できた：37.5％の結果であった。  
 

  

理解

できた

5
62.5%

すごく

理解

できた
3

37.5%

すごく

満足した

4
50.0%

満足した

4

50.0%
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１０．講師の教え方 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 4 50.0% 

分かり易かった 4 50.0% 

普 通 0 0.0% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆  ①すごく分かり易かった・分かり易かった：各 50％の結果であった。  
 

 

 

 

１１．テキストの内容 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 4 50.0% 

分かり易かった 4 50.0% 

普 通 0 0.0% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆  ①すごく分かり易かった・分かり易かった：各 50％の結果であった。  
  

すごく
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4
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4
50.0%

すごく
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１２．開催日時について 

 

Ａ．時期 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 8 100.0% 

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  開催時期は全員が適切であった。  

 

 

 

 Ｂ．曜日 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 7 87.5% 

不適切であった 1 12.5% 

◇ その他：金曜日が適切 
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あった
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１３．講座の時間数 

 

項  目 回答数 割合 

長かった 0 0.0% 

ちょうど良かった 8 100.0%

短かった 0 0.0% 

よくわからない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  時間も全員がちょうど良かったという結果であった。  
 

 

 

 

１４．講座の会場 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 8 100.0%

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

 

◆  全員が適切であった。  
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１５．本講座の必要性 

 

項  目 回答数 割合 

すごく必要と思う 6 75.0% 

必要と思う 2 25.0% 

あまり必要と思わない 0 0.0% 

わからない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①すごく必要と思う：75％、②必要と思う：25％の結果であった。  
 

 

１６．本講座は、今後の仕事やキャリアに活かせるか 

Ⓐ仕事面 

 

項  目 回答数 割合 

仕事に活かせる 5 62.5% 

多分仕事に活かせる 2 25.0% 

仕事に活かせない 0 0.0% 

わからない 1 12.5% 

 

 

 

 

◆ ①仕事に活かせる：62.5％、②多分仕事に活かせる：25％の結果であった。 

 

Ⓑキャリア面 

 

項  目 回答数 割合 

キャリアに活かせる 4 50.0% 

多分キャリアに活かせる 2 25.0% 

キャリアに活かせない 0 0.0% 

わからない 2 25.0% 

◇ わからない理由：年齢要因 

 

 

①キャリアに活かせる：50％、②多分キャリアに活かせる・わからない：各25％の結果であった。 
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１７．今後の講座への参加 

 

項  目 回答数 割合 

是非参加する 2 25.0% 

都合が合えば参加する 6 75.0% 

わからない 0 0.0% 

参加しない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①都合が合えば参加する：75％、②是非参加する：25％の結果であった。  
 

 

 

 

１８．ご意見をお願いいたします。 

   

勉強になりました。ありがとうございました。 

自分でできることを中心に CO2 の削減をするだけでも、30％は目標値になると感じました。 

できれば住金仕様の断熱等級と現行法規との違いも知りたい。 

戸建てだけでなく、学校・事務所・特殊建築物の省エネも知りたい。 

 

 

 

 

１９．差し支え無ければ下記欄へのご記入をお願いいたします。 

 

  なし 

 

 

  

都合が
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「住環境エネルギー講座～設備編～【大阪】」アンケートまとめ 

１．業種と職種 

実務に直結する講座としての認知度が低いため実務者より学生の受講が目立ってはいたが、受講して

みると実務に直結する講座であることが実務者に実感できている。 

また、学生に対しても興味が持てる内容という対象者を幅広く取れることが分かる。 

２．会社規模 

業種の特徴で設計事務所からの参加が多く、その企業規模は 29 人以下が多い。  

３．年令層 

幅広い年齢層が対象となっていることが分かる。  

４．資格の有無 

講座案内が建築士会関係ということがメインでもあったため、有資格者の受講比率が

高い。 

５．講座の受講理由  

興味・関心度から入り、その次に実務に直結する内容で将来にわたり、必要となる内

容、CPD といった流れの中で講座を選んで受講していることが分かる。 

６．CPD 認定講座についての意識  

CPD 単位を求める受講者が少ないことが分かる。 

７．講座内容 

受講者全員に満足できる内容の講座開発ができた結果である。 

８．理解度 

受講者全員に理解できる内容の講座開発ができた結果である。 

９．講師の教え方 

受講者全員に分かり易いように丁寧に講師が教えていた結果である。 

10．テキスト内容 

受講者全員に分かり易い内容のテキスト開発ができた結果である。 

11．開催時期と時間  

開催時期とその時間配分については、平成 28 年度のアンケート結果をもとに改善した

結果である。 

12．講座会場  

講座会場が最寄りの駅から徒歩２分以内という結果である。 

13．社会人の学び直しの取組み 

受講者全員が、社会的に求められるものを学習・習得していかなければならないとい

う表れの結果である。 
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14．本講座が仕事面とキャリア面に活かせるか  

仕事面では、受講者が実務に直結する内容であった実感できる講座であるとの結果で、

また、キャリア面においてもキャリアを積み上げることができる講座という結果である。 

15．今後の参加 

仕事等の都合上、開催日程による参加を考慮した結果の回答であるが、講座内容（講

師の教え方、テキスト、実施方法、開催時期、時間等）のバランスが良かったことが分

かった結果である。 

 

＜ まとめ ＞ 

日本建築士会連合会による CPD 認定講座の承認を得て、講座を実施した。建築士会

CPD 認定講座として発信し、協力校と建築士会関係等の協力を仰ぎ、受講者募集を行っ

たが、大阪地域では、建築士会関係のイベントと情報が重なり、そのイベントに関係者

が総動員するなど厳しい状況の中での受講者募集であった。  

結果、直接呼びかけるなど受講者集めを実施したが、受講者は伸びなかった。  

一方では、講座自体に実務に直結する内容としての認知度がまだまだ低いことが分

かった。  

受講者の満足度の高いことは、アンケート結果からも分かるとおりであるが、継続し

ていくことにより講座の認知度を上げていくことが必要と考える。  

また、CPD 認定講座として承認を受けたことにより、プログラム ID が発行される。

日本建築士会連合会とのプロバイダー契約を行い、この発行されたプログラム ID を使用

すれば地域や企業・団体の縛りが無く、開催できる講座を開発することができた。  

しかしながら、本講座を汎用的に普及することにおいて、広く関係団体との連携を結

び、多くの関係者に対して実施していくことが課題として残っている。  
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■ 実証講座結果（履修判定試験ワークショップ（講師判定）及びカルテ点数（コマ毎の小テスト点数）） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※三回目のカルテは開発していたが、演習課題考察にかける時間が必要と講師判断の上、実施は

見送りとし、受講生に配布のみとした。 
※成果物には掲載。 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

住環境エネルギー講座～設備編～ 
 

全地域合計 
 

【受講者アンケート比較】 
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「受講前アンケート」集計・分析 

 

１．業種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合

建築業（戸建て） 3 12.5% 土木関連 0 0.0% 

建設業（ビル・施設） 2 8.3% 不動産業 1 4.2% 

設計 7 29.2% コンサル 1 4.2% 

設備関連業 

（電気・ガス・熱供給・水道業） 
1 4.2% その他 11 45.8%

◇ その他：内装業、講師、学生、教員、教育  

 

◆ ３講座全体では、業種が①その他（内装業、学生、教員、講師）：45.8％、②設計：29.2％との回答。 
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２．職種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

管理職 6 25.0% 現場監督職 2 8.3% 

営業職 0 0.0% 技術・研究職 0 0.0% 

事務職 2 8.3% その他 9 37.5% 

設計職 9 37.5%

◇ その他：学生、教育  

◆  ３講座全体では、職種では①設計職・その他（学生、教育）：各37.5％、②管理職：

25％の結果であった。  
 

 

 

３．従業員数 

 

項  目 回答数 割合 

29 人以下 13 54.2% 

30～99 人 2 8.3% 

100～299 人 3 12.5% 

300～999 人 2 8.3% 

1,000 人以上 2 8.3% 

未回答 2 8.3% 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①29 人以下：54.2％、②100～299 人：12.5％の結果であった。 
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４．年令 

 

項  目 回答数 割合 

20 代未満 0 0.0% 

20 代 5 20.8% 

30 代 2 8.3% 

40 代 6 25.0% 

50 代 6 25.0% 

60 代以上 5 20.8% 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①40 代・50 代：各 25％、②20 代・60 代以上：各 20.8％の結果であった。 

 

 

 

５．資格の有無 

 

項  目 回答数 割合 

持っている 20 83.3% 

持っていない 4 16.7% 

◇ 持っている：一級建築士 10 
建築設備士 2 

 福祉環境コーディネーター2級 4 

 カラーコーディネーター 1 

 二級建築士 4 

 設備工（空・衛） 1 

労働安全コンサルタント 1 
一級施工管理士 1 

 建築設備診断技術者 1 

 第一種衛生管理者 1 

 移動式クレーン運転士 1 

 消防甲Ⅰ類 1 

 eco検定 2 

 一級建築施工管理技士 1 

 エネルギー管理士 1 

 消防設備士 2 

 インテリア設計士 1 

 インテリアプランナー 2 

 インテリアコーディネーター 1 

 宅地建物取引士 1 
 

◆  ３講座全体では、持っている：83.3％（①一級建築士：50％、②福祉住環境コーディ

ネーター２級・二級建築士：各20％の順）の結果であった。  
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６．本講座をどのようにして知ったか 

 

項  目 回答数 割合 

建築士関係から 2 8.3% 

学校から 18 75.0% 

会社から 2 8.3% 

エコピープル支援協議会から 3 12.5% 

知人から 2 8.3% 

その他 1 4.2% 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．受講理由 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

興味・関心があったから 20 83.3% ＣＰＤの単位取得ができるから 3 12.5% 

現在業務で必要だから 6 25.0% なんとなく 1 4.2% 

将来必要と思ったから 7 29.2% その他 1 4.2% 

◇ その他：社会貢献活動  

 
◆  ３講座全体では、①興味・関心があったから：83.3％、②将来必要と思ったから：29.2％

の結果であった。  
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８．講座内容について 

 

項  目 回答数 割合 

すごく満足した 13 54.2% 

満足した 11 45.8% 

普 通 0 0.0% 

少しもの足りなかった 0 0.0% 

もの足りなかった 0 0.0% 

 

  

 

 

◆ ３講座全体では、①すごく満足した：54.2％、②満足した：45.8％の結果であった。 

 

 

 

９．講座の理解度 

 

項  目 回答数 割合 

すごく理解できた 10 41.7% 

理解できた 14 58.3% 

少し理解できた 0 0.0% 

全く理解できなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①理解できた：58.3％、②すごく理解できた：41.7％の結果であった。 
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１０．講師の教え方 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 10 41.7% 

分かり易かった 14 58.3% 

普 通 0 0.0% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①分かり易かった：58.3％、②すごく分かり易かった：41.7％の結果であった。 

 

 

 

１１．テキストの内容 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 7 29.2% 

分かり易かった 15 62.5% 

普 通 2 8.3% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①分かり易かった：62.5％、②すごく分かり易かった：29.2％の結果であった。 

 

  

分かり

易かった

15
62.5%

すごく

分かり

易かった
7

29.2%

普 通

2

8.3%

分かり

易かった

14
58.3%

すごく

分かり

易かった
10

41.7%



135 

 

１２．開催日時について 

 

Ａ．時期 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 24 100.0%

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

◆ ３講座全体では、開催時期は全員が適切であった。 

 

 

 

 Ｂ．曜日 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 23 95.8% 

不適切であった 1 4.2% 

◇ その他：金曜日が適切 
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１３．講座の時間数 

 

項  目 回答数 割合 

長かった 0 0.0% 

ちょうど良かった 22 91.7% 

短かった 2 8.3% 

よくわからない 0 0.0% 

◇ 適切な時間数：6時間程度 2 

 

 

 

 

◆  ３講座全体では、時間は①ちょうど良かった：91.7％、②短かった：8.3％（②の回答、

全員６時間：90％）の結果であった。  
 

 

 

１４．講座の会場 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 24 100.0% 

不適切であった 0 0.0% 
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１５．本講座の必要性 

 

項  目 回答数 割合 

すごく必要と思う 15 62.5% 

必要と思う 9 37.5% 

あまり必要と思わない 0 0.0% 

わからない 0 0.0% 

 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①すごく必要と思う：62.5％、②必要と思う：37.5％の結果であった。 

 

 

１６．本講座は、今後の仕事やキャリアに活かせるか 

Ⓐ仕事面 

 

項  目 回答数 割合 

仕事に活かせる 15 62.5% 

多分仕事に活かせる 8 33.3% 

仕事に活かせない 0 0.0% 

わからない 1 4.2% 

 

 

 

◆ ３講座全体では、仕事面は①仕事に活かせる：62.5％、②多分仕事に活かせる：33.3％、 

Ⓑキャリア面 

 

項  目 回答数 割合 

キャリアに活かせる 9 37.5% 

多分キャリアに活かせる 8 33.3% 

キャリアに活かせない 0 0.0% 

わからない 7 29.2% 

◇ わからない：年齢要因 

 

 

◆ ３講座全体では、キャリア面は①キャリアに活かせる：37.5％・多分キャリアに活かせる：33.3％の結果

であった。 
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１７．今後の講座への参加 

 

項  目 回答数 割合 

是非参加する 14 58.3% 

都合が合えば参加する 9 37.5% 

わからない 1 4.2% 

参加しない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①是非参加する：58.3％、②都合が合えば参加する：37.5％の結果であった。 

 

 

 

１８．ご意見をお願いいたします。 

 

いろいろな建築分野の講座を期待します。 

たまたま学内のアナウンスで参加できて良かった。もっと告知が広く行われると良いと思う。 

本日は、貴重な講義をありがとうございました。 

勉強になりました。ありがとうございました。 

自分でできることを中心に CO2 の削減をするだけでも、30％は目標値になると感じました。 

できれば住金仕様の断熱等級と現行法規との違いも知りたい。 

戸建てだけでなく、学校・事務所・特殊建築物の省エネも知りたい。 

ありがとうございました。 

資料で文字が細かくて読みづらい箇所があったが、大変有意義な講座であった。 

 

 

 

 

２０．差し支え無ければ下記欄へのご記入をお願いいたします。 

 

  なし 
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実証講座「住環境エネルギー講座」アンケート調査結果 

 

以下、東京と愛知、大阪の受講者アンケートをまとめたものである。 

複数回答の場合は、項目毎に捉えて参照ください。 

■ 業種と職種 

東京地域では、業種が①その他（講師、教員）：57.1％、②建設（ビル・施設）・設計・不動産：各 14.3％

との回答。 

職種では、①その他（教育）：57.1％、②管理職・事務職・設計職・現場監督職：各 14.3％の結果であっ

た。 

愛知地域では、業種が①その他（内装業、学生、教員）：44.4％、②建築（戸建て）：33.3％との回答。 

職種では、①設計職：55.6％、②管理職：44.4％の結果であった。 

大阪地域では、業種が①設計：37.5％、②その他（学生・教育）：37.5％との回答。 

職種では、①設計職：37.5％、②その他（学生・教育）：37.5％の結果であった。 

◎ 講座のタイトルから、学校関係や学生にとっては興味をひくものではあるが、社会人にとっては実務

に直結できるのか分かりにくいものであったと思われる。 

よって、実務に直結できる講座であることを示すためには継続的に開講していくことが望ましいと思

われる。 

■ 受講者の会社規模 

東京地域では、①29 人以下：57.1％、②100～299 人：28.6％の結果であった。 

愛知地域では、①29 人以下：77.8％、②100～299 人・300～999 人：各 11.1％の結果であった。 

大阪地域では、①29 人以下・30～99 人・1,000 人以上・未回答（学生）：各 25％の結果であった。 

◎ 業種として、29 人以下が多いことが分かる。 

■ 受講者の年令層 

東京地域では、①50 代：42.9％、②40 代：28.6％の結果であった。 

愛知地域では、①60 代以上：44.4％、②20 代・50 代：各 22.2％の結果であった。 

大阪地域では、①20 代・40 代：各 37.5％、②30 代・50 代：各 12.5％の結果であった。 

◎ 幅広い年代層に興味を持たせる講座であることがわかる。 

■ 資格の有無 

東京地域では、持っている：85.7％（①一級建築士：57.1％、②二級建築士・消防設備士：28.6％の順）

の結果であった。 

愛知地域では、持っている：77.8％（①一級建築士：33.3％、②インテリアプランナー：22.2％の順）の結

果であった。 

大阪地域では、持っている：87.5％（①一級建築士・福祉住環境コーディネーター２級：各 37.5％の順）

の結果であった。 

◎ 建築士会連合会の CPD 認定講座として発信していることもあり、有資格者が多く受講している。 
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■ 講座の受講理由 

東京地域では、①興味・関心があったから：85.7％、②将来必要と思ったから：42.9％の結果であった。 

愛知地域では、①興味・関心があったから：88.9％、②現在業務で必要だから・将来必要と思ったから：

各 33.3％の結果であった。 

大阪地域では、①興味・関心があったから：75％、②現在業務で必要だから・将来必要と思ったから・

CPD の単位取得ができるから・なんとなく・その他（社会貢献活動）：各 12.5％の結果であった。 

◎ 興味・関心がある内容、将来的に必要な内容、業務に必要な内容のどれかで多くは受講の判断を

している。 

■ CPD 認定講座についての意識 

東京地域では、単位を求める受講生はいなかった。 

愛知地域では、22.2％であった。 

大阪地域では、12.5％であった。 

３講座全体では、12.5％であった。平成 28 年度の高知・岡山・福岡は 20％であった。 

◎ 他の地域と違い、大都市圏ということもあってか本講座を含め CPD 認定講座は数多く開催されてい

る表れと考えられる。 

■ 講座内容について 

東京地域では、①すごく満足した：57.1％、②満足した：42.9％の結果であった。 

愛知地域では、①すごく満足した：55.6％、②満足した：44.4％の結果であった。 

大阪地域では、①すごく満足した・満足した：各 50％の結果であった。 

◎ ３地域ともに受講すると満足度が高いことがわかる。 

■ 講座内容の理解度について 

東京地域では、①理解できた：71.4％、②すごく理解できた：28.6％の結果であった。 

愛知地域では、①すごく理解できた：55.6％、②理解できた：44.4％の結果であった。 

大阪地域では、①理解できた：62.5％、②すごく理解できた：37.5％の結果であった。 

◎ ３地域ともに十分理解できる講座であることがことがわかる。 

■ 講師の教え方について 

東京地域では、①分かり易かった：71.4％、②すごく分かり易かった：28.6％の結果であった。 

愛知地域では、①分かり易かった：55.6％、②すごく分かり易かった：44.4％の結果であった。 

大阪地域では、①すごく分かり易かった・分かり易かった：各 50％の結果であった。 

◎ ３地域ともに講師の教え方に満足したことがわかる。 

■ テキストの内容について 

東京地域では、①分かり易かった：57.1％、②普通：28.6％の結果であった。 

愛知地域では、①分かり易かった：77.8％、②すごく分かり易かった：22.2％の結果であった。 

大阪地域では、①すごく分かり易かった・分かり易かった：各 50％の結果であった。 

◎多少、見え辛い部分もあったのも見受けられたが、91.7％の受講生が満足していたことがわかる。 



141 

■ 講座の開催時期と時間について 

東京地域では、開催時期は全員が適切であった。時間は①ちょうど良かった：71.4％、②短かった：

28.6％（②回答、全員６時間）の結果であった。 

愛知地域では、開催時期は全員が適切であった。時間も全員がちょうど良かったという結果であった。 

大阪地域では、開催時期は全員が適切であった。時間も全員がちょうど良かったという結果であった。 

◎ 開催時期と講座の設定時間は、平成 28 年度のアンケートを参考にしたことにより、適切であるとの

声がほとんどであった。 

■ 講座会場について 

東京地域では、全員が適切であった。 

愛知地域では、全員が適切であった。 

大阪地域では、全員が適切であった。 

◎各会場ともに駅から徒歩５分以内ということもあり、全員が適切であるとの回答であった。 

■ 社会人学び直しの取り組みについて 

東京地域では、①必要と思う：57.1％、②すごく必要と思う：42.9％の結果であった。 

愛知地域では、①すごく必要と思う：66.7％・必要と思う：33.3％の結果であった。 

大阪地域では、①すごく必要と思う：75％、②必要と思う：25％の結果であった。 

◎ 受講生全員が必要と考えている。社会的に求められるものを吸収していかなければならないという

表れと考えられる。 

■ 本講座が仕事面とキャリア面に活かせるかについて 

東京地域では、仕事面は①仕事に活かせる：57.1％、②多分仕事に活かせる：42.9％、キャリア面は①

わからない：42.9％、②キャリアに活かせる：28.6％の結果であった。 

愛知地域では、仕事面は①仕事に活かせる：66.7％、②多分仕事に活かせる：33.3％、キャリア面は①

多分キャリアに活かせる：44.4％、②キャリアに活かせる：33.3％の結果であった。 

大阪地域では、仕事面は①仕事に活かせる：62.5％、②多分仕事に活かせる：25％、キャリア面は①

キャリアに活かせる：50％、②多分キャリアに活かせる・わからない：各 25％の結果であった。 

◎ 学校・学生には分かり易いタイトルではあったが、受講してみると実務に役立つ内容でもあることが

わかる。 

■ 今後の参加について 

東京地域では、①是非参加する：71.4％、②都合が合えば参加する・わからない：各 14.3％の結果で

あった。 

愛知地域では、①是非参加する：77.8％、②都合が合えば参加する：22.2％の結果であった。 

大阪地域では、①都合が合えば参加する：75％、②是非参加する：25％の結果であった。 

◎ 参加するとの回答がほとんどから、講座内容・テキスト・実施方法・開催時期・時間等のバランスが

良かったことがわかる。 
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新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 
～設計・施工技術要論～ 

 
 
 
 
 
  



 

■新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～（東京・愛知・大阪） 
シラバス・コマシラバス作成 
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科目コード： 9999999

系

科

年度

学年

期

教科名

単位

履修時間

回数

必修・選択

省庁分類

授業形態

作成者

教科書

90分/コマ コマのテーマ 内容 教材・教具

1_ 1 シラバスとの関係 講座の受講案内・ガイダンス

1_ 2 コマ主題 講座の内容を解説し、学習範囲と到達目標を確認

1_ 3 コマ主題細目

①エネルギーにまつわる社会背景

②建築におけるエネルギーの現状
③建築のエネルギー消費について

④建築物の省エネ化について

⑤建築物での省エネ手法

⑥建築設備での省エネ手法

⑦暮らし方での省エネ手法
⑧地域特性を活かした自然エネルギーの活用

1_ 4 コマ主題細目深度 次回の授業から、必要な物を準備でき、心構えをしておく

1_ 5 次コマとの関係 環境に配慮した暮らし方とは何か理解する

2_ 1 シラバスとの関係 住宅省エネルギーの基本を確認する

2_ 2 コマ主題 講座の内容を解説し、学習範囲と到達目標を確認

2_ 3 コマ主題細目

①住宅省エネルギー設計の基本的な考え方

②最新平成２８年省エネ基準
③外皮性能の概要

④性能基準の基準判定フローと用語解説

⑤一次エネルギー消費量の概要

⑥外皮の評価指標UA、ηＡ

⑦基準判定フロー
⑧外皮平均熱貫流率UAの計算手順

⑨平均日射取得率ηAの計算手順

⑩一次エネルギー消費計算手法、算定プログラムの使い方

2_ 4 コマ主題細目深度 住宅省エネルギー設計の基本的な考え方から、平成２８年省エネ基準について学ぶ

2_ 5 次コマとの関係 性能基準の基準判定フローから、外皮性能の計算、一次エネルギー消費量の計算へと進む

3_ 1 シラバスとの関係 断熱設計・施工の基本事項を理解する

3_ 2 コマ主題 講座の内容を解説し、学習範囲と到達目標を確認

3_ 3 コマ主題細目

①断熱設計・施工の基本事項

②断熱層
③防湿層

④気密層

⑤防風層

⑥通気層

⑦気流止め
⑧施工上の注意点

3_ 4 コマ主題細目深度 各部位施工段階での留意点を解説

3_ 5 次コマとの関係 実務で役立つ省エネ技術、施工方法を身につける

4_ 1 シラバスとの関係 2020年の省エネ基準義務化に向け、実践的省エネ住宅の考え方を学ぶ

4_ 2 コマ主題 知識を実務に活かせるよう、省エネ手法をグループワークで考え、発表する

4_ 3 コマ主題細目

①４、５人のグループに分かれる

②自己紹介
③環境に配慮した暮らし方、省エネ手法の提案をグループに分かれてワークショップ

④グループごとに発表

⑤講評

4_ 4 コマ主題細目深度 知識の習得から、実務での活用まで深める

4_ 5 次コマとの関係 　―

環境・エネルギー分野 シラバス（概要）

建築系

平成29年度

社会人

建築関連業務従事者

新省エネ基準・住宅省エネル
ギー技術者講座

～設計・施工技術要論～

昨今、地球規模での環境負荷低減の取り組みが行われています。国土交通省の「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策についての中間

とりまとめでは、２０２０年までに全ての新築住宅・建築物について最新の省エネ基準への適合義務化を目標としていますが、現段階においては正しい
省エネ知識と施工技術を有する技術者不足により現場対応が難しく、建設業界全体として省エネの知識、省エネ施工技術の普及が急務となっていま

す。

本講座では、最新の省エネルギー化の設計手法・施工技術をはじめ、計画上、施工上の留意点、暮らし方、リフォーム等省エネルギーに配慮した知識

を習得し、建築分野における環境・エネルギー分野の中核的専門人材を養成することを目指します。建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法
律が平成２８年度より施工されました。今後、建築物の省エネ対策が建築業界の重要課題のひとつになる事は間違いありません。設計手法として、今

年４月、新たに導入された最新の判定手法である「簡易計算ルート」について解説します。計算が難しいために普及が進まない原因と考えられている

「詳細計算ルート」、また、比較的簡単に判定できる反面、精度の高い省エネ評価ができない「仕様ルート」、双方の問題解決につながる新たな判定方

法として注目されています。また、現場における省エネ施工上の重要なポイントもわかりやすく解説します。CPD　４単位
４ｈ

1

必修

文部科学省

講義/ワークショップ 評価方法

加藤陽介（株式会社楓設計室 代表取締役） 演習課題及び、ワークショップでの省エネ化手法の発表内容にて講座内容の理解度を評価する

オリジナルテキスト

コマシラバス（案）

項目

1

最新平成２８年省エネ基準解説

（地域特性への配慮：講座開催

地における省エネに寄与する地

域特性を知る）

テキスト

2

最新の省エネ基準簡易計算

ルートによる判定方法

（地域特性への配慮：講座開催

地における基準値を使用）

テキスト、

デモンストレー

ション用ＰＣ（ソ

フト、インター
ネット環境）、プ

ロジェクター、ス

クリーン

3
住宅の省エネルギー化に関す

る施工技術

演習課題用紙

演習課題解答
デモンストレー

ション用ＰＣ（ソ

フト、インター

ネット環境）、プ

ロジェクター、ス
クリーン

4

ワークショップ
モデルプランを使い、地域特性

を活かした環境に配慮した暮ら

し、省エネルギーで快適な住ま

いにする手法をグループワーク

で提案してみる。

モデルプラン図
面（Ａ３）、エス

キス用紙（Ａ

３）、模造紙（Ａ

０）、マーカー、

付箋紙
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【東京地域】 
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■ 講師プロフィール 

  加藤  陽介  

◆ 資格等 一級建築士 

◆ 所 属 株式会社楓設計室  代表取締役  

◆ 主な活動内容 土に還る建築をテーマとした自然素材を上手に使った建築を得意とし、住 

宅、店舗、福祉施設、集合住宅など幅広く設計活動を行う。 

セルフビルド支援、住まいづくり講座、住育支援、技術講習などの講師、講

演多数。 

 

〈 講 座 風 景 〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■当日の講座スケジュール 

 ◆ 実施日：平成 29 年 11 月 25 日（土） 13：30～18：00 

 ◆ 場 所：専門学校中央工学校  

時 間 講 座 内 容 等 

１２：３０～ 受付開始 

１３：３０～１４：３０ 最新 28 年省エネ基準解説 

１４：３０～１４：４０ 休 憩 

１４：４０～１５：４０ 最新の省エネ基準 簡易計算ルートによる判定方法 

１５：４０～１５：５０ 休 憩 

１５：５０～１６：５０ 住宅の省エネルギー化に関する施工上の重要ポイント 

１６：５０～１７：００ 休 憩 

１７：００～１８：００ ワークショップ 

１８：００～ アンケート協力・退出 
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■ アンケート調査と集計・分析 

「受講アンケート」質問票 
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「受講アンケート」集計・分析 

 

１．業種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合

建築業（戸建て） 8 32.0% 土木関連 0 0.0% 

建設業（ビル・施設） 1 4.0% 不動産業 2 8.0% 

設計 13 52.0% コンサル 1 4.0% 

設備関連業 

（電気・ガス・熱供給・水道業） 
1 4.0% その他 3 12.0%

◇ その他：CADメーカー、教育事業 

 

◆  業種が①設計：52％、②建築（戸建て）：32％。  
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２．職種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

管理職 2 8.0% 現場監督職 2 8.0% 

営業職 1 4.0% 技術・研究職 0 0.0% 

事務職 0 0.0% その他 3 12.0% 

設計職 20 80.0%

◇ その他：教員、講師 

 
◆  職種では、①設計職：80％、②その他（教員・講師）：12％の結果であった。  
 

 

 

 

３．従業員数 

 

項  目 回答数 割合 

29 人以下 14 56.0% 

30～99 人 6 24.0% 

100～299 人 4 16.0% 

300～999 人 1 4.0% 

1,000 人以上 0 0.0% 

 

 

 

 
◆  ①29 人以下：56％、②30～99 人：24％の結果であった。  
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４．年令 

 

項  目 回答数 割合 

20 代未満 0 0.0% 

20 代 0 0.0% 

30 代 3 12.0% 

40 代 9 36.0% 

50 代 7 28.0% 

60 代以上 6 24.0% 

 

 

 

◆  ①40 代：36％、②50 代：28％の結果であった。  
 

 

 

 

５．資格の有無 

 

項  目 回答数 割合 

持っている 23 92.0% 

持っていない 2 8.0% 

◇ 持っている：一級建築士 14 

二級建築士 7 

 福祉環境コーディネーター2級 1 

 消防設備甲種Ⅰ類 1 

 宅地建物取引士 3 

 インテリアプランナー 1 

 一級施工管理 1 

 インテリアコーディネーター 1 

 一級建築施工管理技士 1 

 建築設備士 1 

 
◆  持っている：92％（①一級建築士：60.9％、②二級建築士：30.4％の順）の結果であっ

た。  
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６．本講座をどのようにして知ったか 

 

項  目 回答数 割合 

建築士関係から 3 12.0% 

学校から 4 16.0% 

会社から 4 16.0% 

エコピープル支援協議会から 0 0.0% 

知人から 1 4.0% 

その他 13 52.0% 

◇ その他：企業案内、インターネット 

 

 

 

 

 

 

７．受講理由 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

興味・関心があったから 11 44.0% ＣＰＤの単位取得ができるから 4 16.0% 

現在業務で必要だから 12 48.0% なんとなく 0 0.0% 

将来必要と思ったから 7 28.0% その他 1 4.0% 

 

◆  ①現在業務で必要だから：48％、②興味・関心があったから：44％の結果であった。 
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８．講座内容について 

 

項  目 回答数 割合 

すごく満足した 10 40.0% 

満足した 15 60.0% 

普 通 0 0.0% 

少しもの足りなかった 0 0.0% 

もの足りなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

 
◆  ①満足した：60％、②すごく満足した：40％の結果であった。  

 

 

 

 

９．講座の理解度 

 

項  目 回答数 割合 

すごく理解できた 5 20.0% 

理解できた 19 76.0% 

少し理解できた 1 4.0% 

全く理解できなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

 
 
◆  ①理解できた：76％、②すごく理解できた：20％の結果であった。  
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１０．講師の教え方 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 15 60.0% 

分かり易かった 10 40.0% 

普 通 0 0.0% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆  ①すごく分かり易かった：60％、②分かり易かった：40％の結果であった。  
 

 

 

 

１１．テキストの内容 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 12 48.0% 

分かり易かった 9 36.0% 

普 通 3 12.0% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 1 4.0% 

◇ その他：やや読みづらいページもあった。 

 

 

◆  ①すごく分かり易かった：48％、②分かり易かった：36％の結果であった。  
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１２．講義と演習のバランス 

項  目 回答数 割合 

すごく良かった 4 16.0% 

良かった 21 84.0% 

あまり良くなかった 0 0.0% 

良くなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

◆  ①良かった：84％、②すごく良かった：16％の結果であった。  
 

 

１３．開催日時について 

 

Ａ．時期 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 25 100.0%

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  開催時期は全員が適切であった。 

 Ｂ．曜日 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 25 100.0%

不適切であった 0 0.0% 
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１４．講座の時間数 

 

項  目 回答数 割合 

長かった 0 0.0% 

ちょうど良かった 20 80.0% 

短かった 5 20.0% 

よくわからない 0 0.0% 

◇ 適切な時間数：１日（８時間程度）  1 

６時間程度 4 

 

 

 

 

◆  時間は①ちょうど良かった：80％、②短かった：20％（②回答の内、６時間：80％、１日（８時間程度）：

20％）の結果であった。 

 

 

 

１５．講座の会場 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 25 100.0% 

不適切であった 0 0.0% 

◇ その他： 

会場としては良かったが、欲を言えば、も

う少し駅から近い方が良かった。会場ま

での道が分かりづらかった。 

 

 

 

 

◆  全員が適切であった。  
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１６．本講座の必要性 

 

項  目 回答数 割合 

すごく必要と思う 15 60.0% 

必要と思う 10 40.0% 

あまり必要と思わない 0 0.0% 

わからない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①すごく必要と思う：60％、②必要と思う：40％の結果であった。  
 

 

１７．本講座は、今後の仕事やキャリアに活かせるか 

Ⓐ仕事面 

 

項  目 回答数 割合 

仕事に活かせる 23 92.0% 

多分仕事に活かせる 2 8.0% 

仕事に活かせない 0 0.0% 

わからない 0 0.0% 

 
 
 
 
◆  ①仕事に活かせる：92％、②多分仕事に活かせる：８％であった。  
 

Ⓑキャリア面 

 

項  目 回答数 割合 

キャリアに活かせる 12 48.0% 

多分キャリアに活かせる 7 28.0% 

キャリアに活かせない 0 0.0% 

わからない 6 24.0% 

 

 

 
◆  ①キャリアに活かせる：48％、②多分キャリアに活かせる：28％の結果であった。
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１８．今後の講座への参加 

 

項  目 回答数 割合 

是非参加する 14 56.0% 

都合が合えば参加する 11 44.4% 

わからない 0 0.0% 

参加しない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①是非参加する：56％、②都合が合えば参加する：44％の結果であった。  
 

 

 

 

１９．ご意見をお願いいたします。 

    

テキストの文字がやや読みにくかったので読みやすければ良かった。 

とても勉強になりました。 

省エネについてレベルアップを図りたい。 

難しい分野と思っていたが、少し身近になった。 

また別の内容の講座で講師にお願いしたい。ワークショップや実技（演習）は聞くだけより、フォロー

もあることから身に付くので良いと感じた。 

 

 

 

 

２０．差し支え無ければ下記欄へのご記入をお願いいたします。 

 

  なし 
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「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～【東京】」アンケートまとめ 

１．業種と職種 

国土交通省でも推進していることもあり、実務に直結する内容ということが実務者に

認知されている。 

２．会社規模 

業種の特徴で設計事務所からの参加が多く、その企業規模は 29 人以下が多い。  

３．年令層 

40～50 代の年齢層の受講者が多い結果である。  

４．資格の有無 

講座案内が建築士会関係ということがメインでもあったため、有資格者の受講比率が

高い。 

５．講座の受講理由  

講座選びでは、現在の業務に必要なものから、興味・関心がある講座という優先順位

であるということが分かる。 

６．CPD 認定講座についての意識  

CPD 認定講座としての意識は低いと捉えがちではあるが、大都市圏では多くの同じよ

うな講座が実施されているため、受講者は必ずしも単位取得がメインではなく、講座の

質保証ができている業務上必要な知識の習得ができる講座を選んでいる。改めて第三者

の評価が必要であると認識できた結果である。 

７．講座内容 

受講者全員に満足できる内容の講座開発ができた結果である。 

８．理解度 

ほとんどの受講者に理解できる内容の講座開発ができた結果である。 

９．講師の教え方 

受講者全員に分かり易いように丁寧に講師が教えていた結果である。 

10．テキスト内容 

ほとんどの受講者に分かり易い内容のテキスト開発ができた結果である。 

11．講義と演習（ワークショップ）のバランス  

受講者全員から良いバランスの時間配分であった結果である。 

12．開催時期と時間  

開催時期とその時間配分については、平成 28 年度のアンケート結果をもとに改善した

結果である。 
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13．講座会場  

講座会場が最寄りの駅から徒歩５分程度という結果である。 

14．社会人の学び直しの取組み 

受講者全員が、社会的に求められるものを学習・習得していかなければならないとい

う表れの結果である。 

15．本講座が仕事面とキャリア面に活かせるか  

仕事面とキャリア面ともに、実務に直結する内容であることとキャリアを積み上げる

ことができる講座という結果である。 

16．今後の参加 

仕事等の都合による表れの回答であるが、講座内容（講師の教え方、テキスト、実施

方法、開催時期、時間等）のバランスが良かったことが分かった結果である。 

 

＜ まとめ ＞ 

日本建築士会連合会による CPD 認定講座の承認を得て、大都市圏で講座を実施した。

建築士会 CPD 認定講座として発信し、協力校と建築士会関係等の協力を仰ぎ、受講者募

集を行った結果、平成 28 年より受講者は伸びた。  

受講者満足度については、実務に直結する講座であることもあるが、講座全体のバラ

ンスが良い講座開発ができたことがアンケート結果からも高いことが分かる。  

また、CPD 認定講座として承認を受けたことにより、プログラム ID が発行される。

日本建築士会連合会とのプロバイダー契約を行い、この発行されたプログラム ID を使用

すれば地域や企業・団体の縛りが無く、開催できる講座を開発することができた。  

しかしながら、本講座を汎用的に普及することにおいては、国土交通省が推進してい

る内容を参考としているが、もっと広く関係団体との連携を結び実施していくことが課

題として残っている。  
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■ 実証講座結果（履修判定試験ワークショップ（講師判定）及びカルテ点数（コマ毎の小テスト点数）） 
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新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 
～設計・施工技術要論～ 

 
【愛知地域】 
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■ 講師プロフィール 

  加藤  陽介  

◆ 資格等 一級建築士 

◆ 所 属 株式会社楓設計室  代表取締役  

◆ 主な活動内容 土に還る建築をテーマとした自然素材を上手に使った建築を得意とし、住 

宅、店舗、福祉施設、集合住宅など幅広く設計活動を行う。 

セルフビルド支援、住まいづくり講座、住育支援、技術講習などの講師、講

演多数。 

 
〈 講 座 風 景 〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■当日の講座スケジュール 

 ◆ 実施日：平成 29 年 11 月 11 日（土） 13：30～18：00 

 ◆ 場 所：東海工業専門学校金山校  

時 間 講 座 内 容 等 

１２：３０～ 受付開始 

１３：３０～１４：３０ 最新 28 年省エネ基準解説 

１４：３０～１４：４０ 休 憩 

１４：４０～１５：４０ 最新の省エネ基準 簡易計算ルートによる判定方法 

１５：４０～１５：５０ 休 憩 

１５：５０～１６：５０ 住宅の省エネルギー化に関する施工上の重要ポイント 

１６：５０～１７：００ 休 憩 

１７：００～１８：００ ワークショップ 

１８：００～ アンケート協力・退出 
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■ アンケート調査と集計・分析 

「受講アンケート」質問票 
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「受講アンケート」集計・分析 

 

１．業種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合

建築業（戸建て） 5 31.3% 土木関連 0 0.0% 

建設業（ビル・施設） 1 6.3% 不動産業 0 0.0% 

設計 10 62.5% コンサル 1 6.3% 

設備関連業 

（電気・ガス・熱供給・水道業） 
0 0.0% その他 3 18.8%

◇ その他：学生、無職、自動車メーカー 

 
◆  業種が①設計：62.5％、②建築（戸建て）：31.3％。  
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２．職種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

管理職 6 37.5% 現場監督職 3 18.8% 

営業職 4 25.0% 技術・研究職 1 6.3% 

事務職 1 6.3% その他 2 12.5% 

設計職 9 56.3%

◇ その他：自営業、無 

 
◆  職種では、①設計職：56.3％、②管理職：37.5％の結果であった。  
 

 

 

３．従業員数 

 

項  目 回答数 割合 

29 人以下 12 75.0% 

30～99 人 0 0.0% 

100～299 人 1 6.3% 

300～999 人 0 0.0% 

1,000 人以上 2 12.5% 

未回答（学生） 1 6.3% 

 

 

 

◆  ①29 人以下：75％、②1,000 人以上：12.5％の結果であった。  
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４．年令 

 

項  目 回答数 割合 

20 代未満 0 0.0% 

20 代 2 12.5% 

30 代 0 0.0% 

40 代 2 12.5% 

50 代 3 18.8% 

60 代以上 9 56.3% 

 

 

 

◆  ①60 代以上：56.3％、②50 代：18.8％の結果であった。  
 

 

 

５．資格の有無 

 

項  目 回答数 割合 

持っている 14 87.5% 

持っていない 2 12.5% 

◇ 持っている：一級建築士 10 

設備設計一級建築士 1 

 宅地建物取引士 4 

 一級施工管理 2 

 インテリアコーディネーター 1 

  

 

◆  持っている：87.5％（①一級建築士：71.4％、②宅地建物取引士：28.6％の順）の結

果であった。  
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６．本講座をどのようにして知ったか 

 

項  目 回答数 割合 

建築士関係から 5 31.3% 

学校から 9 56.3% 

会社から 0 0.0% 

エコピープル支援協議会から 0 0.0% 

知人から 1 6.3% 

その他 1 6.3% 

◇ その他：JIA 

 

 

 

 

 

７．受講理由 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

興味・関心があったから 10 62.5% ＣＰＤの単位取得ができるから 3 18.8% 

現在業務で必要だから 5 313% なんとなく 0 0.0% 

将来必要と思ったから 6 37.5% その他 2 12.5% 

◇ その他：省エネ法が義務化されるため、先生の進めで 

 
◆  ①興味・関心があったから：62.5％、②将来必要と思ったから：37.5％の結果であっ

た。  
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８．講座内容について 

 

項  目 回答数 割合 

すごく満足した 5 31.3% 

満足した 9 56.3% 

普 通 2 12.5% 

少しもの足りなかった 0 0.0% 

もの足りなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

◆  ①満足した：56.3％、②すごく満足した：31.3％の結果であった。  
 

 

 

 

９．講座の理解度 

 

項  目 回答数 割合 

すごく理解できた 2 12.5% 

理解できた 11 68.8% 

少し理解できた 3 18.8% 

全く理解できなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①理解できた：68.8％、②すごく理解できた：18.8％の結果であった。  
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１０．講師の教え方 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 4 25.0% 

分かり易かった 11 68.8% 

普 通 1 6.3% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆  ①分かり易かった：68.8％、②すごく分かり易かった：25％の結果であった。  
 

 

 

 

１１．テキストの内容 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 3 18.8% 

分かり易かった 12 75.0% 

普 通 1 6.3% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆  ①分かり易かった：75％、②すごく分かり易かった：18.8％の結果であった。  
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１２．講義と演習のバランス 

項  目 回答数 割合 

すごく良かった 3 18.8% 

良かった 13 81.3% 

あまり良くなかった 0 0.0% 

良くなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

◆  ①良かった：81.3％、②すごく良かった：18.8％の結果であった。  
 

 

１３．開催日時について 

 

Ａ．時期 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 16 100.0%

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  開催時期は全員が適切であった。  
 

 Ｂ．曜日 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 16 100.0%

不適切であった 0 0.0% 
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１４．講座の時間数 

 

項  目 回答数 割合 

長かった 1 6.3% 

ちょうど良かった 11 68.8% 

短かった 4 25.0% 

よくわからない 0 0.0% 

◇ 適切な時間数：6時間程度 4 

3時間程度 1 

 

 

 

 

◆  時間は①ちょうど良かった：68.8％、②短かった：25％（②回答、全員６時間）の結

果であった。 

 

 

 

 

１５．講座の会場 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 16 100.0% 

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

 
◆  全員が適切であった。  
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１６．本講座の必要性 

 

項  目 回答数 割合 

すごく必要と思う 8 50.0% 

必要と思う 8 50.0% 

あまり必要と思わない 0 0.0% 

わからない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①すごく必要と思う：50％・必要と思う：50％の結果であった。  
 

 

１７．本講座は、今後の仕事やキャリアに活かせるか 

Ⓐ仕事面 

 

項  目 回答数 割合 

仕事に活かせる 10 62.5% 

多分仕事に活かせる 4 25.0% 

仕事に活かせない 1 6.3% 

わからない 1 6.3% 

◇ 現在、未資格で仕事に活かせない。 

資格取得後に活かせるようにしたい。 

 

 

◆  ①仕事に活かせる：62.5％、②多分仕事に活かせる：25％であった。  
 

Ⓑキャリア面 

 

項  目 回答数 割合 

キャリアに活かせる 3 18.8% 

多分キャリアに活かせる 6 37.5% 

キャリアに活かせない 0 0.0% 

わからない 7 43.8% 

◇ もっと時間をかけて具体的な内容だと良い。 

 

 

◆  ①わからない：43.8％、②多分キャリアに活かせる：37.5％の結果であった。
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１８．今後の講座への参加 

 

項  目 回答数 割合 

是非参加する 6 37.5% 

都合が合えば参加する 10 62.5% 

わからない 0 0.0% 

参加しない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①都合が合えば参加する：62.5％、②是非参加する：37.5％の結果であった。  
 

 

 

 

１９．ご意見をお願いいたします。 

    

テキストＰ20 非住宅の一次エネルギー消費量の解説に中で、ＥＶという記述が無かった。 

生涯教育及び生産教育に税金を投入することは素晴らしく良い。 

外皮計算をもう少し簡略化してほしい。 

申請書の作成の仕方講座等を開催してほしい。 

大変良かった。 

なぜ国交省ではなく文科省なのか。 

 

 

 

 

２０．差し支え無ければ下記欄へのご記入をお願いいたします。 

 

  なし 

 

 

  

都合が

合えば

参加する
10

62.5%

是非

参加する

6
37.5%
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「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～【愛知】」アンケートまとめ 

１．業種と職種 

国土交通省でも推進していることもあり、実務に直結する内容ということが実務者に

認知されている。 

２．会社規模 

業種の特徴で設計事務所からの参加が多く、その企業規模は 29 人以下が多い。  

３．年令層 

40～50 代の年齢層の受講者が多い結果である。  

４．資格の有無 

講座案内が建築士会関係ということがメインでもあったため、有資格者の受講比率が

高い。 

５．講座の受講理由  

興味・関心度から入り、それが将来にわたり必要となる講座を選んで受講しているこ

とが分かる。 

６．CPD 認定講座についての意識  

CPD 認定講座としての意識は低いと捉えがちではあるが、本講座での結果が 18.8％と

いうことを踏まえると、全体的には 18.8％以上の方が CPD 認定講座を気にしているとの

裏返しでもある。改めて第三者の評価が必要であると認識できた結果である。 

７．講座内容 

ほとんどの受講者に満足できる内容の講座開発ができた結果である。 

８．理解度 

ほとんどの受講者に理解できる内容の講座開発ができた結果である。 

９．講師の教え方 

ほとんどの受講者に分かり易いように丁寧に講師が教えていた結果である。 

10．テキスト内容 

ほとんどの受講者に分かり易い内容のテキスト開発ができた結果である。 

11．講義と演習（ワークショップ）のバランス  

受講者全員から良いバランスの時間配分であった結果である。 

12．開催時期と時間  

開催時期とその時間配分については、平成 28 年度のアンケート結果をもとに改善した

結果である。 

13．講座会場  

講座会場が最寄りの駅から徒歩５分以内という結果である。 
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14．社会人の学び直しの取組み 

受講者全員が、社会的に求められるものを学習・習得していかなければならないとい

う表れの結果である。 

15．本講座が仕事面とキャリア面に活かせるか  

仕事面とキャリア面ともに、実務に直結する内容であることとキャリアを積み上げる

ことができる講座という結果である。 

16．今後の参加 

仕事等の都合による表れの回答であるが、講座内容（講師の教え方、テキスト、実施

方法、開催時期、時間等）のバランスが良かったことが分かった結果である。 

 

＜ まとめ ＞ 

日本建築士会連合会による CPD 認定講座の承認を得て、大都市圏で講座を実施した。

建築士会 CPD 認定講座として発信し、協力校と建築士会関係等の協力を仰ぎ、受講者募

集を行った結果、平成 28 年より受講者は伸びた。  

受講者満足度については、アンケート結果からも高いことが分かる。  

また、CPD 認定講座として承認を受けたことにより、プログラム ID が発行される。

日本建築士会連合会とのプロバイダー契約を行い、この発行されたプログラム ID を使用

すれば地域や企業・団体の縛りが無く、開催できる講座を開発することができた。  

しかしながら、本講座を汎用的に普及することにおいては、国土交通省が推進してい

る内容を参考としているが、もっと広く関係団体との連携を結び実施していくことが課

題として残っている。  
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■ 実証講座結果（履修判定試験ワークショップ（講師判定）及びカルテ点数（コマ毎の小テスト点数）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



186 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 
～設計・施工技術要論～ 

 
【大阪地域】 
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■ 講師プロフィール 

  加藤  陽介  

◆ 資格等 一級建築士 

◆ 所 属 株式会社楓設計室  代表取締役  

◆ 主な活動内容 土に還る建築をテーマとした自然素材を上手に使った建築を得意とし、住 

宅、店舗、福祉施設、集合住宅など幅広く設計活動を行う。 

セルフビルド支援、住まいづくり講座、住育支援、技術講習などの講師、講

演多数。 

 
〈 講 座 風 景 〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■当日の講座スケジュール 

 ◆ 実施日：平成 29 年 12 月 10 日（日） 13：30～18：00 

 ◆ 場 所：修成建設専門学校 堀江ラボ  

時 間 講 座 内 容 等 

１２：３０～ 受付開始 

１３：３０～１４：３０ 最新 28 年省エネ基準解説 

１４：３０～１４：４０ 休 憩 

１４：４０～１５：４０ 最新の省エネ基準 簡易計算ルートによる判定方法 

１５：４０～１５：５０ 休 憩 

１５：５０～１６：５０ 住宅の省エネルギー化に関する施工上の重要ポイント 

１６：５０～１７：００ 休 憩 

１７：００～１８：００ ワークショップ 

１８：００～ アンケート協力・退出 
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■ アンケート調査と集計・分析 

「受講アンケート」質問票 
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「受講アンケート」集計・分析 

 

１．業種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合

建築業（戸建て） 0 0.0% 土木関連 1 14.3%

建設業（ビル・施設） 0 0.0% 不動産業 0 0.0% 

設計 1 14.3% コンサル 0 0.0% 

設備関連業 

（電気・ガス・熱供給・水道業） 
2 28.6% その他 4 57.1%

◇ その他：学生 

 
◆  業種が①その他（学生）：57.1％、②設備関係：28.6％。  
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２．職種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

管理職 2 28.6% 現場監督職 0 0.0% 

営業職 0 0.0% 技術・研究職 0 0.0% 

事務職 0 0.0% その他 4 57.1% 

設計職 1 14.3%

◇ その他：学生 

 
◆  職種では、①その他（教員・講師）：57.1％、②管理職：28.6％の結果であった。  
 

 

 

 

３．従業員数 

 

項  目 回答数 割合 

29 人以下 3 42.9% 

30～99 人 0 0.0% 

100～299 人 0 0.0% 

300～999 人 0 0.0% 

1,000 人以上 0 0.0% 

未回答（学生） 4 57.1% 

 

 

 

◆  ①未回答（学生）：57.1％、②29 人以下：42.9％の結果であった。  
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４．年令 

 

項  目 回答数 割合 

20 代未満 1 14.3% 

20 代 5 71.4% 

30 代 0 0.0% 

40 代 1 14.3% 

50 代 0 0.0% 

60 代以上 0 0.0% 

 

 

 

◆  ①20 代：71.4％、②20 代未満・40 代：14.3％の結果であった。  
 

 

 

 

５．資格の有無 

 

項  目 回答数 割合 

持っている 4 57.1% 

持っていない 3 42.9% 

◇ 持っている：二級建築士 1 

福祉環境コーディネーター2級 2 

建築設備士 1 

  

 

 

 

◆  持っている：57.1％（①福祉住環境コーディネーター２級：50％、②二級建築士・建

築設備士：25％の順）の結果であった。  
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６．本講座をどのようにして知ったか 

 

項  目 回答数 割合 

建築士関係から 0 0.0% 

学校から 6 85.7% 

会社から 1 14.3% 

エコピープル支援協議会から 0 0.0% 

知人から 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

７．受講理由 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

興味・関心があったから 4 57.1% ＣＰＤの単位取得ができるから 0 0.0% 

現在業務で必要だから 0 0.0% なんとなく 0 0.0% 

将来必要と思ったから 3 42.9% その他 0 0.0% 

 

◆  ①興味・関心があったから：57.1％、②将来必要と思ったから：42.9％の結果であっ

た。  
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８．講座内容について 

 

項  目 回答数 割合 

すごく満足した 3 42.9% 

満足した 4 57.1% 

普 通 0 0.0% 

少しもの足りなかった 0 0.0% 

もの足りなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

◆  ①満足した：57.1％、②すごく満足した：42.9％の結果であった。  
 

 

 

 

９．講座の理解度 

 

項  目 回答数 割合 

すごく理解できた 4 57.1% 

理解できた 2 28.6% 

少し理解できた 1 14.3% 

全く理解できなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①すごく理解できた：57.1％、②理解できた：28.6％の結果であった。  
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１０．講師の教え方 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 4 57.1% 

分かり易かった 3 42.9% 

普 通 0 0.0% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆  ①すごく分かり易かった：57.1％、②分かり易かった：42.9％の結果であった。  
 

 

 

 

１１．テキストの内容 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 0 0.0% 

分かり易かった 7 100.0% 

普 通 0 0.0% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

 

◆  全員から分かり易かったとの結果であった。  
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１２．講義と演習のバランス 

項  目 回答数 割合 

すごく良かった 3 42.9% 

良かった 3 42.9% 

あまり良くなかった 1 14.3% 

良くなかった 0 0.0% 

◇あまり良くなかった：ワークショップの時間が
短かった。 

 

 

 

 

◆  すごく良かった・良かったともに 42.9％の結果であった。  
 

 

１３．開催日時について 

Ａ．時期 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 7 100.0%

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  開催時期は全員が適切であった。  

 

 Ｂ．曜日 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 7 100.0%

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

  

適切で
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7
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7
100.0%

すごく

良かった

3
42.9%

良かった

3

42.9%

あまり

良く

なかった
1

14.3%



200 

 

１４．講座の時間数 

 

項  目 回答数 割合 

長かった 1 14.3% 

ちょうど良かった 5 71.4% 

短かった 1 14.3% 

よくわからない 0 0.0% 

◇ 適切な時間数：３時間 1 

６時間程度 1 

 

 

 

◆  時間は①ちょうど良かった：71.4％、②短かった：14.3％（６時間）・長かった：14.3％
（３時間）の結果であった。 

 

 

 

 

１５．講座の会場 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 7 100.0% 

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

 

◆  全員が適切であった。  
 

  

適切で

あった

7
100.0%

ちょうど
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1

14.3%
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１６．本講座の必要性 

 

項  目 回答数 割合 

すごく必要と思う 3 42.9% 

必要と思う 4 57.1% 

あまり必要と思わない 0 0.0% 

わからない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①必要と思う：57.1％、②すごく必要と思う：42.9％の結果であった。  
 

 

１７．本講座は、今後の仕事やキャリアに活かせるか 

Ⓐ仕事面 

 

項  目 回答数 割合 

仕事に活かせる 2 28.6% 

多分仕事に活かせる 4 57.1% 

仕事に活かせない 1 14.3% 

わからない 0 0.0% 

 

 

 

 

◆  ①多分仕事に活かせる：57.1％、②仕事に活かせる：28.6％であった。  
 
Ⓑキャリア面 

 

項  目 回答数 割合 

キャリアに活かせる 2 28.6% 

多分キャリアに活かせる 4 57.1% 

キャリアに活かせない 0 0.0% 

わからない 1 14.3% 

 

 

 

◆  ①多分キャリアに活かせる：57.1％、②キャリアに活かせる：28.6％の結果であった。
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28.6%

わからない

1

14.3%

多分

仕事に

活かせる
4

57.1%
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１８．今後の講座への参加 

 

項  目 回答数 割合 

是非参加する 2 28.6% 

都合が合えば参加する 4 57.1% 

わからない 1 14.3% 

参加しない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆  ①都合が合えば参加する：57.1％、②是非参加する：28.6％の結果であった。  
 

 

 

 

１９．ご意見をお願いいたします。 

    

  なし 

 

 

 

 

２０．差し支え無ければ下記欄へのご記入をお願いいたします。 

 

  なし 
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「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～【大阪】」アンケートまとめ 

１．業種と職種 

学生の受講者が目立った。 

２．会社規模 

業種の特徴で設計事務所からの参加が多く、その企業規模は 29 人以下が多い。  

３．年令層 

学生が多かったため、20 代の年齢層の受講者が多い結果である。  

４．資格の有無 

講座案内が建築士会関係ということがメインでもあったため、有資格者の受講比率が

高い。 

５．講座の受講理由  

講座選びでは、興味・関心があるものから将来必要な講座という優先順位であるとい

うことが分かる。 

６．CPD 認定講座についての意識  

今回は単位を求める受講者はいない結果となったが、大都市圏では同じような講座が

数多く実施されているため、受講者は必ずしも単位取得がメインではなく、講座の質保

証ができている講座を選んでいる。改めて第三者の評価が必要であると認識できた結果

である。 

７．講座内容 

受講者全員に満足できる内容の講座開発ができた結果である。 

８．理解度 

ほとんどの受講者に理解できる内容の講座開発ができた結果である。 

９．講師の教え方 

受講者全員に分かり易いように丁寧に講師が教えていた結果である。 

10．テキスト内容 

受講者全員に分かり易い内容のテキスト開発ができた結果である。 

11．講義と演習（ワークショップ）のバランス  

ほとんどの受講者全員から良いバランスの時間配分であった結果である。 

12．開催時期と時間  

開催時期とその時間配分については、平成 28 年度のアンケート結果をもとに改善した

結果である。 

13．講座会場  

講座会場が最寄りの駅から徒歩２分以内という結果である。 
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14．社会人の学び直しの取組み 

受講者全員が、社会的に求められるものを学習・習得していかなければならないとい

う表れの結果である。 

15．本講座が仕事面とキャリア面に活かせるか  

仕事面とキャリア面ともに、実務に直結する内容であることとキャリアを積み上げる

ことができる講座という結果である。 

16．今後の参加 

仕事等の都合による表れの回答であるが、講座内容（講師の教え方、テキスト、実施

方法、開催時期、時間等）のバランスが良かったことが分かった結果である。 

 

＜ まとめ ＞ 

日本建築士会連合会による CPD 認定講座の承認を得て、大都市圏で講座を実施した。

建築士会 CPD 認定講座として発信し、協力校と建築士会関係等の協力を仰ぎ、受講者募

集を行ったが、開催時期も重なった同じような講座が数多く開催されて厳しい状況の中

で受講者数が伸びなかった。  

建築士関係団体からの講座が 10 月～12 月に数多く開催されているため、大阪地域で

は５～６月頃に講座開催するのが望ましいとの意見があった。  

講座自体としては、受講者にとって満足度の高い講座全体のバランスが良い講座開発

ができたことがアンケート結果からも分かる。  

また、CPD 認定講座として承認を受けたことにより、プログラム ID が発行される。

日本建築士会連合会とのプロバイダー契約を行い、この発行されたプログラム ID を使用

すれば地域や企業・団体の縛りが無く、開催できる講座を開発することができた。  

しかしながら、本講座を汎用的に普及することにおいては、国土交通省が推進してい

る内容を参考としているが、もっと広く関係団体との連携を結び実施していくことが課

題として残っている。  
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■ 実証講座結果（履修判定試験ワークショップ（講師判定）及びカルテ点数（コマ毎の小テスト点数）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  





 

 

 

 

 

 

 

 

新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 
～設計・施工技術要論～ 

 

全地域合計 
 

【受講者アンケート比較】 
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「受講前アンケート」集計・分析 

 

１．業種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合

建築業（戸建て） 13 27.1% 土木関連 1 2.1% 

建設業（ビル・施設） 2 4.2% 不動産業 2 4.2% 

設計 24 50.0% コンサル 2 4.2% 

設備関連業 

（電気・ガス・熱供給・水道業） 
3 6.3% その他 10 20.8%

◇ その他：無職、自動車メーカー、学生、CADメーカー、教育事業 

 
◆ ３講座全体では、業種は①設計：50％、②建築（戸建て）：27.1％との回答。  
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２．職種 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

管理職 10 20.8% 現場監督職 5 10.4% 

営業職 5 10.4% 技術・研究職 1 2.1% 

事務職 1 2.1% その他 9 18.8% 

設計職 30 62.5%

◇ その他：自営業、無、教員、講師、学生 

 
◆ ３講座全体では、職種は①設計職：62.5％、②管理職：20.8％の結果であった。 

 
 

 

３．従業員数 

 

項  目 回答数 割合 

29 人以下 29 60.4% 

30～99 人 6 12.5% 

100～299 人 5 10.4% 

300～999 人 1 2.1% 

1,000 人以上 2 4.2% 

未回答（学生） 5 10.4% 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①29 人以下：60.4％、②30～99 人：12.5％の結果であった。 
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４．年令 

 

項  目 回答数 割合 

20 代未満 1 2.1% 

20 代 7 14.6% 

30 代 3 6.3% 

40 代 12 25.0% 

50 代 10 20.8% 

60 代以上 15 31.3% 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①60 代以上：31.3％、②40 代：25％の結果であった。 

 

 

 

 

５．資格の有無 

 

項  目 回答数 割合 

持っている 41 85.4% 

持っていない 7 14.6% 

◇ 持っている：一級建築士 24 

二級建築士 8 

 設備設計一級建築士 1 

 宅地建物取引士 7 

 一級施工管理 3 

 インテリアコーディネーター 2 

 福祉環境コーディネーター2級 3 

 消防設備甲種Ⅰ類 1 

 インテリアプランナー 1 

 建築設備士 2 

 

◆ ３講座全体では、持っている：85.4％（①一級建築士：58.5％、②二級建築士：19.5％の順）の結果で

あった。 
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６．本講座をどのようにして知ったか 

 

項  目 回答数 割合 

建築士関係から 8 16.7% 

学校から 19 39.6% 

会社から 5 10.4% 

エコピープル支援協議会から 0 0.0% 

知人から 2 4.2% 

その他 14 29.2% 

◇ その他：JIA、企業案内、インターネット 

 

 

 

 

 

７．受講理由 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 回答数 割合  回答数 割合 

興味・関心があったから 25 52.1% ＣＰＤの単位取得ができるから 7 14.6% 

現在業務で必要だから 17 35.4% なんとなく 0 0.0% 

将来必要と思ったから 16 33.3% その他 3 6.3% 

◇ その他：省エネ法が義務化されるため、先生の進めで 

 

◆ ３講座全体では、①興味・関心があったから：52.1％、②現在業務で必要だから：35.4％の結果であっ

た。 
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８．講座内容について 

 

項  目 回答数 割合 

すごく満足した 18 37.5% 

満足した 28 58.3% 

普 通 2 4.2% 

少しもの足りなかった 0 0.0% 

もの足りなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①満足した：58.3％、②すごく満足した：37.5％の結果であった。 

 

 

 

 

９．講座の理解度 

 

項  目 回答数 割合 

すごく理解できた 11 22.9% 

理解できた 32 66.7% 

少し理解できた 5 10.4% 

全く理解できなかった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①理解できた：66.7％、②すごく理解できた：22.9％の結果であった。 
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１０．講師の教え方 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 23 47.9% 

分かり易かった 24 50.0% 

普 通 1 2.1% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①分かり易かった：50％、②すごく分かり易かった：47.9％の結果であった。 

 

 

 

 

１１．テキストの内容 

 

項  目 回答数 割合 

すごく分かり易かった 15 31.3% 

分かり易かった 28 58.3% 

普 通 4 8.3% 

少し分かりにくかった 0 0.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

その他 1 2.1% 

◇ その他：やや読みづらいページもあった。 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①分かり易かった：58.3％、②すごく分かり易かった：31.3％の結果であった。 
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１２．講義と演習のバランス 

項  目 回答数 割合 

すごく良かった 10 20.8% 

良かった 37 77.1% 

あまり良くなかった 1 2.1% 

良くなかった 0 0.0% 

◇ その他：ワークショップの時間が短かった。 

 

 

 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①良かった：77.1％、②すごく良かった：20.8％の結果であった。 

 

 

１３．開催日時について 

 

Ａ．時期 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 48 100.0%

不適切であった 0 0.0% 

 

 

 

 

 

 

◆ ３講座全体では、開催時期は全員が適切であった。 

 

 Ｂ．曜日 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 48 100.0%

不適切であった 0 0.0% 
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１４．講座の時間数 

 

項  目 回答数 割合 

長かった 2 4.2% 

ちょうど良かった 36 75.0% 

短かった 10 20.8% 

よくわからない 0 0.0% 

◇ 適切な時間数：１日（８時間程度）  1 

６時間程度 9 

３時間 2 

 

 

 

◆ 時間は①ちょうど良かった：75％、②短かった：20.8％（②の回答の内、６時間：90％、１日（８時間程

度）：10％）の結果であった。 

 

 

 

 

１５．講座の会場 

 

項  目 回答数 割合 

適切であった 48 100.0% 

不適切であった 0 0.0% 

◇ その他： 

会場としては良かったが、欲を言えば、も

う少し駅から近い方が良かった。会場ま

での道が分かりづらかった。 
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１６．本講座の必要性 

 

項  目 回答数 割合 

すごく必要と思う 26 54.2% 

必要と思う 22 45.8% 

あまり必要と思わない 0 0.0% 

わからない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①すごく必要と思う：54.2％、②必要と思う：45.8％の結果であった。 

 

 

１７．本講座は、今後の仕事やキャリアに活かせるか 

Ⓐ仕事面 

 

項  目 回答数 割合 

仕事に活かせる 35 72.9% 

多分仕事に活かせる 10 20.8% 

仕事に活かせない 1 2.1% 

わからない 2 4.2% 

◇ その他：現在、未資格で仕事に活かせない。

資格取得後に活かせるようにしたい。 

 

 

◆ ３講座全体では、仕事面は①仕事に活かせる：72.9％、②多分仕事に活かせる：20.8％、 

 

Ⓑキャリア面 

 

項  目 回答数 割合 

キャリアに活かせる 17 35.4% 

多分キャリアに活かせる 17 35.4% 

キャリアに活かせない 0 0.0% 

わからない 14 29.2% 

◇ その他：もっと時間をかけて具体的な内容だと

良い。 

 

◆ ３講座全体では、キャリア面は①キャリアに活かせる：35.4％・多分キャリアに活かせる：35.4％の結果

であった。  

キャリアに

活かせる

17
35.4%

多分

キャリアに

活かせる
17

35.4%

わからない

14

29.2%

仕事に

活かせる

35
72.9%

多分

仕事に

活かせる
10

20.8%

わから

ない

2
4.2%

仕事に

活かせ

ない
1

2.1%

必要と思う

22

45.8%

すごく

必要と思う

26
54.2%
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１８．今後の講座への参加 

 

項  目 回答数 割合 

是非参加する 22 45.8% 

都合が合えば参加する 25 52.1% 

わからない 1 2.1% 

参加しない 0 0.0% 

 

 

 

 

 

◆ ３講座全体では、①都合が合えば参加する：52.1％、②是非参加する：45.8％の結果であった。 

 

 

 

１９．ご意見をお願いいたします。 

    

テキストＰ20 非住宅の一次エネルギー消費量の解説に中で、ＥＶという記述が無かった。 

生涯教育及び生産教育に税金を投入することは素晴らしく良い。 

外皮計算をもう少し簡略化してほしい。 

申請書の作成の仕方講座等を開催してほしい。 

大変良かった。 

なぜ国交省ではなく文科省なのか。 

テキストの文字がやや読みにくかったので読みやすければ良かった。 

とても勉強になりました。 

省エネについてレベルアップを図りたい。 

難しい分野と思っていたが、少し身近になった。 

また別の内容の講座で講師にお願いしたい。 

ワークショップや実技（演習）は聞くだけより、フォローもあることから身に付くので良いと感じた。 

 

 

 

２０．差し支え無ければ下記欄へのご記入をお願いいたします。 

 

  なし  

都合が

合えば

参加する
25

52.1%

是非

参加する

22
45.8%

わから

ない

1
2.1%
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実証講座「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座」アンケート調査結果 

 

以下、東京と愛知、大阪の受講者アンケートをまとめたものである。 

複数回答の場合は、項目毎に捉えて参照ください。 

■ 業種と職種 

東京地域では、業種が①設計：52％、②建築（戸建て）：32％との回答。職種では、①設計職：80％、②

その他（教員・講師）：12％の結果であった。 

愛知地域では、業種が①設計：62.5％、②建築（戸建て）：31.3％との回答。職種では、①設計職：

56.3％、②管理職：37.5％の結果であった。 

大阪地域では、業種が①その他（学生）：57.1％、②設備関係：28.6％との回答。職種では、①その他

（教員・講師）：57.1％、②管理職：28.6％の結果であった。 

◎ 実務に直結する内容の講座ということで実務家が多いが、学生と教育職のも見受けられる。 

■ 受講者の会社規模 

東京地域では、①29 人以下：56％、②30～99 人：24％の結果であった。 

愛知地域では、①29 人以下：75％、②1,000 人以上：12.5％の結果であった。 

大阪地域では、①未回答（学生）：57.1％、②29 人以下：42.9％の結果であった。 

◎ 業種として、29 人以下が多いことが分かる。 

■ 受講者の年令層 

東京地域では、①40 代：36％、②50 代：28％の結果であった。 

愛知地域では、①60 代以上：56.3％、②50 代：18.8％の結果であった。 

大阪地域では、①20 代：71.4％、②20 代未満・40 代：14.3％の結果であった。 

◎ 幅広い年代層に興味を持たせる講座であることがわかる。 

■ 資格の有無 

東京地域では、持っている：92％（①一級建築士：60.9％、②二級建築士：30.4％の順）の結果であっ

た。 

愛知地域では、持っている：87.5％（①一級建築士：71.4％、②宅地建物取引士：28.6％の順）の結果

であった。 

大阪地域では、持っている：50％（①福祉住環境コーディネーター２級：50％、②二級建築士・建築設

備士：25％の順）の結果であった。 

◎ 建築士会連合会の CPD 認定講座として発信していることもあり、有資格者が多く受講している。 

■ 講座の受講理由 

東京地域では、①現在業務で必要だから：48％、②興味・関心があったから：44％の結果であった。 

愛知地域では、①興味・関心があったから：62.5％、②将来必要と思ったから：37.5％の結果であった。 

大阪地域では、①興味・関心があったから：57.1％、②将来必要と思ったから：42.9％の結果であった。 
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◎ 興味・関心がある内容、将来的に必要な内容、業務に必要な内容のどれかで多くは受講の判断を

している。 

■ CPD 認定講座についての意識 

東京地域では、16％であった。 

愛知地域では、18.8％であった。 

大阪地域では、単位を求める受講生はいなかった。 

３講座全体では、14.6％であった。平成 28 年度の高知・福岡では 25％であった。 

◎ 他の地域と違い、大都市圏ということもあってか本講座を含め CPD 認定講座は数多く開催されてい

る表れと考えられる。 

■ 講座内容について 

東京地域では、①満足した：60％、②すごく満足した：40％の結果であった。 

愛知地域では、①満足した：56.3％、②すごく満足した：31.3％の結果であった。 

大阪地域では、①満足した：57.1％、②すごく満足した：42.9％の結果であった。 

◎ ３地域ともに受講すると満足度が高いことがわかる。 

■ 講座内容の理解度について 

東京地域では、①理解できた：76％、②すごく理解できた：20％の結果であった。 

愛知地域では、①理解できた：68.8％、②すごく理解できた：18.8％の結果であった。 

大阪地域では、①すごく理解できた：57.1％、②理解できた：28.6％の結果であった。 

◎ ３地域ともに十分理解できる講座であることがことがわかる。 

■ 講師の教え方について 

東京地域では、①すごく分かり易かった：60％、②分かり易かった：40％の結果であった。 

愛知地域では、①分かり易かった：68.8％、②すごく分かり易かった：25％の結果であった。 

大阪地域では、①すごく分かり易かった：57.1％、②分かり易かった：42.9％の結果であった。 

◎ ３地域ともに講師の教え方に満足したことがわかる。 

■ テキストの内容について 

東京地域では、①すごく分かり易かった：48％、②分かり易かった：36％の結果であった。 

愛知地域では、①分かり易かった：75％、②すごく分かり易かった：18.8％の結果であった。 

大阪地域では、全員が分かり易かったの結果であった。 

◎ 多少、見え辛い部分もあったのも見受けられたが、受講生全員が満足していたことがわかる。 

■ 講義と演習（ワークショップ）のバランスについて 

東京地域では、①良かった：84％、②すごく良かった：16％の結果であった。 

愛知地域では、①良かった：81.3％、②すごく良かった：18.8％の結果であった。 

大阪地域では、すごく良かった・良かったともに 42.9％の結果であった。 
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◎ 伝えるものが多かった分、ワークショップの時間配分が難しかったが、満足度は高かったことがわか

る。 

■ 講座の開催時期と時間について 

東京地域では、開催時期は全員が適切であった。時間は①ちょうど良かった：80％、②短かった：20％

（②回答の内、６時間：80％、１日（８時間程度）：20％）の結果であった。 

愛知地域では、開催時期は全員が適切であった。時間は①ちょうど良かった：68.8％、②短かった：

25％（②回答、全員６時間）の結果であった。 

大阪地域では、開催時期は全員が適切であった。時間は①ちょうど良かった：71.4％、②短かった：

14.3％（６時間）・長かった：14.3％（３時間）の結果であった。 

◎ 要点を整理しても伝えるものが多かった分、進めるスピードも速かったことで、時間的には短いと感

じる受講生が少なからずいた。 

■ 講座会場について 

東京地域では、全員が適切であった。 

愛知地域では、全員が適切であった。 

大阪地域では、全員が適切であった。 

◎ 各会場ともに駅から徒歩５分以内ということもあり、全員が適切であるとの回答であった。 

■ 社会人学び直しの取り組みについて 

東京地域では、①すごく必要と思う：60％、②必要と思う：40％の結果であった。 

愛知地域では、①すごく必要と思う：50％・必要と思う：50％の結果であった。 

大阪地域では、①必要と思う：57.1％、②すごく必要と思う：42.9％の結果であった。 

◎ 受講生全員が必要と考えている。社会的に求められるものを吸収していかなければならないという

表れと考えられる。 

■ 本講座が仕事面とキャリア面に活かせるかについて 

東京地域では、仕事面は①仕事に活かせる：92％、②多分仕事に活かせる：８％、キャリア面は①キャ

リアに活かせる：48％、②多分キャリアに活かせる：28％の結果であった。 

愛知地域では、仕事面は①仕事に活かせる：62.5％、②多分仕事に活かせる：25％、キャリア面は①わ

からない：43.8％、②多分キャリアに活かせる：37.5％の結果であった。 

大阪地域では、仕事面は①多分仕事に活かせる：57.1％、②仕事に活かせる：28.6％、キャリア面は①

多分キャリアに活かせる：57.1％、②キャリアに活かせる：28.6％の結果であった。 

◎ 実務に直結している内容でもあるため、仕事面では「活かせる」ものであり、キャリアアップを求めて

受講していないことが分かる。 

■ 今後の参加について 

東京地域では、①是非参加する：56％、②都合が合えば参加する：44％の結果であった。 

愛知地域では、①都合が合えば参加する：62.5％、②是非参加する：37.5％の結果であった。 

大阪地域では、①都合が合えば参加する：57.1％、②是非参加する：28.6％の結果であった。 
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◎ 参加するとの回答がほとんどから、講座内容・テキスト・実施方法・開催時期・時間等のバランスが

良かったことがわかる。 
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第６章 評価・検証 

 

１．第三者評価手法 

（１）企画推進委員会における本事業の検証 

① 背景・・ 

文科省「運用指針」において、「地域版学び直し教育プログラム等の開発・実証」（職域プロジェク

トＡ）を実施する場合、教育プログラムの開発に関係していない産業界（企業・団体）からの教育プロ

グラムの評価の実施が要件としてもとめられている。 

そのため、本事業においては、平成 28 年度同様に引き続き、その実施体制を以下の実施体制

図の通り、評価・検証する有識者会議の「企画推進委員会」で行うこととしている（「平成 29 年度事

業計画書」より）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 【企画推進委員会】 

事業全体のＫＰＴ等、進捗状況管理・検証・評価する有識者会議 

② 【プログラム開発委員会】 

地域特性（都市型）を評価したプログラム開発(カリキュラム・シラバス・コマシラバス・授業シー

ト・授業カルテ・履修判定試験、テキスト、サブテキスト等)と外部機関の認証評価（ＣＰＤ）の取得 

③ １～３【○○地域版実証講座 WG】 

地域特性（都市型）を活かした実証講座の実施と普及検証(社会人の受講特性)、講座募集、

受講者募集 

 

② 目的・検討内容等・・・ 

「企画推進委員会」は、本事業全体のＫＰＩ等、進捗状況管理・検証・評価する有識者会議と位置

付けている。 

また、会議内容は、「実証講座のプログラムの精査、実証講座実施日決定から終了までの進捗管

理と実証講座の質保証・評価、成果報告の検証」としている（「平成 29 年度事業計画書」より）。 

 

  

①企画推進
委員会

③東京地域版
実証講座WG

③愛知地域版
実証講座WG

③大阪地域版
実証講座WG

②プログラム
開発委員会

実施体制図 
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【評価概要一覧表】 

目的 
本事業の目的である「中核的専門人材の養成」、「社会人の学び直し」、

「受講者数の確保」、「学び易い講座」となっているのかの成果を計る。

評価委員 
本事業の企画推進委員会より３名選出（内、２名は平成 28 年度から引

き続き担当し、比較評価を行う） 

評価方法 平成 28 年度と同様の評価様式を用いて評価点で判断する。 

評価期間 平成 29 年 12 月 21 日～平成 30 年１月 25 日 

評価判断の

ための資料 

事業計画書、本事業全体スケジュール、各実証講座のシラバス・コマ

シラバス、各実証講座教材（テキスト、授業シート、授業カルテ、授

業カルテ解答・解説、履修判定試験、参考資料等）、各実証講座の履修

判定試験結果、講師履歴、募集要項、各ＷＧ会議議事録、各実証講座

受講者アンケート、その他（事務局へ要求） 等 

 

③ 教育プログラムの有効性に関する検証方法概要 

シラバス・コマシラバスを基に、テキストの内容、受講者の属性を含め、講座状況とヒアリングや受

講者アンケート、試験結果から企画推進委員会から選定した委員に評価を求める（「平成 29 年度

事業計画書」より）。 

評価には、作成した専用の点数評価様式を使用し、講座の有効性について検証する。 

この評価手法を基に、「第三者教育プログラム検証体制」を構築する。 
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④ 評価要素と観点（案） 

1. 事業の適正（人材像の明確化、学修成果の明示、教育プログラムの整合性、受講生募集、講

座普及 等）、2. 教育プログラムの内容（テキスト・サブテキストの開発、シラバス・コマシラバスの開

発、講師キャリア 等）、3. 実証講座の環境（地域特性の反映、開催場所の適正化、開催時期・講

座時間、教場・設備 等）、4. 受講生の受講前と受講後（受講者アンケート、受講者属性 等）を作

成した専用の点数評価様式を使用し評価を行う（「平成 29 年度事業計画書」より）。 

  

【評価・検証のイメージ】 
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⑤ 第三者評価様式 
 

評価 

項目 
【事業のポイント】評価の観点 配分点 採点

評 

 

価 

 

項 

 

目 

1 【成長分野】成長分野(環境・エネルギー分野)として期待できる教育プログラムになっているか 10点  

2 【社会人の学び直し】社会人の学び直しに沿った全体的な教育プログラムになっているか 15点  

3 【地域創生/連携】地方地域の企業や団体、教育機関と連携がとれているか 10点  

4 【産学連携体制】企業や団体と連携したカリキュラム・シラバス・コマシラバス等の開発になっているか 10点  

5 【中核人材①】目指す人材像に沿ったカリキュラム・シラバス・コマシラバスになっているか 5点  

6 【中核人材②】目指す人材像に沿ったテキスト・教材になっているか 5点  

7 【中核人材③】目指す人材像に沿った講師（キャリア）になっているか 5点  

8 【受講生の声①】開催地域・開催時期・時間・教場・設備等は適切であったか 5点  

9 【受講生の声②】受講生アンケートから受講後のキャリア形成に役に立つと思われるか 10点  

10 【受講生の声③】受講生アンケートから受講後の業務(仕事)に役に立つと思われるか 5点  

11 【今後の普及】事業終了後、開発した成果物は普及しそうか 10点  

加 

点 
12 

【その他】第三者評価者から評価できる観点 

「                                                           」 
10点  

  満点 100点  

 
<配分点の考え方/ボリューム> 

 大変優れている 優れている やや優れている 不適当である 

5 点満点 5 4 3 2 1 

10 点満点  10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

15 点満点 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

 

評価者 

コメント 

 

 

 

 

 

 

評価者氏名  所 属  
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２．第三者からの評価 

（１）企業関係者：第三者評価シート 
 

評価 

項目 
【事業のポイント】評価の観点 配分点 採点

評 

 

価 

 

項 

 

目 

1 【成長分野】成長分野(環境・エネルギー分野)として期待できる教育プログラムになっているか 10点 9 

2 【社会人の学び直し】社会人の学び直しに沿った全体的な教育プログラムになっているか 15点 13

3 【地域創生/連携】地方地域の企業や団体、教育機関と連携がとれているか 10点 7 

4 【産学連携体制】企業や団体と連携したカリキュラム・シラバス・コマシラバス等の開発になっているか 10点 7 

5 【中核人材①】目指す人材像に沿ったカリキュラム・シラバス・コマシラバスになっているか 5点 3 

6 【中核人材②】目指す人材像に沿ったテキスト・教材になっているか 5点 5 

7 【中核人材③】目指す人材像に沿った講師（キャリア）になっているか 5点 5 

8 【受講生の声①】開催地域・開催時期・時間・教場・設備等は適切であったか 5点 5 

9 【受講生の声②】受講生アンケートから受講後のキャリア形成に役に立つと思われるか 10点 9 

10 【受講生の声③】受講生アンケートから受講後の業務(仕事)に役に立つと思われるか 5点 4 

11 【今後の普及】事業終了後、開発した成果物は普及しそうか 10点 9 

加 

点 
12 

【その他】第三者評価者から評価できる観点 

「講座内容についてほぼ全員が満足している。」 
10点 9 

  満点 100点 85

 
<配分点の考え方/ボリューム> 

 大変優れている 優れている やや優れている 不適当である 

5 点満点 5 4 3 2 1 

10 点満点  10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

15 点満点 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

 

評価者 

コメント 

昨年の課題と言える、受講者数の増加への取り組みに関して、大都市圏での開催と住環境口座の一

部コマ数削減等が奏功して、受講者数が増えている（住環境：約 1.5 倍、新省エネ：約 2 倍）のは評価で

きる。 

講座の開催時期と時間においても昨年の反省が生かされて、非常に満足度が高いと言える。こうした

結果は、講座内容と受講者のニーズがしっかり合致していることの表れであり、告知面でも、有効で

あったと思われる。ただ、受講者がほとんど有資格者であったことなどを考慮すると、内容として、レベ

ルが高いものであったことが想像できる。 

当社の社員が大阪で受講させていただいたが、事前のチラシ等では、内容が十分に把握されておら

ず、事前の告知内容と講座内容にややミスマッチがあったと、受講した本人から聞いた。そういう意味で

も、今後の告知方法や、ターゲット、受講者の声など、といった詳細な告知をすることで、さらに満足度を

上げることができるとともに、幅広く受講者を増やすことも可能と考える。 

また、講座内容やテキストにも工夫したことで、内容や理解度についても非常に高い評価と言え、本

講座は、全体を通して、成功と評価できる。 

 

評価者氏名  所 属 企業関係者 



 

230 

（２）大学関係者：第三者評価シート 
 

評価 

項目 
【事業のポイント】評価の観点 配分点 採点

評 

 

価 

 

項 

 

目 

1 【成長分野】成長分野(環境・エネルギー分野)として期待できる教育プログラムになっているか 10点 9 

2 【社会人の学び直し】社会人の学び直しに沿った全体的な教育プログラムになっているか 15点 12

3 【地域創生/連携】地方地域の企業や団体、教育機関と連携がとれているか 10点 7 

4 【産学連携体制】企業や団体と連携したカリキュラム・シラバス・コマシラバス等の開発になっているか 10点 6 

5 【中核人材①】目指す人材像に沿ったカリキュラム・シラバス・コマシラバスになっているか 5点 5 

6 【中核人材②】目指す人材像に沿ったテキスト・教材になっているか 5点 5 

7 【中核人材③】目指す人材像に沿った講師（キャリア）になっているか 5点 5 

8 【受講生の声①】開催地域・開催時期・時間・教場・設備等は適切であったか 5点 5 

9 【受講生の声②】受講生アンケートから受講後のキャリア形成に役に立つと思われるか 10点 7 

10 【受講生の声③】受講生アンケートから受講後の業務(仕事)に役に立つと思われるか 5点 5 

11 【今後の普及】事業終了後、開発した成果物は普及しそうか 10点 7 

加 

点 
12 

【その他】第三者評価者から評価できる観点 

「開催地域の実情に合った内容になっているか。」 
10点 8 

  満点 100点 81 

 
<配分点の考え方/ボリューム> 

 大変優れている 優れている やや優れている 不適当である 

5 点満点 5 4 3 2 1 

10 点満点  10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

15 点満点 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

 

評価者 

コメント 

今回は、ワークショップや課題演習など、学習した知識・スキルを用いて課題解決に取り組む時間が

プログラムの中に組み込まれており、より実践的かつアウトカムを意識した形で大きく改善されたプログ

ラムであったと思う。 

一方で、プログラムの内容開発については、もっと企業や団体を巻き込む余地はあるのではないかと

感じた。担当講師以外にも、例えば職業現場から参加している企画運営推進委員会のメンバー数名な

どに、プログラム開発委員会レベルで加わっていただき、本プログラムの内容を利用して仕事をするで

あろうさまざまな職業現場の知恵を加えるなどすることによって、もっと職業現場にレリバントな内容に

進化できるのではないかと思う。 

 

評価者氏名  所 属 大学関係者 
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（３）企業団体関係者：第三者評価シート の順で掲載 
 

評価 

項目 
【事業のポイント】評価の観点 配分点 採点

評 

 

価 

 

項 

 

目 

1 【成長分野】成長分野(環境・エネルギー分野)として期待できる教育プログラムになっているか 10点 9 

2 【社会人の学び直し】社会人の学び直しに沿った全体的な教育プログラムになっているか 15点 12

3 【地域創生/連携】地方地域の企業や団体、教育機関と連携がとれているか 10点 8 

4 【産学連携体制】企業や団体と連携したカリキュラム・シラバス・コマシラバス等の開発になっているか 10点 9 

5 【中核人材①】目指す人材像に沿ったカリキュラム・シラバス・コマシラバスになっているか 5点 4 

6 【中核人材②】目指す人材像に沿ったテキスト・教材になっているか 5点 4 

7 【中核人材③】目指す人材像に沿った講師（キャリア）になっているか 5点 3 

8 【受講生の声①】開催地域・開催時期・時間・教場・設備等は適切であったか 5点 4 

9 【受講生の声②】受講生アンケートから受講後のキャリア形成に役に立つと思われるか 10点 8 

10 【受講生の声③】受講生アンケートから受講後の業務(仕事)に役に立つと思われるか 5点 4 

11 【今後の普及】事業終了後、開発した成果物は普及しそうか 10点 8 

加 

点 
12 

【その他】第三者評価者から評価できる観点 

「                                                           」 
10点 8 

  満点 100点 81

 
<配分点の考え方/ボリューム> 

 大変優れている 優れている やや優れている 不適当である 

5 点満点 5 4 3 2 1 

10 点満点  10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

15 点満点 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

 

評価者 

コメント 

昨年度に要改善点としてあげられた「受講者数を増やすこと」については、今年度、大都市（東京・愛

知・大阪）で開催することで一定数の受講者を確保できた。 

カリキュラムについても、①住環境エネルギー講座、②新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講

座、共に職業現場のニーズをくみ取った内容となっていた点が評価できる。受講者属性は、講座によっ

て、業種や職種、年代、保有資格など、若干ばらついたものの、講座満足度を測る指標では、「すごく満

足した・満足した」合算で、講座①は 100%、講座②では 95.8%となった。また、「仕事に活かせる」「次回も

参加する」も共に 90%を超えたことを鑑みても、今年度の事業趣旨・目的については概ね達成したと言え

る。 

 

評価者氏名  所 属 企業団体関係者 
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第７章 ま と め 

 

１．第三者評価・検証からの結論 

企画推進委員会の中から、企業関係者、企業団体関係者、大学関係者の３名を選出（内、２名は平成

28年度と同一者）した評価結果が以下の通りである。 

①評価点数（100 点満点） 

・企業関係者：85 点 

・企業団体関係者：81 点 

・大学関係者：81 点 

②評価コメント（本事業報告書 227 頁参照） 

【評価コメント】 

ⅰ．昨年の課題と言える、受講者数の増加への取り組みに関して、大都市圏での開催と住環境講座の

一部コマ数削減等が奏功して、受講者数が増えている（住環境：約１．５倍、新省エネ：約２倍）のは

評価できる。 

講座の開催時期と時間においても昨年の反省が活かされて、非常に満足度が高いと言える。 

こうした結果は、講座内容と受講者のニーズがしっかり合致していることの表れであり、告知面でも、

有効であったと思われる。 

また、講座内容やテキストにも工夫したことで、内容や理解度についても非常に高い評価と言え、

本講座は、全体を通して、成功と評価できる。 

受講者がほとんど有資格者であったことなどを考慮すると、内容として、レベルが高いものであっ

たことが想像できる。 

ⅱ．昨年度に要改善点としてあげられた「受講者数を増やすこと」については、今年度、大都市（東京・

愛知・大阪）で開催することで一定数の受講者を確保できた。 

カリキュラムについても、①住環境エネルギー講座、②新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者

講座、共に職業現場のニーズをくみ取った内容となっていた点が評価できる。 

受講者属性は、講座によって、業種や職種、年代、保有資格など、若干ばらついたものの、講座

満足度を測る指標では、「すごく満足した・満足した」合算で、講座①は100%、講座②では95.8%と

なった。 

また、「仕事に活かせる」「次回も参加する」も共に90%を超えたことを鑑みても、今年度の事業趣

旨・目的については概ね達成したと言える。 

今回は、ワークショップや課題演習など、学習した知識・スキルを用いて課題解決に取り組む時間

がプログラムの中に組み込まれており、より実践的かつアウトカムを意識した形で大きく改善されたプ

ログラムであったと思う。 
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【課題コメント】 

ⅰ．当社の社員が大阪で受講させていただいたが、事前のチラシ等では、内容が十分に把握されてお

らず、事前の告知内容と講座内容にややミスマッチがあったと、受講した本人から聞いた。 

そういう意味でも、今後の告知方法や、ターゲット、受講者の声など、といった詳細な告知をするこ

とで、さらに満足度を上げることができるとともに、幅広く受講者を増やすことも可能と考える。 

ⅱ．プログラムの内容開発については、もっと企業や団体を巻き込む余地はあるのではないかと感じ

た。 

担当講師以外にも、例えば職業現場から参加している企画運営推進委員会のメンバー数名など

に、プログラム開発委員会レベルで加わっていただき、本プログラムの内容を利用して仕事をするで

あろうさまざまな職業現場の知恵を加えるなどすることによって、もっと職業現場にレリバントな内容に

進化できるのではないかと思う。 

【結 論】 

昨年度の課題として挙げられている評価・検証する上においての受講者数の増加と各講座の実務直

結型とした実践的な受講のし易い講座としての改善については、評価に値する結果となった。 

また、本年度開発した講座においても、９講座全て（実証講座は６講座）において、建築士会CPD認

定講座として承認を得られたことは大きい。 

しかし、一方では、講座募集の方法（講座内容の伝え方等）や関係団体との連携による普及を踏まえ

た取組みを行っていくという課題は残るものとなった。 

ただし、本事業における取組みは、昨年度からの課題の改善とともに、建築関連従事者にとっても有

意義な講座ということが概ね評価される結果となった。 

 

２．実施意義 

上記の結論から、建築従事者への関連への教育プログラム開発において、認定を承認する第三者の

日本建築士会連合会から過去開発した全ての講座14講座において、CPD認定講座として承認を得られ

たことは、対象となる建築関連従事者への更なる質向上となる開発がされていることの証明でもある。 

よって、本事業の取組みにおいては、建築関連従事者への啓蒙活動の一環としての講座開発は、建

築業界として受け入れるべき内容のものを開発しているという評価の表れでもあり、推進していくべきもの

とも考えられる。 

本事業で開発したCPD認定講座は、開発したシラバス・コマシラバスに沿った講座内容であれば講師

やテキストは自由となっている。 

必ずしも本事業で開発したテキストを使用して実施することはなく、各地域で建築関連従事者に単位付

与認定講座として開講できる。 

よって、本事業で目指すべく取組んだ「住環境エネルギー人材」育成において、幅広く活用できる教育

プログラムの開発に対し、第三者の立場である日本建築士会連合会の承認を得ている担保ある講座とし

て、色々な地域や団体で活用できる道標となる講座を開発したことにつきる。 

 

  



 

237 

３．今後の展開に向けて 

全体的に、本年度開発した講座は、昨年度の課題を改善した結果となったが、関係団体との連携や講

座告知手法については課題が残る結果となったことが残念である。 

ただし、第三者的な立場である日本建築士会連合会からは、十分な評価を得られているため、今後、

全国の建築系専門学校をはじめ、業界関連団体とのつながりを広めつつ、各講座のプログラムIDを活用

してもらい、全国的に講座を実施していくことが重要となる。 

以下、本事業において開発した建築士会CPD認定講座一覧表である。これらの講座は、日本建築士

会連合会とのプロバイダー契約が必要とはなるが、地域・団体は関係なく、プログラムIDを活用すれば、

CPD認定講座として開講できる。 

 

【平成 28 年～29 年度開発した建築士会 CPD 認定講座：全 14 講座】 
 

講 座 名 プログラムＩＤ 講 座 名 プログラムＩＤ 

住環境エネルギー講座 

【岡山】 
00179960 

住環境エネルギー講座 

～設備編～【大阪】 
00214501 

住環境エネルギー講座 

【高知】 
00173459 

新省エネ基準・住宅省

エネルギー技術者講座 

～設計・施工技術要論

～【東京】 

00214472 

住環境エネルギー講座 

【福岡】 
00179962 

新省エネ基準・住宅省

エネルギー技術者講座 

～設計・施工技術要論

～【愛知】 

00208817 

新省エネ基準・住宅省エネル

ギー技術者講座【高知】 
00173462 

新省エネ基準・住宅省

エネルギー技術者講座 

～設計・施工技術要論

～【大阪】 

00214475 

新省エネ基準・住宅省エネル

ギー技術者講座【福岡】 
00179961 

住環境エネルギー講座 

～計画編～ 
00208814 

住環境エネルギー講座 

～設備編～【東京】 
00208813 

住環境エネルギー講座 

～施工編～ 
00208815 

住環境エネルギー講座 

～設備編～【愛知】 
00214503 

住環境エネルギー講座 

～評価編～ 
00208816 
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開発した建築士会ＣＰＤ認定講座プログラムＩＤとシラバス・コマシラバス 

 

■住環境エネルギー講座 H28 年度 

【岡山地域版】プログラムＩＤ：00179960／【福岡地域版】プログラムＩＤ：00179962  

【高知地域版】プログラムＩＤ：00173459  

  
科目コード：

系

科

年度

学年

期

教科名

科目名

単位

履修時間

回数

必修・選択

省庁分類

授業形態

作成者

教科書

90分/コマ コマのテーマ 内容 教材・教具

1_ 1 シラバスとの関係 エネルギー消費実態と環境問題の概観

1_ 2 コマ主題 建築・環境・エネルギーの関連性について学ぶ

1_ 3 コマ主題細目

①日本のエネルギー情勢（対象地域の情勢を含む）
②家庭のエネルギー消費実態
③日本における省エネルギーへの取り組み
④現在の環境問題と取り組み【地球環境問題と地域環境問題】
⑤現在の環境問題と取り組み【持続可能な社会、低炭素社会、循環型社会、自然共生社会】
⑥建築と環境との関わり

1_ 4 コマ主題細目深度
対象地域を含めた現在の環境・エネルギー問題を理解し、それらの解決のために建築（住宅）分野にお
いて何をすべきか考究する。

1_ 5 次コマとの関係 現状を課題を理解したうえで、環境に配慮した暮らし方につなげる。

2_ 1 シラバスとの関係 日常生活における環境エネルギー問題に対する取り組み

2_ 2 コマ主題
私たちの日常生活が環境への負荷を与えていることを知り、どのようなライフスタイルを実行すればよい
かについて学ぶ

2_ 3 コマ主題細目

①衣と食（ライフワーク）
②住【環境共生住宅、シックハウス症候群等】
③消費行動
④廃棄物・リサイクル
⑤交通・流通

2_ 4 コマ主題細目深度
私たち一人ひとりの意識や行動が環境エネルギー問題の解決に重要であることを理解し、自分が実行
できることを考究する。

2_ 5 次コマとの関係 日常生活を送るにあたり、建築空間の快適性を図ることの重要性を理解する。

3_ 1 シラバスとの関係 環境工学分野の基本事項

3_ 2 コマ主題
建築環境工学分野の観点から、室内環境の快適な状態を追求する建築計画の方法論に関して学習す
るとともに、その本質的な計画原理を学ぶ。

3_ 3 コマ主題細目

①熱環境
②光環境（採光・日射・日影）
③光環境（色彩）

3_ 4 コマ主題細目深度
熱環境と光環境に関する基本的知識を理解し、建築室内環境の快適性を図るための技術的方法につ
いて考究する。

3_ 5 次コマとの関係 本コマでは熱環境と光環境について学び、次コマの空気環境と音環境につなげる。

シラバス（概要）

現在、住環境に配慮した建築物への関心が高まってきています。
しかし、住宅・建築分野はわが国のエネルギー消費の約３割を占め、核家族化による世帯数の増加、世帯床面積の増加、家電の充実、ライ
フスタイルの変化で、エネルギー消費は増えています。
国としても「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策の中間報告では、平成32年までに新築住宅の省エネルギー基準への
100％適合化をめざしています。
そのような社会背景の元、建築業界にとって住環境エネルギー化の手法や施工技術の向上は必要不可欠なスキルです。
本講座では、住環境エネルギーにまつわる社会背景から建築物の計画手法、施工計画、効果、施工上の留意点まで幅広く学び、社会や、
建築業界から必要とされる人材育成を目的としています。

平成28年度

地域版社会人学び直し講座

住環境エネルギー講座
【岡山版】

12ｈ

1

講義 評価方法

スコア制（点数）として、社会人の属性（職種・勤続年数・年齢・有資格等）との関連性を相対評価し、アウトカム（到達点）の透明性を評価す
る。オリジナルテキスト

コマシラバス

項目

1 総論

オリジナルテ
キスト
＋地域の環
境・エネル
ギー政策

2 ライフスタイル
オリジナルテ
キスト

3 計画（１）
オリジナルテ
キスト
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  3_ 4 コマ主題細目深度
熱環境と光環境に関する基本的知識を理解し、建築室内環境の快適性を図るための技術的方法につ
いて考究する。

3_ 5 次コマとの関係 本コマでは熱環境と光環境について学び、次コマの空気環境と音環境につなげる。

4_ 1 シラバスとの関係 環境工学分野の基本事項

4_ 2 コマ主題
建築環境工学分野の観点から、室内環境の快適な状態を追求する建築計画の方法論に関して学習す
るとともに、その本質的な計画原理を学ぶ。

4_ 3 コマ主題細目

①空気環境（換気）
②空気環境（湿気・結露）
③音環境

4_ 4 コマ主題細目深度
空気環境と音環境に関する基本的知識を理解し、建築室内環境の快適性を図るための技術的方法に
ついて考究する。

4_ 5 次コマとの関係 建築環境工学分野の観点からの計画を理解したうえで、建築設備分野につなげる。

1_ 1 シラバスとの関係 建築設備分野の基本事項

1_ 2 コマ主題
建築設備分野の観点から、室内環境の快適な状態を追求する建築計画の方法論に関して学習すると
ともに、その本質的な計画原理を学ぶ。

1_ 3 コマ主題細目

①生活分野に関連する機器（給湯器）
②生活分野に関連する機器（暖冷房機器）
③生活分野に関連する機器（照明器具）
④生活分野に関連する機器（その他機器）
⑤省エネルギー型機器普及に向けた制度（トップランナー基準）
⑥省エネルギー型機器普及に向けた制度（ラベリング制度）
⑦省エネルギー型機器普及に向けた制度（国際エネルギースタープログラム）
⑧再生可能エネルギー利用（太陽光発電）
⑨再生可能エネルギー利用（太陽熱利用給湯）
⑩再生可能エネルギー利用（地中熱利用ヒートポンプ）

1_ 4 コマ主題細目深度
家庭で使用する機器を選択する際に、省エネルギー性能の高いものを選び、適切に使用することで、家
庭のエネルギー消費量を削減することの重要性を理解する。

1_ 5 次コマとの関係 設備の基本的事項を理解したうえで、建築設計・施工手法の学習につなげる。

2_ 1 シラバスとの関係 建築設計・施工の基本事項

2_ 2 コマ主題 具体的な建築設計・施工手法の基本事項を学ぶ。

2_ 3 コマ主題細目

①省エネルギー住宅づくりの基本（戸建住宅）
②省エネルギー住宅づくりの基本（集合住宅）
③省エネルギー住宅の施工ポイント（躯体の断熱）
④省エネルギー住宅の施工ポイント（開口部の断熱）【ガラス、サッシ、日射遮蔽性能】
⑤省エネルギーリフォーム（戸建住宅）
⑥省エネルギーリフォーム（集合住宅）

2_ 4 コマ主題細目深度
省エネルギー住宅の設計や省エネルギーリフォームを実施するにあたっての施工手法について理解す
る。

2_ 5 次コマとの関係 省エネルギー住宅の設計・施工手法を理解したうえで、普及につなげる。

3_ 1 シラバスとの関係 省エネルギー住宅とは、普及制度

3_ 2 コマ主題 省エネルギー住宅を普及させるための制度、省エネルギー住宅を作る方法について理解する。

3_ 3 コマ主題細目

①住宅の省エネルギー基準
②建築物省エネルギー法（エネルギー消費性能基準）【エネルギー消費性能基準、地域区分、一次エ
ネルギーによる評価、外皮性能、仕様基準】
③建築物省エネルギー法（誘導基準）【誘導基準、低炭素建築物の認定基準、ZEH、LCCM、誘導措
置】
④建築物省エネルギー法（住宅事業建築主の判断基準（住宅トップランナー基準））
⑤住宅性能表示制度
⑥窓の断熱性能表示制度
⑦住宅省エネラベル
⑧ラベリング制度【CASBEE、BELS】
⑨普及支援制度
⑩人材【建築士、うちエコ診断士、家庭の省エネエキスパート、エコピープル】

3_ 4 コマ主題細目深度
住宅の省エネルギー基準、建築物省エネルギー法、各種性能表示制度、ラベリング制度の概要を理解
する。

3_ 5 次コマとの関係

4_ 1 シラバスとの関係

4_ 2 コマ主題

4_ 3 コマ主題細目

4_ 4 コマ主題細目深度

4_ 5 次コマとの関係

7 評価
オリジナルテ
キスト＋国土
交通省資料

8 履修判定試験
理解度確認
テスト

5 設備

オリジナルテ
キスト＋省エ
ネ性能カタロ
グ

6 施工
オリジナルテ
キスト

4 計画（２）
オリジナルテ
キスト
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■新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 H28 年度 

【高知地域版】プログラムＩＤ：00173462／【福岡地域版】プログラムＩＤ：00179961 

  科目コード：

系

科

年度

学年

期

教科名

科目名

単位

履修時間

回数

必修・選択

省庁分類

授業形態

作成者

教科書

60分/コマ コマのテーマ 内容 教材・教具

1_ 1 シラバスとの関係 住宅省エネルギーの基本を確認する

1_ 2 コマ主題 講座の内容を解説し、学習範囲と到達目標を確認

1_ 3 コマ主題細目

①住宅省エネルギー設計の基本的な考え方
②最新平成２８年省エネ基準
③外皮性能の概要
④性能基準の基準判定フローと用語解説
⑤外皮平均熱貫流率の計算方法
⑥平均日射熱取得率の計算方法
⑦部位別仕様表について

1_ 4 コマ主題細目深度 住宅省エネルギー設計の基本的な考え方から、平成２８年省エネ基準について学ぶ

1_ 5 次コマとの関係 性能基準の基準判定フローから、外皮性能の計算、一次エネルギー消費量の計算へと進む

2_ 1 シラバスとの関係 最新の省エネ基準を学ぶ

2_ 2 コマ主題 平成２８年省エネ基準の計算手法を学ぶ

2_ 3 コマ主題細目

①一次エネルギー消費量の概要
②外皮の評価指標UA、ηＡ
③地域区分の変更２．地域区分の変更
④性能基準と仕様基準
⑤基準判定フロー
⑥外皮平均熱貫流率UAの計算手順
⑦平均日射取得率ηAの計算手順
⑧一次エネルギー消費計算手法
⑨一次エネルギー消費量算定プログラムの使い方

2_ 4 コマ主題細目深度 省エネ基準の判定フロー、判定手法を学び、計算プログラムの使い方まで理解する

2_ 5 次コマとの関係 平成２８年省エネ基準をしっかり理解し、モデル建築物を使用した演習課題へと進む

3_ 1 シラバスとの関係 モデル建築物を使って、実際に計算、判定をしてみる

3_ 2 コマ主題 演習課題を通し、実際手を動かして、計算手法の理解を深める

3_ 3 コマ主題細目

①モデルプランを理解する、仕様の決定（確認）
②各部の面積計算[㎡]
③各部の熱貫流率（Ｕ）［W/( ㎡ ･K）］の計算
④外皮の部位の面積の合計ΣA ［㎡］の計算
⑤外皮熱損失量ｑ ［W/K］の計算
⑥外皮平均熱貫流率ＵA［W/( ㎡ ･K)］と基準値との比較、判定
⑦解答、解説
⑧ＣＡＤを使った計算支援プログラム

3_ 4 コマ主題細目深度 各部の熱貫流率から、外皮平均熱貫流率ＵＡまで計算できるように実践

3_ 5 次コマとの関係 実務で役立つ省エネ技術、考え方を身につける

4_ 1 シラバスとの関係 2020年の省エネ基準義務化に向け、実践的省エネ住宅の考え方を学ぶ

4_ 2 コマ主題 知識を実務に活かせるよう、省エネ手法をグループワークで考え、発表する

4_ 3 コマ主題細目

①４、５人のグループに分かれる
②自己紹介
③環境に配慮した暮らし方、省エネ手法の提案をグループに分かれてワークショップ
④グループごとに発表
⑤講評

4_ 4 コマ主題細目深度 知識の習得から、実務での活用まで深める

4_ 5 次コマとの関係 　―

地域版　学び直し講座

新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者
講座【高知版】

シラバス（概要）-

-

平成28年度

-

-

２０２０年に義務化される「エネルギー使用の合理化に関する建築主事等及び特定建築物の所有者の判断基準（通称：省エネ基準）」には、
建築物の適合化にむけて新たな環境基準としての建築物の需要と供給が始まり、その経済成長と雇用（社会人の学び直しと就業前教育の
カリキュラム改編）が見込まれる。平成２８年度は、建築従事者に対して「新省エネ法順守」、「省エネ基準義務化に向けた地域特性の省エ
ネ策技術」が修得できる講座のプログラムを開発して実証する。
さらに、それを担保とするために「建築士会ＣＰＤ講座」としての認定を受け、社会人のキャリアアップの見える化（第三者機関の質的保証）を
行う。

-

-

オリジナルテキスト

講義＋実習

-

４

ワークショップ
（モデルプランを使い、地域特
性を活かした環境に配慮した
暮らし、省エネルギーで快適
な住まいにする手法をグルー
プワークで提案してみる）

モデルプラン
図面（Ａ４orＡ
３）、エスキス
用紙（Ａ４orＡ
３）、マーカー、
付箋紙

評価方法

演習課題及び、ワークショップでの省エネ化手法の発表内容にて講座内容の理解度を評価する

１
最新平成２８年省エネ基準解
説

コマシラバス

項目

テキスト

日本再興戦略の中で国土交通省の「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策についての中間とりまとめでは、２０２０年までに
全ての新築住宅・建築物について最新の省エネ基準への適合義務化を目標として取り組んでいます。
本講座では、最新の省エネ設計手法・施工技術を習得し、４年後の省エネ基準適合義務化へ向け、建築従事者がこれからの社会や建設業
界で役に立つ知識の習得をし（＝社会人の学び直し）、建築分野における環境・エネルギー分野の中核的専門人材を養成することを目指し
ます。

３
演習課題で実務に役立つ計
算スキルを身につける

演習課題用紙
（Ａ３）
演習課題解答
（Ａ３）
デモンストレー
ション用ＰＣ（ソ
フト、インター
ネット環境）、
プロジェク
ター、スクリー
ン

テキスト、
デモンストレー
ション用ＰＣ（ソ
フト、インター
ネット環境）、
プロジェク
ター、スクリー
ン

２
最新の省エネ基準による計
算、判定手法

４

４時間
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分野

系

年度

対象

前提職種

教科名

科目名

単位

履修時間

回数

必修・選択

省庁分類

授業形態

作成者

教科書

60分/コマ コマのテーマ 内容 教材・教具

1_ 1 シラバスとの関係 建築設備分野の基本事項

1_ 2 コマ主題
家庭のエネルギー消費実態等の現状を理解するとともに、住宅の省エネルギー基準と、
省エネルギー型機器普及に向けた制度について学習する。

1_ 3 コマ主題細目

①【設備】分野の講座で学習する項目
②日本のエネルギー情勢・家庭のエネルギー消費
③日本における省エネルギー対策
④建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律
⑤住宅の省エネルギー基準（一次エネルギー消費量、省エネ計算の手法）
⑥確認テスト【解答・解説含む、10分】

1_ 4 コマ主題細目深度
省エネルギー性能の高い住宅の設計を行うために、住宅の省エネルギー基準や省エネ
ルギー型機器普及に向けた制度があることを理解する。

1_ 5 次コマとの関係
家庭のエネルギー消費実態等の現状を理解したうえで、住宅関連機器の学習につなげ
る。

2_ 1 シラバスとの関係 建築設備分野の基本事項

2_ 2 コマ主題
省エネルギー性能の高い住宅を目指すために、住宅関連の機器の基礎について学習す
る。

2_ 3 コマ主題細目

①住宅関連の機器に関する情報源
②住宅関連の機器（給湯器）
③住宅関連の機器（暖冷房機器）
④住宅関連の機器（照明機器）
⑤住宅関連の機器（その他機器）
⑥省エネルギー型機器普及に向けた制度
⑦確認テスト【解答・解説含む、10分】

2_ 4 コマ主題細目深度
省エネルギー性能の高い住宅の設計を行うために、住宅関連の機器の基礎を学び、省エ
ネルギー型機器について理解する。

2_ 5 次コマとの関係
住宅関連機器の基本的事項を理解したうえで、再生可能エネルギー利用の学習につな
げる。

3_ 1 シラバスとの関係 建築設備分野の基本事項

3_ 2 コマ主題
省エネルギー性能の高い住宅を目指すために、導入選択肢のひとつである再生可能エネ
ルギー利用設備について学習する。

3_ 3 コマ主題細目

①再生可能エネルギーの定義
②再生可能エネルギー関連の法律・制度
③太陽光発電
④太陽熱利用給湯・暖房
⑤地中熱利用ヒートポンプ
⑥確認テスト【解答・解説含む、10分】

3_ 4 コマ主題細目深度
再生可能エネルギー利用設備を導入することにより、家庭のエネルギー消費量を削減す
ることの重要性を理解する。

3_ 5 次コマとの関係 －

4_ 1 シラバスとの関係 建築設備分野の基本事項

4_ 2 コマ主題 1～3で学習した内容について、ワークショップで考え、発表する。

4_ 3 コマ主題細目

①グループ分け
②自己紹介
③1～3で学習した内容に関連した課題ついて、地域特性を考えつつ、グループに分かれ
てワークショップ
④グループごとに発表
⑤講評

4_ 4 コマ主題細目深度 ワークショップにより、学習した内容の理解度を確認する。

4_ 5 次コマとの関係 －

環境・エネルギー分野 シラバス（概要）

建築系 現在、我が国では住環境に配慮した建築物への関心が高まってきています。
しかしその反面、住宅・建築分野はわが国のエネルギー消費の約３割を占め、核家族化による世帯数の増加、世帯床面積の増加、家電の
充実、ライフスタイルの変化で、エネルギー消費は増えています。
このような社会背景の中、建築業界にとって住環境エネルギーの省力化の工法や施工技術等は必要不可欠なスキルとなってきています。
その中で、国としても「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策の中間報告では、平成32年までに新築住宅の省エネルギー基
準への100％適合化を目指して普及に取り組んでいます。
本講座は、ＣＰＤ認定講座として「住環境エネルギー講座(総論・ライフスタイル・計画・設備・施工・評価)」（プログラムＩＤ：00173459・
00179960・00179962）の幅広い領域の中の「設備」部分をさらに充実させた内容であり、現在のライフスタイルにおいて、環境性能・省エネ
ルギー性能の高い住宅の提供に伴う住宅省エネルギー化に対する基本的な知識をはじめ、省エネ住宅関連設備・機器・性能、再生可能エ
ネルギー関連、制度、基準などに関する知識や留意点を建築設備の観点から習得し、現在の社会背景に適合する住環境エネルギーにおけ
る建築設備の中核的な人材を養成することを目指します。

平成29年度

社会人

建築関連業務従事者

オリジナルテキスト

住環境エネルギー講座

設備編

CPD４単位

４ｈ

1

必修

4 ワークショップ

オリジナル
テキスト、
課題、PC、
プロジェク
ター、スク
リーン、模
造紙、付箋
紙、サイン
ペン、電卓

3 再生可能エネルギー利用

文部科学省

講義/ワークショップ 評価方法

依田浩敏（近畿大学教授) 確認テスト及びワークショップでの作業、発表内容にて講座内容の理解度を評価する。

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン

コマシラバス

項目

1
総論

基準・制度

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン

2 住宅関連の機器

オリジナル
テキスト、
省エネ性
能カタロ

グ、確認テ
スト、PC、
プロジェク
ター、スク

リーン

■住環境エネルギー講座～設備編～ 平成 29 年度 
【東京地域版】プログラムＩＤ：00208813／【愛知地域版】プログラムＩＤ：00214503／ 

【大阪地域版】プログラムＩＤ：00214501 
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科目コード：

系

科

年度

学年

期

教科名

単位

履修時間

回数

必修・選択

省庁分類

授業形態

作成者

教科書

90分/コマ コマのテーマ 内容 教材・教具

1_ 1 シラバスとの関係 講座の受講案内・ガイダンス

1_ 2 コマ主題 講座の内容を解説し、学習範囲と到達目標を確認

1_ 3 コマ主題細目

①エネルギーにまつわる社会背景

②建築におけるエネルギーの現状

③建築のエネルギー消費について

④建築物の省エネ化について

⑤建築物での省エネ手法

⑥建築設備での省エネ手法

⑦暮らし方での省エネ手法

⑧地域特性を活かした自然エネルギーの活用

1_ 4 コマ主題細目深度 次回の授業から、必要な物を準備でき、心構えをしておく

1_ 5 次コマとの関係 環境に配慮した暮らし方とは何か理解する

2_ 1 シラバスとの関係 住宅省エネルギーの基本を確認する

2_ 2 コマ主題 講座の内容を解説し、学習範囲と到達目標を確認

2_ 3 コマ主題細目

①住宅省エネルギー設計の基本的な考え方

②最新平成２８年省エネ基準

③外皮性能の概要

④性能基準の基準判定フローと用語解説

⑤一次エネルギー消費量の概要

⑥外皮の評価指標UA、ηＡ

⑦基準判定フロー

⑧外皮平均熱貫流率UAの計算手順

⑨平均日射取得率ηAの計算手順

⑩一次エネルギー消費計算手法、算定プログラムの使い方

2_ 4 コマ主題細目深度 住宅省エネルギー設計の基本的な考え方から、平成２８年省エネ基準について学ぶ

2_ 5 次コマとの関係 性能基準の基準判定フローから、外皮性能の計算、一次エネルギー消費量の計算へと進む

3_ 1 シラバスとの関係 断熱設計・施工の基本事項を理解する

3_ 2 コマ主題 講座の内容を解説し、学習範囲と到達目標を確認

3_ 3 コマ主題細目

①断熱設計・施工の基本事項

②断熱層

③防湿層

④気密層

⑤防風層

⑥通気層

⑦気流止め

⑧施工上の注意点

3_ 4 コマ主題細目深度 各部位施工段階での留意点を解説

3_ 5 次コマとの関係 実務で役立つ省エネ技術、施工方法を身につける

4_ 1 シラバスとの関係 2020年の省エネ基準義務化に向け、実践的省エネ住宅の考え方を学ぶ

4_ 2 コマ主題 知識を実務に活かせるよう、省エネ手法をグループワークで考え、発表する

4_ 3 コマ主題細目

①４、５人のグループに分かれる

②自己紹介

③地域環境に配慮した暮らし方、省エネ手法の提案をグループに分かれてワークショップ

④グループごとに発表

⑤講評

4_ 4 コマ主題細目深度 知識の習得から、実務での活用まで深める

4_ 5 次コマとの関係 　―

3
住宅の省エネルギー化に関す

る施工技術

演習課題用紙

演習課題解答

デモンストレー

ション用ＰＣ（ソ

フト、インター

ネット環境）、プ

ロジェクター、ス

クリーン

4

ワークショップ

モデルプランを使い、地域特性

を活かした環境に配慮した暮ら

し、省エネルギーで快適な住ま

いにする手法をグループワーク

で提案してみる。

モデルプラン図

面（Ａ３）、エス

キス用紙（Ａ

３）、模造紙（Ａ

０）、マーカー、

付箋紙

項目

1

最新平成２８年省エネ基準解説

（地域特性への配慮：講座開催

地における省エネに寄与する地

域特性を知る）

テキスト

2

最新の省エネ基準簡易計算

ルートによる判定方法

（地域特性への配慮：講座開催

地における基準値を使用）

テキスト、

デモンストレー

ション用ＰＣ（ソ

フト、インター

ネット環境）、プ

ロジェクター、ス

クリーン

講義/ワークショップ 評価方法

加藤陽介（株式会社楓設計室 代表取締役） 演習課題及び、ワークショップでの省エネ化手法の発表内容にて講座内容の理解度を評価する

オリジナルテキスト

コマシラバス（案）

建築関連業務従事者

新省エネ基準・住宅省エネル
ギー技術者講座

～設計・施工技術要論～

昨今、地球規模での環境負荷低減の取り組みが行われています。国土交通省の「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策についての中間

とりまとめでは、２０２０年までに全ての新築住宅・建築物について最新の省エネ基準への適合義務化を目標としていますが、現段階においては正しい

省エネ知識と施工技術を有する技術者不足により現場対応が難しく、建設業界全体として省エネの知識、省エネ施工技術の普及が急務となっていま

す。

本講座では、最新の省エネルギー化の設計手法・施工技術をはじめ、計画上、施工上の留意点、暮らし方、リフォーム等省エネルギーに配慮した知識

を習得し、建築分野における環境・エネルギー分野の中核的専門人材を養成することを目指します。建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法

律が平成２８年度より施工されました。今後、建築物の省エネ対策が建築業界の重要課題のひとつになる事は間違いありません。設計手法として、今

年４月、新たに導入された最新の判定手法である「簡易計算ルート」について解説します。計算が難しいために普及が進まない原因と考えられている

「詳細計算ルート」、また、比較的簡単に判定できる反面、精度の高い省エネ評価ができない「仕様ルート」、双方の問題解決につながる新たな判定方

法として注目されています。また、現場における省エネ施工上の重要なポイントもわかりやすく解説します。CPD　４単位
４ｈ

1

必修

文部科学省

環境・エネルギー分野 シラバス（概要）

建築系

平成29年度

社会人

■新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～ 平成 29 年度 
【東京地域版】プログラムＩＤ：00214472／【愛知地域版】プログラムＩＤ：00208817／ 

【大阪地域版】プログラムＩＤ：00214475 
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■住環境エネルギー講座～計画編～ 平成 29 年度 プログラムＩＤ：00208814 

  
科目コード：

分野

系

年度

対象

前提職種

教科名

科目名

単位

履修時間

回数

必修・選択

省庁分類

授業形態

作成者

教科書

60分/コマ コマのテーマ 内容 教材・教具

1_ 1 シラバスとの関係 建築環境工学分野の基本事項

1_ 2 コマ主題
家庭のエネルギー消費実態等の現状を理解するとともに、建築環境工学分野の「熱環
境」の観点から、室内環境の快適な状態を追求する建築計画の方法論と計画原理に関し
て学習する。

1_ 3 コマ主題細目

①【計画】分野の講座で学習する項目
②日本のエネルギー情勢・家庭のエネルギー消費実態
③日本における省エネルギーへの取り組み
④熱環境（伝熱、温冷感）
⑤熱環境（日射）
⑥確認テスト【解答・解説含む、10分】

1_ 4 コマ主題細目深度
熱環境に関する基本的事項を理解し、建築室内環境の快適性を図るための技術的方法
について考究する。

1_ 5 次コマとの関係
熱環境に関する基本的事項を理解し、住宅の省エネルギー基準の外皮性能への学習に
つなげる。

2_ 1 シラバスとの関係 建築環境工学分野の基本事項

2_ 2 コマ主題
建築環境工学分野の「光環境」と「空気環境」の観点から、室内環境の快適な状態を追
求する建築計画の方法論と計画原理に関して学習する。

2_ 3 コマ主題細目

①光環境（採光、日影）
②空気環境（湿気・結露）
③空気環境（換気）
④空気環境（シックハウス対策）
⑤確認テスト【解答・解説含む、10分】

2_ 4 コマ主題細目深度
光環境、空気環境に関する基本的知識を理解し、建築室内環境の快適性を図るための
技術的方法について考究する。

2_ 5 次コマとの関係
光環境、空気環境に関する基本的事項を理解し、住宅の省エネルギー基準の外皮性能
への学習につなげる。

3_ 1 シラバスとの関係 建築環境工学分野の基本事項

3_ 2 コマ主題 住宅の省エネルギー基準について学習し、建築環境工学分野との関連を理解する。

3_ 3 コマ主題細目

①建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律
②住宅の省エネルギー基準（外皮性能、省エネ計算の手法）
③確認テスト【解答・解説含む、10分】

3_ 4 コマ主題細目深度
省エネルギー性能の高い住宅の設計を行うために、住宅の省エネルギー基準があること
を理解する。

3_ 5 次コマとの関係 －

4_ 1 シラバスとの関係 建築環境工学分野の基本事項

4_ 2 コマ主題 1～3で学習した内容について、ワークショップで考え、発表する。

4_ 3 コマ主題細目

①グループ分け
②自己紹介
③1～3で学習した内容に関連した課題ついて、グループに分かれてワークショップ
④グループごとに発表
⑤講評

4_ 4 コマ主題細目深度 ワークショップにより、学習した内容の理解度を確認する。

4_ 5 次コマとの関係 －

環境・エネルギー分野 シラバス（概要）

建築系 現在、我が国では住環境に配慮した建築物への関心が高まってきています。
しかしその反面、住宅・建築分野はわが国のエネルギー消費の約３割を占め、核家族化による世帯数の増加、世帯床面積の増加、家電の
充実、ライフスタイルの変化で、エネルギー消費は増えています。
このような社会背景の中、建築業界にとって住環境エネルギーの省力化の工法や施工技術等は必要不可欠なスキルとなってきています。
その中で、国としても「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策の中間報告では、平成32年までに新築住宅の省エネルギー基
準への100％適合化を目指して普及に取り組んでいます。
本講座は、ＣＰＤ認定講座として「住環境エネルギー講座(総論・ライフスタイル・計画・設備・施工・評価)」（プログラムＩＤ：00173459・
00179960・00179962）の幅広い領域の中で「計画」部分をさらに充実させた講座内容であり、現在のライフスタイルにおいて、環境性能・省
エネルギー性能の高い住宅の設計を行うために、住宅省エネルギー化に対する基本的な知識をはじめとする建築物の計画手法や留意点を
建築環境工学の観点から習得し、現在の社会背景に適合する住環境エネルギーにおける建築計画手法の中核的な人材を養成することを目
指します。

平成29年度

社会人

建築関連業務従事者

住環境エネルギー講座

計画編

CPD　　単位

1
総論

熱環境

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン

４ｈ

1

必修

文部科学省

講義/ワークショップ 評価方法

依田浩敏（近畿大学教授) 確認テスト及びワークショップでの作業、発表内容にて講座内容の理解度を評価する。

オリジナルテキスト

コマシラバス

項目

4 ワークショップ

オリジナル
テキスト、
課題、PC、
プロジェク
ター、スク
リーン、模
造紙、付箋
紙、サイン
ペン

2
光環境

空気環境

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン

3 省エネルギー基準

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン
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■住環境エネルギー講座～施工編～ 平成 29 年度 プログラムＩＤ：00208815 

 

  

科目コード：

分野

系

年度

対象

前提職種

教科名

科目名

単位

履修時間

回数

必修・選択

省庁分類

授業形態

作成者

教科書

60分/コマ コマのテーマ 内容 教材・教具

1_ 1 シラバスとの関係 建築設計・施工の基本事項

1_ 2 コマ主題
家庭のエネルギー消費実態等の現状を理解するとともに、省エネルギー住宅づくりの基本
事項を学習する。

1_ 3 コマ主題細目

①【施工】分野の講座で学習する項目
②日本のエネルギー情勢・家庭のエネルギー消費実態
③日本における省エネルギーへの取り組み
④省エネルギー住宅づくりの基本（戸建住宅）
⑤省エネルギー住宅づくりの基本（集合住宅）
⑥確認テスト【解答・解説含む、10分】

1_ 4 コマ主題細目深度 省エネルギー住宅づくりの基本事項について理解する。

1_ 5 次コマとの関係 省エネルギー住宅づくりの基本事項を理解したうえで、施工手法につなげる。

2_ 1 シラバスとの関係 建築設計・施工の基本事項

2_ 2 コマ主題 省エネルギー住宅づくりの具体的な施工手法について学習する。

2_ 3 コマ主題細目

①省エネルギー住宅の施工ポイント（躯体の断熱）
②省エネルギー住宅の施工ポイント（開口部の断熱）
③省エネルギー住宅の施工ポイント（設備機器）
④確認テスト【解答・解説含む、10分】

2_ 4 コマ主題細目深度 省エネルギー住宅の施工手法について理解する。

2_ 5 次コマとの関係 省エネルギー住宅の具体的な施工手法を理解し、実際の設計施工につなげる。

3_ 1 シラバスとの関係 建築設計・施工の基本事項

3_ 2 コマ主題
省エネルギーリフォームについて学習するとともに、事例建物による手法等を、実際の設
計施工に活かす。

3_ 3 コマ主題細目

①省エネルギーリフォームの考え方
②省エネルギーリフォームの事例
③環境配慮型住宅・省エネルギー住宅の事例
④確認テスト【解答・解説含む、10分】

3_ 4 コマ主題細目深度 省エネルギーリフォームを実施するにあたっての施工手法について理解する。

3_ 5 次コマとの関係 －

4_ 1 シラバスとの関係 建築設計・施工の基本事項

4_ 2 コマ主題 1～3で学習した内容について、ワークショップで考え、発表する。

4_ 3 コマ主題細目

①グループ分け
②自己紹介
③1～3で学習した内容に関連した課題ついて、グループに分かれてワークショップ
④グループごとに発表
⑤講評

4_ 4 コマ主題細目深度 ワークショップにより、学習した内容の理解度を確認する。

4_ 5 次コマとの関係 －

環境・エネルギー分野 シラバス（概要）

建築系 現在、我が国では住環境に配慮した建築物への関心が高まってきています。
しかしその反面、住宅・建築分野はわが国のエネルギー消費の約３割を占め、核家族化による世帯数の増加、世帯床面積の増加、家電の
充実、ライフスタイルの変化で、エネルギー消費は増えています。
このような社会背景の中、建築業界にとって住環境エネルギーの省力化の工法や施工技術等は必要不可欠なスキルとなってきています。
その中で、国としても「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策の中間報告では、平成32年までに新築住宅の省エネルギー基
準への100％適合化を目指して普及に取り組んでいます。
本講座は、ＣＰＤ認定講座として「住環境エネルギー講座(総論・ライフスタイル・計画・設備・施工・評価)」（プログラムＩＤ：00173459・
00179960・00179962）の幅広い領域の中で「施工」部分をさらに充実させた講座内容であり、現在のライフスタイルにおいて、環境性能・省
エネルギー性能の高い住宅の提供をするため、住宅省エネルギー化に対する基本的な知識をはじめとする施工手法を施工の観点からポイ
ントや留意点などを含め習得し、現在の社会背景に適合する住環境エネルギーにおける建築施工手法の中核的な人材を養成することを目
指します。

平成29年度

社会人

建築関連業務従事者

住環境エネルギー講座

施工編

CPD　　単位

1
総論

省エネルギー住宅づくり
の基本

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン

４ｈ

1

必修

文部科学省

講義/ワークショップ 評価方法

依田浩敏（近畿大学教授) 確認テスト及びワークショップでの作業、発表内容にて講座内容の理解度を評価する。

オリジナルテキスト

コマシラバス

項目

4 ワークショップ

オリジナル
テキスト、
課題、PC、
プロジェク
ター、スク
リーン、模
造紙、付箋
紙、サイン
ペン

2
省エネルギー住宅の施工

ポイント

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン

3
省エネルギーリフォーム
環境配慮型住宅・省エネ

ルギー住宅の事例

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン
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■住環境エネルギー講座～評価編～ 平成 29 年度 プログラムＩＤ：00208816 

  
科目コード：

分野

系

年度

対象

前提職種

教科名

科目名

単位

履修時間

回数

必修・選択

省庁分類

授業形態

作成者

教科書

60分/コマ コマのテーマ 内容 教材・教具

1_ 1 シラバスとの関係 省エネルギー住宅の評価・普及制度

1_ 2 コマ主題
家庭のエネルギー消費実態等の現状を理解するとともに、住宅の省エネルギー基準と、
省エネルギー型機器普及に向けた制度について学習する。

1_ 3 コマ主題細目

①【評価】分野の講座で学習する項目
②日本のエネルギー情勢・家庭のエネルギー消費実態
③日本における省エネルギーへの取り組み
④住宅の省エネルギー基準
⑤建築物省エネルギー法（エネルギー消費性能基準、地域区分、一次エネルギーによる
評価、外皮性能、仕様基準）
⑥確認テスト【解答・解説含む、10分】

1_ 4 コマ主題細目深度 住宅の省エネルギー基準について理解する。

1_ 5 次コマとの関係 住宅の省エネルギー基準について理解したうえで、次コマ以降の学習につなげる。

2_ 1 シラバスとの関係 省エネルギー住宅の評価・普及制度

2_ 2 コマ主題
省エネルギー住宅を普及させるための誘導基準について学習するとともに、ZEHやLCCM
住宅の考え方について学習する。

2_ 3 コマ主題細目

①誘導基準とは
②低炭素建築物の認定基準
③ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）
④ライフサイクル・カーボン・マイナス（LCCM）住宅
⑤誘導措置
⑥確認テスト【解答・解説含む、10分】

2_ 4 コマ主題細目深度 ZEHやLCCM住宅の考え方について理解する。

2_ 5 次コマとの関係
誘導基準やZEH、LCCM住宅の考え方について理解したうえで、次コマの学習につなげ
る。

3_ 1 シラバスとの関係 省エネルギー住宅の評価・普及制度

3_ 2 コマ主題
省エネルギー住宅を普及させるための性能表示やラベリング制度について学習するととも
に、住環境エネルギーに関わる資格等について学習する。

3_ 3 コマ主題細目

①住宅性能表示制度
②窓の断熱性能表示制度
③住宅省エネラベル
④ラベリング制度（CASBEE、BELS）
⑤普及支援制度
⑥住環境エネルギーに関わる人材
⑦確認テスト【解答・解説含む、10分】

3_ 4 コマ主題細目深度
性能表示やラベリング制度について理解する。また将来のスキルアップのための住環境
エネルギーに関わる資格等について理解する。

3_ 5 次コマとの関係 －

4_ 1 シラバスとの関係 省エネルギー住宅の評価・普及制度

4_ 2 コマ主題 1～3で学習した内容について、ワークショップで考え、発表する。

4_ 3 コマ主題細目

①グループ分け
②自己紹介
③1～3で学習した内容に関連した課題ついて、グループに分かれてワークショップ
④グループごとに発表
⑤講評

4_ 4 コマ主題細目深度 ワークショップにより、学習した内容の理解度を確認する。

4_ 5 次コマとの関係 －

環境・エネルギー分野 シラバス（概要）

建築系 現在、我が国では住環境に配慮した建築物への関心が高まってきています。
しかしその反面、住宅・建築分野はわが国のエネルギー消費の約３割を占め、核家族化による世帯数の増加、世帯床面積の増加、家電の
充実、ライフスタイルの変化で、エネルギー消費は増えています。
このような社会背景の中、建築業界にとって住環境エネルギーの省力化の工法や施工技術等は必要不可欠なスキルとなってきています。
その中で、国としても「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策の中間報告では、平成32年までに新築住宅の省エネルギー基
準への100％適合化を目指して普及に取り組んでいます。
本講座は、ＣＰＤ認定講座として「住環境エネルギー講座(総論・ライフスタイル・計画・設備・施工・評価)」（プログラムＩＤ：00173459・
00179960・00179962）の幅広い領域の中で「評価」部分をさらに充実させた内容であり、環境性能・省エネルギー性能の高い住宅の提供を
するために、住宅省エネルギーに対する基本的な知識をはじめ、省エネルギー住宅の基準、評価・普及制度、資格・人材などといった省エネ
ルギー住宅の評価に関するものを習得し、現在の社会背景に適合する住環境エネルギーにおける建築物評価の中核的な人材を養成するこ
とを目指します。

平成29年度

社会人

建築関連業務従事者

住環境エネルギー講座

評価編

CPD　　単位

1
総論

住宅の省エネルギー基準

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン

４ｈ

1

必修

文部科学省

講義/ワークショップ 評価方法

依田浩敏（近畿大学教授) 確認テスト及びワークショップでの作業、発表内容にて講座内容の理解度を評価する。

オリジナルテキスト

コマシラバス

項目

4 ワークショップ

オリジナル
テキスト、
課題、PC、
プロジェク
ター、スク
リーン、模
造紙、付箋
紙、サイン
ペン

2 誘導基準

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン

3

性能表示・ラベリング制
度

住環境エネルギーに関わ
る人材

オリジナル
テキスト、
確認テス
ト、PC、プ
ロジェク
ター、スク
リーン
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会議議事録 

 

事業名 平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」社会人等学び

直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業 

代表校 専門学校東京テクニカルカレッジ 

 

会議名 全体合同会議（企画推進委員会・プログラム開発委員会・東京地域版実証講座

・愛知地域版実証講座ＷＧ・大阪地域版実証講座ＷＧ）（第１回） 

開催日時 平成 29 年７月 28 日（金） 

15：30～17：30（２ｈ） 

場所 専門学校東京テクニカルカレッジ 会議室 

出席者 ①委員 

・稲永由紀、井上利一、今泉清太、大越正弘、川瀬健介、佐々木 章、 

堤下隆司、野村種明、平上秀明、吉川隆治、依田浩敏（計 11 名） 

③事務局 

・篠田衣織、山口奈津（計２名） 

（参加者合計 13 名） 

議題等 会議の目的、次第、内容等を記載（必要に応じて別紙等で補足） 

【会議目的】 

・本年度の事業の取組みを委員へ周知することを目的とした会議を開催した。

 

【次 第】 

日 時：平成 29 年７月 28 日（金）15：30～17：30 

会 場：専門学校東京テクニカルカレッジ 会議室 

 

１．15:30 開 会 

２．15:30～17:25  議 事 

（１）平成 29 年度文部科学省委託事業説明 

・事業内容（趣旨、求められる成果等） 

・実施体制（各委員会・ＷＧの役割等） 

（２）各講座内容の説明（ＣＰＤ申請状況等） 

（３）各地域の運営内容の説明 

（４）年間スケジュールの説明 

・会議・実証講座等のタスクスケジュール 

（５）成果報告書のまとめ案（目次案） 

３．17:25  その他（事務局より連絡事項等） 

４．17:30  閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・資料Ａ：平成 29 年度事業計画書 

・資料Ｂ：ＣＰＤ承認通知・シラバス 

・資料Ｃ：年間スケジュール 
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【内 容】 

１．開会・・・ 

事業責任者の小山学園理事佐々木から、本年度事業内容は、昨年度と同様の取

組みであり、各地域での実証講座の実施とその評価・検証といった流れになり

ます。との開催の言葉で第一回の企画推進委員会会議が開催された。 

 

２．議事・・・ 

以下、次第に沿って説明と意見交換が行われた。 

（１）平成 29 年度文部科学省委託事業説明（配布資料Ａ：平成 29 年度事業計

画書参照） 

＜事業内容（趣旨、求められる成果等）＞ 

・当初の予定より２カ月ほど遅れている状況である。昨年度と本年度の２年連

続となっている。本年度が最終年度となる。委託事業の成果を挙げることに

なっている。 

・本年度事業の位置づけ、実践的な職業教育を行う専修学校の人材養成機能を

有し、地域産業の発展を支えるものとする。教育機関と産業界と行政機関の

連携を行い、社会人の学び直し易い教育プログラムの開発を行う事業であ

る。 

取組み内容は、昨年度と同じである。東京・名古屋・大阪の都市部３地域で

実施し、事業のスキームは今まで通りである。 

・教育プログラムは、社会人が学び易い教育プログラム開発を行う。その中で

環境・エネルギー分野がある。 

・地域業界団体オーダーメード型の教育プログラムを開発と評価・検証を行い、

普及の働きかけを行う。 

・昨年度と同様に、アウトカムの透明性として第三者評価を行う。質保証の一

つとして、日本建築士会連合会ＣＰＤの認証講座として単位付与ができる講

座の開発を行う。このプログラムＩＤを使えば、誰でも全国どの地域でも展

開できる。 

→可視化をするため、上部にシラバスその下にコマシラバスを作成することに

より、何を学ぶのかということが見える。授業シートとコマシラバスの内容

に関連があり、コマ毎の終了時に確認テストを行う。 

 

＜実施体制（各委員会・ＷＧの役割等）＞ 

・企画推進委員会 

→事業全体のＫＰＩ等、進捗状況管理・検証・評価等に関する有識者会議 

・プログラム開発委員会 

→地域特性（都市型）を評価したプログラム開発（カリキュラム・シラバス・

コマシラバス・授業シート・授業カルテ・履修判定試験、テキスト、サブテ

キスト等）と外部機関の認証評価（ＣＰＤ）の取得等 

・各地域版実証実験ＷＧ 

→東京：中央工学校、名古屋：東海工業専門学校金山校、大阪：修正建設専門

学校に地域特性（都市型）を活かした実証講座の実施と普及検証（社会人の

受講特性）、受講者募集等を行ってもらう。運営については、事務局も全面
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的にバックアップして行う、詳細は事務局と各学校で個別に打ち合わせを行

う。 

 

（２）各講座内容の説明（ＣＰＤ申請状況等） 

・ＣＰＤの取得に時間が掛かるため、事前にＣＰＤの認定を取得済である。 

→ＣＰＤ認定には、奇数月の２カ月に１回となる。当初の予定では、５月契約

を考えていたが、実際には２ヶ月延びた。 

準備期間等が無くなることを避けることを考えると、事前に取得しないと９

月末になってしまうため、事前に取得した。 

・今回は「住環境エネルギー講座」の「計画、施工、設備、評価」の４つのカ

リキュラムの中から、受講者に興味があると想定して「設備編」を実施する。

他の３つ（計画、施工、評価）のシラバス・コマシラバスまで作成する。 

→「住環境エネルギー講座～設備編～」昨年開発したものは、１日講座で「計

画、設備、施工、評価」をまとめたベースの部分を開発した、本年度は、そ

れぞれの深度を深め、「計画、設備、施工、評価」をそれぞれ４時間の講座

を開発した、基本的なものと体を動かす応用的なものを取入れている。環

境・エネルギーに関わる内容を取入れている。住宅関連機器と再生可能エネ

ルギー、制度・基準といったものを学び、最後にワークショップを行う。ワー

クショップはグループワークを行う。内容はこれから詰めて行く。昨年度と

は異なる内容としては、より実践的な内容として、ワークショップを行う。

スコア制は、各コマの確認テストで活用する。 

・省エネ基準の義務化に伴い、「新省エネ基準・住宅省エネルギー講座～設計・

施工技術要論～」を行う。 

→「新省エネ基準・住宅省エネルギー講座～設計・施工技術要論～」は、一昨

年の「施工編」と昨年の「設計編」をまとめたものである。省エネ基準の

2020 年度の義務化が難しいということから、それぞれ「施工編」と「設計

編」の要点をまとめた要論として開発した。 

→３コマ目にＣＡＤソフトの福井コンピュータの企業事例を取入れている、 

ＣＡＤソフトを使った計算手法を取入れる。１～２コマは主に座学、３～４

コマは計算で手を動かした演習、グループ毎に受講者同士で話すといった体

を動かす。 

 

（３）各地域の運営内容の説明 

・本年度の実証講座は、東京：中央工学校、名古屋：東海工業専門学校金山校、

大阪：修正建設専門学校に主催として実証講座の運営と募集等を行ってもら

うようお願いした。 

→目的：地域特性（都市型）の開発した実証講座の実施と普及の検証を行う。

→実証講座の具体的内容：プログラム開発委員会で開発したカリキュラム 

（ＣＰＤ単位認定）等の実証実験講座の地元企業・団体等と連携し、普及検

証（普及実証、社会人特性、産業検証等）とプログラム検証（地域特性の整

合性評価）…主催:各地域校 

→実証講座の対象：建築関連産業の従事者 

→実施手法：講義＋スコア制試験＋ワークショップ（講師による講評・履修判
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定試験）。テストのみになるとやった感しかないため、一緒に考えるものが

講評であるため、ワークショップ取り入れている。 

→開催時期：10 月～11 月中旬で各地域２回ずつ 

・講座は、昼食を挟むのか。 

→午後を予定している。 

・各地域で２回ずつとあるがこの２講座を２回ずつ行うのか。 

→「住環境エネルギー講座～設備編～」と「新省エネ基準・住宅省エネルギー

講座～設計・施工技術要論～」を各１回実施の計２回のことである。 

 

（４）年間スケジュールの説明（配布資料Ｃ：年間スケジュール参照） 

＜会議・実証講座等のタスクスケジュール＞ 

・仮に各ＷＧ等の会議を日程設定した。11 月末までに実証講座を終了し、報

告書を作成する。実証実験ＷＧの会議は、それぞれの地域の学校で開催する。

→講師の都合により、実証講座のＮＧ等も入れている。それぞれの地域の専門

学校で講座を実施していただくが、事務局としても全面的なお手伝いをす

る。 

・評価については、昨年度と同様に 12 月にテキスト、授業シート類、実証講

座アンケート等の資料一式をまとめ、実施委員会の中から第三者評価を行

う。第三者の選定方法は、プログラム開発に携わっていない方にお願いする。

・パンフレットの作成を行い、募集期間としてスケジュールに落とし込む。 

→昨年の募集はいつから開始したのか。 

→パンフレット作成後、募集期間は１ヶ月程度であった。 

・平日は考えているのか。 

→土日が集まり易いので、週末を考えている。 

→ハウスメーカー等であれば、水曜日あたりが望ましいが、設計事務所の方は

難しい。 

→建築士会を中心に情報を流して、学校としても受講者集めは全面的に協力し

て行う。 

→イベント・行事関係がそれぞれの学校の都合がると思いますので、事務局と

調整をお願いしたい。とりあえずは、講師の都合をスケジュールに落とし込

んでいる。 

 

（５）成果報告書のまとめ案（目次案） 

・それぞれの項目の説明が行われた。 

→アンケートのまとめ方は、昨年度と本年度の比較とトータル的な検証を踏ま

えてまとめる。最終的に２年間の本事業の取組みと将来的な展望についてま

とめ、報告を行う。 

 

＜その他の意見交換＞ 

・受講者募集の協力先としては、福井コンピュータの得意先、エコピープル支

援協議会、福祉住環境コーディネーター協会へ受講者募集依頼を行う。 

→昨年、受講者が集まるか不安だったが、建築士会と事務所協会に声をかけ、

建築士会のＨＰに掲載したところ、反応が良かった。 
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・社会人の学び直し、大学と専門学校の成果が多少異なる。何人来て、どのく

らい成果が上がり、その普及と活用をどうするのかが求められている。 

・全体的には、しっかりとしたスケジュールが作られていると思う。資格や受

講した教育プログラムが社会的・能力的に勝負ができるかという観点から、

どの程度のボリュームとレベル感の位置づけで開発するのかができれば良

いと思う。 

→卒業生のラーニングアウトカムを示さないといけない流れとなっている。 

・半日講座としては、学ぶ内容のボリューム感がある。都市型の内容と地域型

の違いはあるのか。 

→地域によって特性が異なる、国の基準と都道府県基準があるので、その地域

に合わせた講座を行う。 

・スコア制というのはどういうものなのか。 

→スコア制を取り入れたのは「住環境エネルギー講座」であり、取得点数によ

る自身の知識レベルが見えるものである。昨年その問題 500 問を開発した。

→10 分間の確認テストはどのようなものなのか。 

→「計画」、「設備」、「施工」、「評価」毎に作問者が思うレベルを１～５設定し

た問題を開発した中から、本年度は「設備」の問題から出題する。 

→確認テストは、講座の内容を 100％反映したものではない。60 点は講座内容

のもの、30 点は応用レベルのもの、10 点は高度といった内容で作成する。

確認テストは平均で 60 点以上が妥当である。 

→昨年はどうだったのか。 

→経験者が多いのもあり、60 点以上の平均となっている。 

・全体的なスキームとしてはどうであったか。 

→特に意見は無く、承認が得られた。 

 

３．17:25  その他（事務局より連絡事項等） 

・特になし 

【会議風景】 

 

本日は、貴重なご意見をいただきまして、ありがとうございました。各学校様

との調整につきましては事務局から連絡をいたしますので、ご協力をお願いし

ます。本日はありがとうございました。という言葉で会議散会となった。 

 

以 上
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会議議事録 

 

事業名 平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」社会人等学び

直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業 

代表校 専門学校東京テクニカルカレッジ 

 

会議名 東京地域版実証講座ＷＧ会議（第２回） 

開催日時 平成 29 年９月５日（火） 

10：00～12：00（２ｈ） 

場所 専門学校中央工学校 会議室 

出席者 ➀委員 

・佐々木 章、松田正之、岡部公一、吉川隆治（計４名） 

③事務局 

 ・山口奈津（計１名） 

（参加者合計５名） 

議題等 会議の目的、次第、内容等を記載（必要に応じて別紙等で補足） 

【会議目的】 

・本年度事業の概要と東京地域版実証講座ＷＧの役割を含め、委員へ周知する

ことを目的とした会議を開催した。 

 

【次 第】 

日 時：平成 29 年９月５日（火）10：00～12：00 

会 場：専門学校東京テクニカルカレッジ 会議室 

 

１．10:00 開 会 

２．10:00～11:55  議 事 

（１）各講座の日程確認 

（２）役割の確認（ＷＧ会議、実証講座） 

  ①東京地域ＷＧ会議の準備と当日の運営 

  ②実証講座の準備と当日の運営 

  ③受講生の募集 

  ④受講生の申込対応 

（３）実証講座パンフレット及び受講票の記載事項確認 

（４）その他 

３．11:55  その他（事務局より連絡事項等） 

４．12:00  閉 会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・資料Ａ：実証講座 パンフレット（２講座） 

・資料Ｂ：実証講座 受講票（２講座） 

・資料Ｃ：実証講座 シラバス・コマシラバス（２講座） 

・資料Ｄ：スケジュール表 
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【内 容】 

１．開会・・・ 

・東京地域ＷＧ会議と実証講座の準備と運営、受講者募集等について事務局と

の連携と役割を照らし合わせる。 

 

２．議事・・・ 

以下、次第に沿って説明と意見交換が行われた。 

（１）各講座の日程確認 

・「住環境エネルギー講座～設備編～」11 月 18 日（土）13：30～18：00 に実

施 

・「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」11

月 25 日（土）13：30～18：00 に実施 

17 号館の１階１番教室 1711 教室で実施、後で確認を行った。 

地図のデータをお願いしたい。パンフレットに反映する。 

・18 日は入試と学校説明会の状況中で実証講座を行うので、ご理解いただき

たい。また、役職者会議等もあるため、松田委員は困難、岡部委員ができる

限り付ける。 

・25 日は学校全体が休日であるが、全専建教の秋季研修会があるため、岡部

委員が出勤して対応する。 

 

（２）役割の確認（ＷＧ会議、実証講座） 

①東京地域ＷＧ会議の準備と当日の運営 

・10 月 10 日 15：00～17：00 に中央工学校で会議会場とお茶等の準備をお願

いしたい。会議資料等の必要なものは当校で用意する。 

→確認ＯＫ。 

②実証講座の準備と当日の運営 

・受付の場所の確認、プロジェクター、スクリーンの使用、テキストを事前に

送るので、受け取りをお願いする。 

→講座会場は会議後に案内する。 

当日の表示と受付の看板、講座の時間管理、テキスト準備等は事務局で行う。

喫煙場所をはじめ、飲み物の持ち込みはどうか。 

→持ち込みはＯＫ、喫煙場所は会議後案内する。 

講座運営は、事務局と講師とで時間調整等も含め、実施する。 

講座の記録も事務局で行う。 

③受講生の募集 

・日本建築士会連合会ＨＰとエコピープル支援協議会、福祉住環境コーディ

ネーターＨＰ、福井コンピュータも協力する。その他東京商工会議所の中野

支部から募集をかける予定である。 

・御校から東京建築士会、東京都建築士事務所協会、北区の商工会議所、卒業

生、関係企業様に声を掛けられる範囲でお願いしたいが可能か。 

→卒業生が埼玉県建築士会の会長が卒業生であるため、そこに声をかけてみ

る。卒業生や教員にも声を掛けるが、定員 20 名となっているが多くても大

丈夫か。 
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→申込者が多くても必ず欠席者が出る為、25 名程度は集めても大丈夫である。

・建築士会と事務所協会、商工会議所の繋がりはあるのか。 

→あると思う。 

→商工会議所の中にＦＡＸで一斉送付、中野区や丸の内の本部から働きかける

ことができるので、その際はご連絡ください。 

→商工会議所の本部と北区となると窓口が２つになるので、本部には働きかけ

をしない方が良いのでは。 

→中野区の商工会議所から北区の商工会議所へ働きかけ、窓口を１つにする。

→正式にＣＰＤのプログラムＩＤの発行確認後に活動しないといけないこと

に注意する必要がある。 

→プログラムＩＤは既に発行されているのではないのか。 

→教育内容としての承認はされているが、地域（場所）毎の講座ＩＤは発行さ

れていない。開催する地域（場所）毎のＩＤを取得するには申請の手続きを

行う必要がある。 

→ＩＤはいつ頃発行されるのか。 

→内容の承認はされているので２～３日もあれば連絡は来る。 

 

④受講生の申込対応 

・受講者からの申込みや問い合わせを含んだＦＡＸ等での受付をお願いした

い。受講者欄に入力して受付・返信して受講票の発行をお願いする。 

→受講票の返信は郵送なのか。 

→ＦＡＸやＥメールで送る。 

・担当者名と連絡先をパンフレットに明記しているので確認ください。 

→確認ＯＫ。 

・申込み一覧表を Excel で作成しているので、それに記入してほしい。当日の

講座受付表として活用する。既にＥメールで送っているので確認ください。

→確認ＯＫ。 

・11 月 13 日（月）、20 日（月）を〆切としてあるが、直前まで受付は大丈夫

なのか。 

→大丈夫である。 

・ＣＰＤ番号等は聞くのか。 

→受講者のＣＰＤの登録番号は当日に聞く。資格番号でも大丈夫である。 

 

（３）実証講座パンフレット及び受講票の記載事項確認 

・受講者のレベルを確認した上で、講師が講座の進め方を考えるため、資格等

の欄を設けている。 

・地図の差し替えをする。 

→地図は 17 号館を分かり易いものを送る。 

・受講票の上部の文章は、会社宛にＦＡＸで返信することが多いため、申込者

本人に渡らないことを防ぐための文章である。 

・学校表記について修正をお願いする。「中央工学校」が正式名称であるが、

他の方は分からないと思うので、「専門学校 中央工学校」で統一してほしい。

・自動車、自転車で来場はご遠慮下さい等の注意文言は必要であるか。 
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→駐車場は実費対応、公共機関で来てもらう文言は必要である。 

 

（４）その他 

・修了試験はあるのか。 

→今回の講座はワークショップによる講評が修了試験となる。 

・当日に修了証書を発行するので、松田校長のお名前で発行をお願いしたい。

→修了証書はどの程度の大きさなのか。 

→Ａ４サイズである。 

→本事業においては、主催校の理事長名や校長名でお願いしている。後日、発

送で受講者に対応する。お名前と学校印は必要である。実際に受講者のお名

前が分かるように、後日対応としている。 

・他の愛知、大阪地域の日程と担当者の確認が行われた。 

 

３．11:55  その他（事務局より連絡事項等） 

・９月 21 日（木）15：30～17：30 第二回プログラム開発委員会の出席確認が

行われた。 

・昨年の福岡で 20 名以上の申込者があったが、実際には 16 名程度となった。

無料講座ということもあるため、申込みはするが、出席しない方が多い。 

 

【会議風景】 

 

本日はありがとうございました。ご不明な点は、事務局までお問い合わせくだ

さい。今後もよろしくお願いします。とのことばで会議散会となった。 

 

以 上 
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会議議事録 

 

事業名 平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」社会人等学び

直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業 

代表校 専門学校東京テクニカルカレッジ 

 

会議名 プログラム開発委員会（第２回） 

開催日時 平成 29 年９月 21 日（木） 

15：30～17：30（２ｈ） 

場所 専門学校東京テクニカルカレッジ 会議室 

出席者 ①委員 

・加藤陽介、佐々木 章、堤下隆司、野村種明、平上秀明、松田正之、 

吉川隆治、依田浩敏（計８名） 

③事務局 

 ・篠田衣織、山口奈津（計２名） 

（参加者合計 10 名） 

議題等 会議の目的、次第、内容等を記載（必要に応じて別紙等で補足） 

【会議目的】 

・実証講座の実施スケジュール、講師が作成したテキスト内容の確認、建築士

会ＣＰＤ承認等の確認を目的とした会議を開催した。 

 

【次 第】 

日 時：平成 29 年９月 21 日（木）15：30～17：30 

会 場：専門学校東京テクニカルカレッジ 会議室 

 

１．15:30 開 会 

２．15:30～17:25  議 事 

（１）各会議実証講座等スケジュール確認 

（２）実証講座テキスト内容について 

①住環境エネルギー講座～設備編～ 

②新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～ 

（３）各講座内容の説明（実施日時、ＣＰＤ申請状況等） 

３．17:25  その他（事務局より連絡事項等） 

４．17:30  閉 会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・資料Ａ：会議スケジュール 

・資料Ｂ：住環境エネルギー講座～設備編～テキスト 

・資料Ｃ：新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論

～テキスト 

・資料Ｄ：住環境エネルギー講座 ～設備編～ 資料一式（パンフレット・受講

票・ＣＰＤプログラム承認連絡）愛知・大阪・東京 
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・資料Ｅ：新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論

～資料一式（パンフレット・受講票・ＣＰＤプログラム承認連絡）

愛知・東京・大阪 

 

【内 容】 

１．開会・・・ 

事業責任者の小山学園理事佐々木から開催の言葉で第２回のプログラム開発

委員会会議が開催された。 

 

２．議事・・・ 

以下、次第に沿って説明と意見交換が行われた。 

（１）各会議実証講座等スケジュール確認（配布資料Ａ参照） 

・事務局と個別で詳細を打ち合わせの後決定した各会議開催日程と実証講座開

催日程の確認が行われた。 

・実証講座が終了した後に、昨年同様に企画委員会の中から選定した委員で第

三者評価を行う。メンバーは現在未定である。 

 

（２）実証講座テキスト内容について 

シラバスは個別に確認したが、実際の講座の内容について作成中ではあるが、

講師より説明をお願いする。 

①住環境エネルギー講座～設備編～ 

・配布資料Ｂを使い、講師の依田氏より説明が行われた。 

・１コマ 60 分で講義 50 分＋確認テスト 10 分の構成である。 

・１～３コマ＋４コマ目はワークショップ 

・テキストはオリジナルテキストをＰＰＴで作成する。サブテキストとして資

源エネルギー庁から出されている。省エネ機器と省エネの方法等についてま

とめられている省エネカタログを採用する方向である。 

・１コマ～３コマで使用する作成中のテキスト内容（抜粋）についての説明が

行われた（配布資料Ｂ：２～６ページ参照） 

・確認テストの問題例の説明が行われた（配布資料Ｂ：７ページ参照） 

・４コマのワークショップの概要説明が行われた（配布資料Ｂ：８ページ参照）

費用が掛かるか、省エネ性が高いかどうかの軸からそれぞれのメンバーで話

し合い、発表する。模造紙と付箋を使いながら行う。60 分という限られた

時間の中で実施する。 

・内容が濃いため、講座内容の組み立てを一部変更したい。３コマの基準・制

度の中の①～③の導入部分を１コマに持って行き、住宅関連の機器、再生可

能エネルギー、ワークショップという流れで組み立てたいと思うが意見を聞

きたい。 

→ＣＰＤの影響はあるのか。 

→提出したシラバス・コマシラバスの内容を実施すれば良いだけであり、順番

のみの変更については特に影響はない。 

→ワークショップの際では、会場によっては机を移動できないところもあるの

で、その点は臨機応変にお願いしたい。 
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→サブテキストの印刷物について資源エネルギー庁に在庫が無いため必要に

応じて印刷は事務局で行う。 

②新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～ 

・配布資料Ｃを使い、講師の加藤氏より説明が行われた。 

・固いイメージを払拭し、敷居を下げたものとしてサブタイトルを追加に作成

した。 

本講座は入門編としての内容でもあり、実務にも役立つものとして作り上げ

る方向である。 

・建築業界では、省エネの知識と省エネ施工技術の普及が急務である。現在の

状況としては、基準はしっかりしているが、実際の現場では対応ができてい

ない。 

また、アメリカ、ドイツ、イギリス、韓国等は基準適合義務化を取組んでい

るが、日本においては長野県が義務化を先行して取組んでいるのみである。

現在、基準の義務化が行われていないため、コスト問題に遭遇すると省エネ

に適合しない省エネを無視した建物が多く建ってしまっている。 

基準を義務化することにより省エネを無視した建物が建たなくなるため、義

務化を行うことにより、コストダウンの問題はなくなり、しっかりとした省

エネ基準に対応した建物が建つことになる。 

このような背景から、第１章は、社会情勢と基礎知識、建築物省エネ法の概

要（基準についても説明）、省エネ手法について進める。手法の細目につい

ては依田先生と同じ内容となる（配布資料Ｃ：１～25 ページ参照）。 

第２章は、地域特性の話を取入れるとともに、簡易計算ルートについて解説

する。ここで電卓を使用する（配布資料Ｃ：26～27 ページ参照）。 

第３章は、断熱層を中心に具体的な施工上のポイントを解説する。裁判沙汰

とならないように注意する等（配布資料Ｃ：28～29 ページ参照）。 

第４章は、好評でもあるワークショップを取入れる。４～５人のグループを

作り、話し合い発表する。新築では時間が足りないため、既存住宅の改修に

ついて実例のリフォーム案を考えている（配布資料Ｃ：30～31 ページ参照）。

聞くだけのインプットだけではなく、アウトプットをすることで自身に理解

度を増すことを目的とした内容である。 

昨年は、レベルが高いものであったため、50～60 歳の参加者が目立った。

今年は 30 歳の若い方の参加もし易いようにレベルを下げた内容としてい

る。 

・ＣＡＤソフト会社の福井コンピュータにＣＡＤソフトを使った計算手法を企

業事例紹介として２コマ部分に 10 分程度行う。東京・愛知・大阪の受講者

募集協力も含めて行う予定である。 

 

（３）各講座内容の説明（実施日時、ＣＰＤ申請状況等） 

・配布資料Ｄ、Ｅの内容の確認を行った。 

・「住環境エネルギー講座～設備編～」の中央工学校から発信するパンフレッ

トに電卓使用としてあるが、電卓は必要なのか。 

→電卓の削除修正をかける。既に案内を依頼しているところで問い合わせがあ

れば事務局で対応していく。 
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→福祉住環境コーディネーター協会とエコピープル支援協議会に変更依頼を

行う。 

・各協力校の卒業生への案内は可能なのか。キャリアアップには必要な知識で

あるため若い方に是非習得してもらいたいと考えている。 

→建築士会の関係者を通して案内をしている。その他、夜間生や建築の講師に

案内している。現在、省エネ基準は 13 名の申込みがあり、施工の方に興味

があるようだ。20 名限定なのか。 

→募集受入れ人数として 20～30 名の枠でお願いする。 

→学園祭の同窓会コーナーで案内をする考えである。 

→案内をはじめたばかりのため、状況を見ながら適宜案内の対応をしていく。

→建築士事務所協会が発行する月刊誌を活用している。９月発行分に案内を同

封した。 

→埼玉県建築士会の会長へ依頼している。 

→ＣＰＤ単位の文言が入っているが何か手続きが必要なのか。 

→本来、講座受講後に受講者自身で単位付与申請を行うが、本講座においては、

受付時に番号を聞いて本校から建築士会連合会へ単位付与の連絡をする。 

・第三者評価の内容を教えてほしい。 

→実証講座に使用したものと結果一式（テキスト、受講アンケート、テストの

成績、コマシラバス等）を評価委員に渡し、こちらが指定する評価表に記入

してもらう流れである。評価委員は未定の状況である。 

 

【会議風景】 

 

他にご意見等がございましたら、事務局へ連絡ください。本日はありがとうご

ざいました。という言葉で会議散会となった。 

 

以 上
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会議議事録 

 

事業名 平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」社会人等学び

直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業 

代表校 専門学校東京テクニカルカレッジ 

 

会議名 愛知地域版実証講座ＷＧ会議（第２回） 

開催日時 平成 29 年９月 29 日（金） 

15：00～17：00（２ｈ） 

場所 東海工業専門学校金山校 会議室 

出席者 ①委員 

・岡戸良介、野村種明、吉川隆治（計３名） 

③事務局 

 ・篠田衣織（計１名） 

（参加者合計４名） 

議題等 会議の目的、次第、内容等を記載（必要に応じて別紙等で補足） 

【会議目的】 

・本年度事業の概要と愛知地域版実証講座ＷＧの役割を含め、委員へ周知する

ことを目的とした会議を開催した。 

 

【次 第】 

日 時：平成 29 年９月 29 日（火）15：00～17：00 

会 場：東海工業専門学校金山校会議室 

 

１．15:00 開 会 

２．15:00～16:55  議 事 

（１）各会議実証講座等スケジュール確認 

（２）実証講座準備について 

 ・住環境エネルギー講座～設備編～ 

・新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～ 

（３）各講座内容の説明（実施日時、ＣＰＤ申請状況等） 

３．16:55  その他（事務局より連絡事項等） 

４．17:00  閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・資料Ａ：会議スケジュール 

・資料Ｂ：住環境エネルギー講座～設備編～テキスト 

・資料Ｃ：新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論

～テキスト 

・資料Ｄ：住環境エネルギー講座 ～設備編～ 資料一式（パンフレット・受講

票・ＣＰＤプログラム承認連絡）愛知・大阪・東京 



 

267 

・資料Ｅ：新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論

～資料一式（パンフレット・受講票・ＣＰＤプログラム承認連絡）

愛知・東京・大阪 

 

【内 容】 

１．開会・・・ 

事務局より、本日はお忙しい中ありがとうございます。これより第二回の会議

を開催しますとの言葉で会議開催となった。 

 

２．議事・・・ 

以下、次第に沿って説明と意見交換が行われた。 

（１）各会議実証講座等スケジュール確認 

・会議の確認 

愛知ＷＧの会議は、第二回：本日、第三回 11 月２日（木）15：00～ 

17：00 と２回実施する。と日時確認が行われた。 

・実証講座スケジュール 

愛知での実証講座は、住環境エネルギーが 10 月 28 日（土）13：30～ 

18：00、新省エネ基準が 11 月 11 日（土）13：30～18：00、それぞれ 

４コマ（１コマ／１時間）で実施する。 

テキスト類は印刷して講座前日着で送るので、受入をお願いする。 

→確認ＯＫ。 

 

（２）実証講座準備について 

＜住環境エネルギー講座～設備編～＞ 

当日の実証講座準備についての確認が行われた。 

【看板・講座運営について】 

・当日の看板と運営人数、講師の担当の確認が行われた。 

→講座運営は、佐々木、篠田、吉川委員の３名。講師は依田先生。看板は、入

口、エレベーターホールに 11：00 頃に受講生が分かるように設置する。 

・講座当日に事務局が到着して準備を行う予定であるが、前日の方が良いのか。

→講座当日となると何か起こった際の対応ができないため、講座の前日入りを

お願いしたい。 

→検討後に連絡をする。 

→講座当日は、担当の岡戸委員にプロジェクター準備と教室を開けるので 11：

30 頃で大丈夫である。 

教卓は左前方、ホワイトボードは一つ、受付机は入口に設置等の確認が行わ

れた（配置図の確認含む）。 

２年前と同様な進め方の準備で問題は無い。ＰＣは準備する必要はあるの

か。 

→ＰＣは講師と事務局も念のため持参するので基本的には必要ないが、必要な

際にはお願いする。プロジェクターの設定・設置は事務局で行う。 
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【当日の注意事項】 

・喫煙所の場所を当日の受講生に説明をお願いする。 

・奨学生試験が 13：00～13：30 まであるため、注意してもらいたい。 

→人数を教えてほしい。 

→200 名程度。 

→試験生は一度に帰るのか。 

→面接が終了した生徒から順次帰るので、受講生とのバッティングはそこまで

多くないと思う。 

 

＜新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～＞ 

実証講座準備についての確認が行われた。 

・11 月の講座であり、準備についてまだ時間はあるが、「住環境エネルギー講

座～設備編～」と同じように準備を進めれば問題は無い。 

→現時点では、同様に進める方向で変更等があれば、早目の対応を行っていく。

 

（３）各講座内容の説明（実施日時、ＣＰＤ申請状況等） 

＜住環境エネルギー講座～設備編～＞ 

・講座開催日時 10 月 28 日（土）13：30～18：00 の確認。 

・実証講座の進め方について一部変更の説明が以下の通り行われた。 

→講師からの申し入れにより、３コマの「基準・制度」と１コマの「総論・住

宅関連の機器」を入れ替える。当日、講座開始時に事務局より受講者へ説明

を行う。 

学ぶ内容が異なることはないので、特に問題は無いと思われる。ＣＰＤにお

いても提出したシラバス・コマシラバスの内容が大きく変更するものではな

いため同様に問題は無い。 

→受講生にとって学び易い流れであれば問題は無いと思う。承認ＯＫ。 

→次に、３コマ目の再生可能エネルギーの部分を要点的な進め方とし、時間短

縮する。その分、１～３コマまで学んだ内容を活かした演習を取入れて実施

し、受講生に体と手を動かせて考えてもらう計算を取入れ、ワークショップ

に繋げる。 

条件面を提示した上で、資源エネルギー庁発行の省エネカタログの内容も反

映しつつ進め、実務に直結した内容を取入れる方向である。 

ワークショップは、条件提示した建物に対してどういった設備を設置するの

かを省エネの観点から考えてもらう。 

→その方が良いと思う。現在のパンフレットは、学生からは興味を持つ内容の

ようであるが、社会人の反応は思わしくない状況である。 

申込み人数が今ひとつで集まりが悪く、現在のところ半分程度までしか集

まっていない。 

実務者・技術者に対しての施工のノウハウを匂わせるような内容の発信が必

要である。 

→実務への直結した講座としての発進の工夫が無かった点が反省点である。今

後に繋げる内容として若干の変更をする。 

→多くはできないが、夜間生や卒業生にも声を掛け始めたので、増える可能性
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はある。一人でも多くの募集を再度試みる。 

→当方としても、再度、協力団体へ働きかける。 

 

＜新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～＞ 

・講座開催日時 11 月 11 日（土）13：30～18：00 

→シラバス・コマシラバスの通りに進める。２コマ目に企業事例を 10 分程度

取り入れる予定である。現在、企業のスケジュールもあるため、確認中であ

る。 

→省エネ基準に対して、施工・設計技術者に、実務に直結した要点を習得でき

ることが伝わっているようで、募集は今のところ順調である。 

→現在のところ特に変更等は無いが、状況により講座内容の変更等の必要性が

発生した際には連絡をする。 

→講座開催まで時間があるが、変更等が発生した際には対応する。 

 

【会議風景】 

 

本日はお忙しい中ありがとございました。実証講座当日はよろしくお願いしま

す。変更等が発生した際には、ご連絡いたします。との言葉で会議散会となっ

た。 

 

以 上 
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会議議事録 

 

事業名 平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」社会人等学び

直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業 

代表校 専門学校東京テクニカルカレッジ 

 

会議名 企画推進委員会会議（第２回） 

開催日時 平成 29 年 10 月６日（金） 

15：30～17：30（２ｈ） 

場所 専門学校東京テクニカルカレッジ 会議室 

出席者 ①委員 

・稲永由紀、今泉清太、大越正弘、川瀬健介、佐々木 章、佐藤幸太郎、 

霜野 隆、吉川隆治（計８名） 

③事務局 

 ・篠田衣織、山口奈津（計２名） 

（参加者合計 10 名） 

議題等 会議の目的、次第、内容等を記載（必要に応じて別紙等で補足） 

【会議目的】 

・本年度の事業の取組みを委員へ周知することを目的とした会議を開催した。

 

【次 第】 

日 時：平成 29 年 10 月 6 日（金）15：30～17：30 

会 場：専門学校東京テクニカルカレッジ 会議室 

 

１．15:30 開 会 

２．15:30～17:25  議 事 

（１）各会議実証講座等スケジュール確認 

（２）各実証講座の内容確認（募集要項、シラバス、ＣＰＤ承認通知、テキス

ト抜粋） 

 ・住環境エネルギー講座～設備編～ 

・新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～ 

（３）第三者評価の実施要項 

 ・スケジュール 

 ・審査要領及び評価シート 

３．17:25  その他（事務局より連絡事項等） 

４．17:30  閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・資料Ａ：会議スケジュール（改訂版 平成 29 年９月 19 日（金）<第９版>）

・資料Ｂ：住環境エネルギー講座～設備編～テキスト 

・資料Ｃ：新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 ～設計・施工技術要

論～テキスト 
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・資料Ｄ：住環境エネルギー講座～設備編 ～資料一式（パンフレット・受講

票・ＣＰＤプログラム承認連絡、募集方法紹介）愛知・大阪・東

京 

・資料Ｅ：新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 ～設計・施工技術要

論～資料一式（パンフレット・受講票・ＣＰＤプログラム承認連

絡、募集方法紹介）愛知・東京・大阪 

・資料Ｆ：審査要領及び評価シート（平成 28 年度版） 

 

【内 容】 

１．開会・・・ 

事業責任者の小山学園理事佐々木より、各地域ＷＧ、プログラム開発委員会会

議でほぼ実証講座の内容は確定しています。その確認をお願いします。との開

催の言葉で第二回の企画推進委員会会議が開催された。 

 

２．議事・・・ 

以下、次第に沿って説明と意見交換が行われた。 

（１）各会議実証講座等スケジュール確認 

スケジュールの説明が行われた（配布資料Ａ参照） 

・全体会７月 28 日に実施、その後、事務局と各地域ＷＧ、プログラム開発委

員会会議で決定した内容を報告する。 

各地域版ＷＧ会議は、実証講座の内容についての進捗状況、募集状況、会場

の設営等について各地域で実施する。 

10 月 28 日（土）東海工業専門学校金山校から実証講座が開始となり、翌日

10 月 29 日（日）は修正建設専門学校で実施。 

11 月には東京・愛知の実証講座は終了し、大阪は 12 月が最終となる。 

各地域、「住環境エネルギー講座」と「新省エネ基準・住宅省エネルギー技

術者講座」を開催する。各地域１講座ずつ、計２講座実施する。 

12 月６日（水）が第３回目の最終会議となり、大阪の「新省エネ基準・住

宅省エネルギー技術者講座」（12 月 10 日（日）実証講座開催）間に合わな

いが、他の終了となっている実証講座のアンケート等の報告を行う予定であ

る。その他、６日の会議には、成果報告書、成果物等の目次の体裁の承認を

得る予定である。 

来年２月２日（金）に成果報告会を予定。文部科学省への提出は２月末を予

定している。といった流れで進めて行く。委員の皆様には、第３回の会議出

席の日を抑えていただきたい。 

 

（２）各実証講座の内容確認（募集要項、シラバス、ＣＰＤ承認通知、テキス

ト抜粋） 

昨年は、高知・岡山・福岡で実施した、本年度は、東京・愛知・大阪と大都市

圏で実施する。 

＜住環境エネルギー講座～設備編～（配布資料Ｂ・Ｄ参照）＞ 

・建築士会ＣＰＤの承認を得た講座で４時間４単位講座である。 

現在のところ、動きがあった地域で愛知８名である。 

受講者数を 20 名と考えているが、無料講座ということで、当日の欠席者もあ
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り得るため、30 名程度まで枠を広げる方向。 

定員オーバーしても可能な教室であるため対応できるようになっているた

め、なるべく多くの方に受講してもらいたい。 

大阪・東京ともに同様に募集活動を進めている。 

・テキストは資料Ｂとなるが、制作途中のものを配布している。受講生が分か

り易いように講座の順番を次のように変更する。 

１コマと３コマを入れ替え、再生可能エネルギー部分を 20 分程度に抑える。

学ぶ内容は変更が無いため、ＣＰＤへの影響はないが、パンフレットとコマ

の順番が異なるため、当日に受講生へ変更の報告をする。 

３コマの空いた時間は、省エネ性能カタログの副教材を活用し、電卓を使用

した演習問題を取入れてワークショップに入る。 

昨年度は、試験形式で終了としたが、第三者評価の意見を取入れワーク

ショップの評価形式に変更した。 

ワークショップの方法については、講師と相談して配布資料Ｂとは異なる方

法を取入れる。より、実務に近い方法を行う。 

→省エネ性能カタログを使用する内容はどういったものになるのか。 

→講師と検討中であり、現在のところ確定していない。 

 

＜新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～（配布

資料Ｃ・Ｅ参照）＞。 

・「住環境エネルギー講座～設備編～」と同様に４時間４単位の講座である。

動きがあった愛知で 16 名の申込みが入っている。 

講座内容は本年度バージョンで行う。各市区町村の基準があるため、東京・

愛知・大阪の３地域のそれぞれの基準を盛り込んだテキストを作成する。 

本講座は、２年前の「施工編」、昨年の「設計編」の要点を絞った内容で実

施する。 

２コマ目には、昨年度の感触としては良かったＣＡＤソフトの計算を使った

企業事例を取入れている。 

今年は昨年の「設計編」とは違い、「施工編」も取り入れているためハード

ルも下がり、建築関連従事者がそれぞれの立場で学び易い内容としている。

募集手法としては、現在、エコピープル支援協会ＨＰで募集、建築士会連合

会にＣＰＤ講座として掲載し、行っている。 

また、各地域建築士会への働きかけを行い、東京地域では、東京商工会議所

の中野区支部、北区支部等への働きかけを行う。 

大都市圏は登録者数が多く、比較的他の地域よりも参加者が集まり易い状況

にある。 

→建築士の知り合いにこれから声を掛けようと思うが、関係者の希望者は参加

できるのか。 

→現在のところ募集定員には届いていないため参加可能である。事務局からパ

ンフレットを送るので、希望者は申込欄に記入してそれぞれの主催校宛に

送って欲しい。 
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（３）第三者評価の実施要項 

＜スケジュール・審査要領及び評価シート（配布資料Ａ・Ｆ参照）＞ 

シラバス・コマシラバス、テキスト、受講生アンケートを基に、12 月中旬か

ら１月下旬にかけて第三者評価を行う。講座自体の内容変更はなく昨年と同様

の評価形態で実施するが、その意見をお聞きしたい。 

【昨年度評価委員より】 

・評価シートの内容と評価期間的には問題は無い。 

・資料は多かった分、評価はし易かった。建築士会のＣＰＤ講座を目的として

いるが、登録者以外の方も受講は可能なのか。 

→可能である。建築関連従事者を主にターゲットとしている。 

→受講に対する姿勢のスタートラインが異なるため、登録の有無を聞くことの

基本は必等と思う。 

→評価するにおいて、参加者数とアンケート回収数から鑑みると評価項目の

９、10 の部分において受講者の声の反映の仕方が難しかったが、今回は大

都市圏ということもあり、トータルの母数が集まるため、評価の懸念は無い

と思われる。 

→同じ評価方向で実施する評価の連続性は大事である。 

 

３．その他 

・特になし 

 

【会議風景】 

 

本日はありがとうございました。会議・実証講座のスケジュール、テキスト等

は本日の報告の方向で進めて行きます。という言葉で会議散会となった。 

 

以 上 
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会議議事録 

 

事業名 平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」社会人等学び

直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業 

代表校 専門学校東京テクニカルカレッジ 

 

会議名 東京地域版実証講座ＷＧ会議（第３回） 

開催日時 平成 29 年 10 月 10 日（火） 

15：30～17：30（２ｈ） 

場所 専門学校中央工学校 会議室 

出席者 ①委員 

・佐々木 章、松田正之、岡部公一、吉川隆治（計４名） 

③事務局 

 ・山口奈津（計１名） 

（参加者合計５名） 

議題等 会議の目的、次第、内容等を記載（必要に応じて別紙等で補足） 

【会議目的】 

・東京地域実証講座の講座内容変更報告と募集状況、告知状況について確認す

ることを目的とした会議を開催した。 

 

【次 第】 

日 時：平成 29 年 10 月 10 日（火）15：30～17：30 

会 場：専門学校中央工学校 会議室 

 

１．15:30 開 会 

２．15:30～17:25  議 事 

（１）実証講座について 

住環境エネルギー講座～設備編～修正後のシラバスについて 

（２）募集状況、告知先について 

３．17:25  その他（事務局より連絡事項等） 

４．17:30  閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・資料Ａ：住環境エネルギー講座～設備編～ 修正版シラバス（H29.09.23）、

テキスト内容 

・資料Ｂ：告知先の掲載情報 

 

【内 容】 

１．開会・・・ 

事業責任者の小山学園理事佐々木から開催の言葉で第三回の東京地域版実証

実験ＷＧ会議が開催された。 
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２．議事・・・ 

以下、次第に沿って説明と意見交換が行われた。 

（１）実証講座について 

住環境エネルギー講座～設備編～修正後のシラバスについて以下の説明が行

われた（配布資料Ａ参照） 

・内容は変更してはいないが、コマの順番が変更となった。実証講座の当日に

受講生に連絡をする。 

・変更前は、１コマ目に総論・住宅関連機器、２コマ目：再生可能エネルギー、

３コマ目：基準・制度、４コマ目：ワークショップといった流れであったが、

１コマ目に総論・基準・制度、２コマ目：住宅関連機器、３コマ目：再生可

能エネルギー、４コマ目：ワークショップの順番となる。 

また、変更前の内容では実務に直結していないようであったため、講師に再

生可能エネルギーの時間を短縮して、そこに実務よりの演習を取入れるよう

提案した。 

演習は、資源エネルギー庁発行のサブテキスト省エネ性能カタログを使用す

る。 

図面とともに地域特性を取入れた条件面を提示し、あなたが考える省エネ機

器として時間を設けて受講生に考えさせ、考えたものをワークショップに繋

げるといった実務により近い内容を取入れた方法を講師に考えていただい

ている。 

ＣＰＤの影響については、順番を変更しただけでシラバス・コマシラバスに

明記している習得する内容は変わっていないので影響は無い。 

→分かり易いようにコマの順番を変更した。名古屋と大阪は案内を始めている

のでパンフレットの内容はそのままで行う。実証講座の当日に受講生へ事務

局から伝える。 

→東京地域も同様に、パンフレットの内容はそのままで案内し、当日の実証講

座で事務局から受講生へ説明する。 

→ワークショップで使用する模造紙等はどうするのか。 

→全て事務局で用意する。 
 

（２）募集状況、告知先について（配布資料Ｂ参照） 

告知状況について以下の通り行われた。 

・配布資料Ｂは、エコピープル支援協議会のＨＰ掲載のものである。エコピー

プルとはｅｃｏ検定合格者のことで、その合格者をまとめている団体がエコ

ピープル支援協議会である。 

東京商工会議所がｅｃｏ検定の主催で、日本全国に合格者（エコピープル）

が居て、ＨＰで講座案内を見ることができるようにしている。 

東京建築士会へのＨＰの反映は現在作業中であるため、まだＨＰには掲載さ

れていない。告知の日が決定した際には、連絡を入れる。 

日本建築士会連合会はＣＰＤ認定講座としてＨＰに掲載している。問い合わ

せはこれからである。 

東京商工会議所北支部には、1,900 団体へ一斉ＦＡＸで案内するよう手配済

み。中野支部 2,000 団体へ同様に案内するよう手配済み。その他、福祉住環

境コーディネーター協会へは働きかけている段階である。 
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まだ、作業中のところも多いので、問い合わせや申込みはこれからである。

→埼玉県建築士会へ連絡し、実証講座受講生募集の協力を仰いでいる。パンフ

レットデータは送付済みである。その他、建築系職員、講師、同窓会・卒業

生を含め、案内をする。 

→企業事例紹介の福井コンピュータに協力を仰いでいる。 

→他の地域で確認できているところでは、名古屋で 16 名程度集まっていると

いう確認がとれている。 

募集人数は 20 名としているが、会場都合や講師対応のことを考えると 30 名

程度まで枠を広げる。 

→実証講座のポスターを学内に掲示しているが、設備の学生が興味を持って問

い合わせがきたが、社会人対象ということで断った。 

→今後、受講生の募集人数の情報交換をしていきたい。 

→募集状況は随時連絡する必要はあるのか。 

→随時連絡の必要はない。ただ、どの媒体を見て申込んでいるのか把握は必要

である。 

講座の詳細が知りたいといった連絡は来ると思われるので、その対応として

掲載している媒体の情報共有は必要である。 

→受講票は申込者へ随時対応すれば良いのか。 

→随時対応をお願いする。 
 

３．その他 

＜企画推進委員会会議の報告内容＞ 

・第三者評価を企画推進委員会の委員の中から３名選定した。 

昨年と比較ができるよう２名は昨年と同じ委員を選定した。評価方法は、全

ての講座が終了した際に、実証講座に使用したシラバス・コマシラバス、テ

キスト、授業シート、授業カルテ・カルテ解答、アンケート用紙・集計結果

等全てを事務局から渡して評価してもらうこととなる。 

→評価委員は実証講座の見学はしないのか。 

→見学はしない。渡した実証講座の資料と結果から評価をしてもらう。プログ

ラム開発や実証講座になるべく関わっていない方を選定している。 

最終的に、昨年度と比較した評価内容となる。 
 

【会議風景】 

 
 

本日は、お忙しい中ありがとう

ございました。引き続き、よろ

しくお願いいたします。との言

葉で会議散会となった。 

 

 

 
 

 

以 上



 

277 

会議議事録 

 

事業名 平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」社会人等学び

直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業 

代表校 専門学校東京テクニカルカレッジ 

 

会議名 大阪地域版実証講座ＷＧ会議（第２回） 

開催日時 平成 29 年 10 月 13 日（金） 

15：00～17：00（２ｈ） 

場所 修成建設専門学校 堀江ラボ 会議室 

出席者 ①委員 

・亀井哲男、堤下隆司、平上秀明、吉川隆治（計４名） 

③事務局 

 ・山口奈津（計１名） 

（参加者合計５名） 

議題等 会議の目的、次第、内容等を記載（必要に応じて別紙等で補足） 

【会議目的】 

・大阪地域実証講座の講座内容と募集状況、告知状況について確認することを

目的とした会議を開催した。 

 

【次 第】 

日 時：平成 29 年 10 月 13 日（金）15：00～17：00 

会 場：修成建設専門学校 堀江ラボ 会議室 

１．15:00 開 会 

２．15:00～16:55  議 事 

（１）実証講座について 

住環境エネルギー講座～設備編～修正後のシラバスについて 

（２）募集状況、告知先について 

３．16:55  その他（事務局より連絡事項等） 

４．17:00  閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・資料Ａ：住環境エネルギー講座～設備編～ 修正版シラバス（H29.09.23）、

テキスト内容 

・資料Ｂ：告知先の掲載情報 

・資料Ｃ：実証講座アンケート（案） 

 

【内 容】 

１．開会・・・ 

事務局より、第二回の大阪地域版実証実験ＷＧの会議開催を行いますとの言葉

で会議開催となった。 
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２．議事・・・ 

以下、次第に沿って説明と意見交換が行われた。 

（１）実証講座について 

「住環境エネルギー講座～設備編～」の変更について説明いたします（配布資

料Ａ参照）。 

・内容は変更してはいないが、講師の希望より分かり易いようにするため、コ

マの順番が変更となった。パンフレットと実際の講座の流れの変更について

は、事務局より実証講座の当日に受講生へ話をする。 

変更前は、１コマ目に総論・住宅関連機器、２コマ目：再生可能エネルギー、

３コマ目：基準・制度、４コマ目：ワークショップといった流れであったが、

１コマ目に総論・基準・制度、２コマ目：住宅関連機器、３コマ目：再生可

能エネルギー、４コマ目：ワークショップの順番となる。 

ＣＰＤの影響については、順番を変更しただけでシラバス・コマシラバスに

明記している内容はしっかりと行うため、影響は無い。 

また、変更前の内容では実務に直結した内容としては弱かったため、講師に

再生可能エネルギーの時間を短縮して、そこに実務家寄りの演習を取入れる

よう提案した。 

演習は、資源エネルギー庁発行のサブテキスト省エネ性能カタログを使用す

る。 

大阪地域特性を取入れた戸建ての条件面を提示し、あなたが考える省エネ機

器といった課題を与え、時間を設けて受講生に考えさせる。 

その後、考えたものを次の４コマ目のワークショップに繋げるといった方向

で実務により近い内容を取入れた方法を講師に考えていただいている。 

また、パンフレットの内容はそのままで案内し、当日の実証講座で事務局か

ら受講生へ説明する。 

→承認ＯＫ。 

 

（２）募集状況、告知先について 

告知状況について以下の通り行われた。 

・配布資料Ｂは、エコピープル支援協議会のＨＰ掲載のものである。エコピー

プルとはｅｃｏ検定合格者の名称で、その合格者をまとめている団体がエコ

ピープル支援協議会である。 

東京商工会議所がｅｃｏ検定の主催で、日本全国に合格者（エコピープル）

が居る。そのＨＰで講座案内を見ることができるようにしている。東京地域

ＷＧの会議では報告していなかったが、11 日よりメルマガでも発信してい

る。日本建築士会連合会はＣＰＤ認定講座としてＨＰに掲載している。 

福井コンピュータの企業事例紹介については、開催日が日曜日のため、参加

は困難の状況である。講座募集への協力を要請している。 

・９月に事務所協会を通して講座案内を行ったが、日事連（日本建築士事務所

協会連合会）の全国大会を全面的に大阪がバックアップすることを条件とし

たイベントが和歌山県で開催された。そこに数百人単位で大阪から招集され

ることとなった。 

イベントと重なって案内したため、話題が全国大会の成功に行き、募集をか
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けても反応が悪い。 

→「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」は

12 月とまだ先であるが、「住環境エネルギー講座～設備編～」への影響が出

て募集状況が思わしくない。引き続き、募集をしていく。 

→「住環境エネルギー講座～設備編～」は、内容的に学生でも理解できるもの

であるのか。 

→座学は学生でも大丈夫と思われるが、演習とワークショップについては実務

経験が無いと難しいと思う。 

→夜間生は、昼間は仕事しているが、実務は初心者レベル。今後、より体験し

ていくこととなるが、受講は可能か。 

→夜間生は、昼間実務もしているので社会人として考えられるので可能であ

る。ただ、受講生のレベルが同じであれば講座の進め方はどのようにでもで

きるが、実務豊富な方と初心者レベルが混ざるとバランスをとることを考え

る必要が出てくる。 

→これから２～３の事務所へ働きかける予定だが、そうなると実務家となるが

どうしたらよいのか。 

→レベル間が大きく関係してくるのは、主に、グループワークの場であると考

える。ただ、４～５名の実務豊富な方に参加していただければ、実務豊富な

方と初心者レベルを分けて行うことや、実務豊富な方にグループのリーダー

的な存在となってもらい行うことが可能となるので、バランスは取れる。 

→事務所へ参加の呼びかけをしていく。 

・アンケート項目の確認が行われた（配布資料Ｃ参照）。 

「住環境エネルギー講座」と「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座」

は同じような項目となっている。 

最終的に、昨年と比較したものになる。２年間実施した講座が必要とされる

内容であったかどうかの方向でまとめる。 

・コマ毎に到達目標の確認テストはするのか。 

→「住環境エネルギー講座～設備編～」は、１～２コマに実施し、３コマ目は

別の演習問題、４コマ目はワークショップ発表となる。「省エネ基準・住宅

省エネルギー技術者講座」は、１・３コマで実施、２コマ目は別の演習問題、

４コマ目はワークショップ発表となる。 

・テキストの棒読みだけの内容は避けてほしい。 

→話し方に抑揚をつけるのは必要である。昨年と同じ講師であるため、抑揚等

の話し方の問題は無い。 

・確認テストの意味はどういったものか。 

→受講生の確認の他、講師の教え方の判断にもなる。点数が悪過ぎると講師の

教え方の再確認や、逆に良すぎると問題が簡単過ぎる内容ではといった検討

材料となる。平均 10 問中７問正解程度を目指したものとしている。 

→講師にプレッシャーがかかり過ぎるのではないのか。 

→半日講座では、最後に１回のテスト実施で良いと思う。 

→最後にテストを行うと受講生に負担度が上がるので、それを軽減するために

コマ毎に取り入れている。 

少しずつではあるが、この方法は社会人講座にも取り入れ始められている。



 

280 

・コマシラバスを見る限りでは、ボリュームがあり、４日間の内容のようにも

見える。 

→習得する内容は多くある。講師にはポイントを絞って、進めるように打ち合

わせをしている。 

本講座はＣＰＤ認定講座としてプログラムＩＤを取得している。シラバス・

コマシラバスの内容でＣＰＤ認定講座として承認を受けているのでテキス

ト等の制約は無い。 

例えば、このコマシラバスに沿って行えば、主催する団体のやり方でレベル

差を設けて開講することも可能である。テキストも指定していないため新た

にオリジナルで作成しても問題は無い、場面によっては学ぶポイントの深度

を掘り下げることも可能である。幅広く活用できるようなＣＰＤ認定講座と

して承認を得ているので、多くの方々に活用いただきたい。 

 

＜会場、受付、机の配置等の確認＞ 

・事務局は当日入りか前日入りのどちらがよいのか。 

→講座当日でも大丈夫だが、何か起こったときに対応できないため、前日入り

を希望する。 

→検討して連絡をする。 

・会場は３階教室を使用、受付は１階の入り口に行う。看板はどうなっている

のか。 

→Ａ３用紙で案内する。 

→データを送ってもらえれば、大きくＡ１用紙に出力して入口に貼り、３階ま

での案内をする。 

・20 名の受講生を考えると、教室の前方に座学用の机を配置。後方にグルー

プワーク用の配置を行う。 

→確認ＯＫ。 

・講座はＰＰＴを使うため、プロジェクターとスクリーンが必要である。その

他、ホワイトボード（当日のスケジュール明記等）、教卓の用意をお願いす

る。 

 

３．その他 

・特になし 

【会議風景】 

 

 

本日はお忙しい中ありがとうご

ざいました。引き続き、ご協力

の程、よろしくお願いいたしま

す。との言葉で会議散会となっ

た。 

 
 

 

以 上
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会議議事録 

 

事業名 平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」社会人等学び

直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業 

代表校 専門学校東京テクニカルカレッジ 

 

会議名 愛知地域版実証講座ＷＧ会議（第３回） 

開催日時 平成 29 年 11 月２日（木） 

15：00～17：00（２ｈ） 

場所 東海工業専門学校金山校 会議室 

出席者 ①委員 

・石黒達哉、野村種明、吉川隆治（計３名） 

③事務局 

 ・篠田衣織、山口奈津（計２名） 

（参加者合計５名） 

議題等 会議の目的、次第、内容等を記載（必要に応じて別紙等で補足） 

【会議目的】 

・実証講座「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要

論～」の準備に向けた確認と10月28日終了した実証講座「住環境エネルギー

講座～設備編～」を振り返った意見交換を行うことを目的とした会議を開催

した。 
 

【次 第】 

日 時：平成 29 年９月 29 日（火）15：00～17：00 

会 場：東海工業専門学校金山校会議室 

１．15:00 開 会 

２．15:00～16:55  議 事 

（１）実証講座運営スケジュールについて 

 新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～ 

（加藤先生） 

（２）募集状況の確認、当日の運営確認について 

（３）実証講座「住環境エネルギー講座～設備編～」振り返り 

３．16:55  その他（事務局より連絡事項等） 

４．17:00  閉 会 
 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・資料Ａ：新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論

～運営スケジュール 

・資料Ｂ：新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論

～シラバス 

・資料Ｃ：申込者一覧表 

・資料Ｄ：実証講座準備担当別内訳 
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【内 容】 

１．開会・・・ 

事務局より、本日はお忙しい中ありがとうございます。これより第三回の会議

を開催しますとの言葉で会議開催となった。 

 

２．議事・・・ 

以下、次第に沿って説明と意見交換が行われた。 

（１）実証講座運営スケジュールについて 

＜新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～＞ 

（配布資料Ａ・Ｂ参照） 

・講座全体としては昨年と同じ流れで座学と外皮計算を受講者自身が電卓で行

う演習、ワークショップといった流れである。 

昨年の「設計編」は、内容も高度なもので 200 ページ程あったため駆け足で

行うことになってしまい、ワークショップへの時間配分も昨年は難しかった

が、今年は設計と施工の要点を絞った内容となるので比較的時間に余裕があ

ると思われる。 

スケジュールは「住環境エネルギー講座～設備編～」と同じ４単位で、時間

配分も同じである。貴校の当日の状況を教えてほしい。 

→校舎使用はあるが講座実施の会場への影響は無い。ＣＰＤの申請はどうする

のか。 

→先日の「住環境エネルギー講座」と同様に、事務局で行うので受講者から申

請しなくてもよい。 

変更点としては、２コマ目に企業事例紹介として福井コンピュータから来て

いただいてＣＡＤソフトを使った外皮計算等の計算式ができるというデモ

ンストレーションを行う予定であったが、愛知と大阪での参加はスケジュー

ルの調整が難しく見送りとなった。東京では実施する。 

講師からの説明となり、実際に目で見られないことが残念ではあるが、企業

事例として、受講者の方々に紹介するテキストに盛り込む内容は作成してい

るので、協力していただく上において確認をしてほしい。 

→確認ＯＫ。 

・講座準備を行うにあたり、本校にはいつ頃入るのか。 

→いつ頃がよいのか。「住環境エネルギー講座」同様に講座前日か、もしくは

同じ流れなので講座当日でも対応はできるが。 

→講座当日となると何か起こったときに対応できないため、講座前日に入って

もらった方が安心するので「住環境エネルギー講座」と同様に前日入りでお

願いしたい。 

講座当日の準備担当の石黒委員は職員室に待機していて、学生対応をしてい

る可能性が高いたえ、万が一何か急ぎの用事が発生した際には、職員室に居

なければ、今から教える携帯へ連絡してください。 

小さいものを大きくスクリーンに映し出す機械があるが、テキストやワーク

ショップの発表で使用するか。 

例えば、講座の座学中のＰＰＴをスクリーンで映し出して使用し、文字が小

さな部分を大きく見せる際に、ＰＣと連動させて使用できる。 
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→昨年のワークショップ発表はＡ４サイズで行ったので、今回も同様になると

思われる。 

→Ａ４のものを大きくスクリーンに映し出し、発表する際に使用してはどう

か。 

→当日、講師と相談して検討する。準備だけはお願いしたい。 

→使えるようにセッティングする。 

 

（２）募集状況の確認、当日の運営確認について 

・申込み者数 17 名の確認（配布資料Ｃ参照）。 

・受講者募集はどのように行ったのか。 

→建築士会と卒業生への声を掛けた。情報がほしい岐阜方面の卒業生にも連絡

したのでその影響もある。その他、定期的に学校の夜間部と教員、講師の交

流会があるので、そこでも案内して参加している。 

・建築士会からの案内もあり、有資格者が多く、受講生のレベルは高いようで

ある。 

→実務者にとって「新省エネ基準講座」は学ぶ内容が分かり易いこともあり、

この人数が集まったと思う。 

 

（３）実証講座「住環境エネルギー講座～設備編～」振り返り 

・ワークショップの発表からもあったように、参加者全員自分自身の省エネの

取組みの確認ができてよかった。講師がこの講座を受講して気づいてほし

かった部分でもあった。 

貴校の夜間生は勉強への意欲が高いようであるが、昼間仕事をしている夜間

生にとって、このような講座は刺激となっているのか。 

→勉強への意欲が高い夜間生にとっては、社会人の実務家と一緒に学ぶ場があ

るだけで向上心を養う刺激となると思う。 

また、特に３コマ目に電卓を使った演習を取入れ、その後、ワークショップ

という流れは良かったと思う。３コマまでインプットのみの座学からのワー

クショップよりも、受講者自ら体を動かす部分が取入れられた工夫は良かっ

たと思う。 

→当初、講師が考えるものと違った方法をお願いしたものであった。インプッ

トが多い講座で終わるより、講座で学ぶ内容がどのように反映されたものに

なるのか受講者自身が体験できる部分を取入れたかった。講師にも無理にお

願いして、新たな学び方を提案した形であった。 

→講師は大変だったと思うが、結果、良い講座となったと思う。 
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【会議風景】 

 

本日はお忙しい中ありがとございました。実証講座当日はよろしくお願いしま

す。変更等が発生した際には、ご連絡いたします。との言葉で会議散会となっ

た。 

 

以 上 
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会議議事録 

 

事業名 平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」社会人等学び

直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業 

代表校 専門学校東京テクニカルカレッジ 

 

会議名 大阪地域版実証講座ＷＧ会議（第３回） 

開催日時 平成 29 年 12 月１日（金） 

15：00～17：00（２ｈ） 

場所 修成建設専門学校 堀江ラボ 会議室 

出席者 ①委員 

・亀井哲男、佐々木 章、堤下隆司、平上秀明、吉川隆治（計５名） 

③事務局 

 ・山口奈津（計１名） 

（参加者合計６名） 

議題等 会議の目的、次第、内容等を記載（必要に応じて別紙等で補足） 

【会議目的】 

・大阪地域実証講座「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施

工技術要論～」の講座内容と募集状況、講座運営について確認することを目

的とした会議を開催した。 

 

【次 第】 

１．15:00 開 会 

２．15:00～16:45  議 事 

（１）実証講座について 

 新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者座～設計・施工技術要論～（加

藤先生） 

（２）募集状況について 

（３）当日の運営について 

３．16:45  その他（事務局より連絡事項等） 

４．17:00  閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第  

・資料Ａ：新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論

～テキスト内容一部抜粋 

・資料Ｂ：実証講座タイムスケジュール 

・資料Ｃ：実証講座受講者アンケート（昨年度版）  

 

【内 容】 

１．開  会・・・ 

事務局より、第三回の大阪地域版実証実験ＷＧの会議開催を行いますとの言葉

で会議開催となった。 
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２．議  事・・・ 

以下、次第に沿って説明と意見交換が行われた。 

（１）実証講座「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者座～設計・施工技術

要論～」について事務局より以下の説明が行われた。 

・講師は、２年前に「施工編」を沖縄・新潟地域、昨年は「設計編」高知・福

岡地域で実施した加藤陽介氏とする。 

テキストは、企業事例も 10 枚程度盛り込んだ、設計と施工の要点をまとめ

た内容である（配布資料Ａ参照）。 

また、テキストはＡ４にＰＰＴ２スライドの２イン１で印刷する。全体で

174 スライドあるため 87 枚のバインダー綴じで受講生に提供する。予備は

４部ほど用意する。最終的には成果物として受講生の皆様にもお送りする。

・講座の進め方としては、受講生のレベルにもよるが、講座の時間配分（休憩

含む）は講師に任せて進めている（配布資料Ｂ参照）。 

・当日ＰＰＴでスクリーンに映すが、ほとんど紙ベースで線やマーカーを入れ

る作業となる。 

東京・愛知でもそうであったが、特に設計部分に要点を整理してもボリュー

ムがあるため、スピードが速く駆け足となってしまった。一昨年と昨年と違

い、ワークショップへの時間の取り方に影響はあったが、受講生からの時間

配分のクレームは無かった。 

・企業事例紹介の部分については、愛知では担当者が来られなかったため、講

師からの紹介程度となった。大阪でも同様となる。一方、東京では担当者が

来ることができたので外皮計算のデモンストレーションはできた。 

その他、地域によって風の流れがあるので、その辺も取り入れた内容となっ

ている。 

・最後にアンケートを記入してもらい、随時退出となる。 

・コマ毎の確認テスト（授業カルテ）の実施においては、ボリュームがあるこ

とから、コマ毎で実施できない可能性がある。東京と愛知がそうであった。

東京では１～３コマ分をまとめて実施。愛知においては１～２コマをまとめ

て実施し、３コマ目はコマの後半に実施等といった方法となる可能性がある

が、この点については、講師より受講生に説明してもらう。 

・東京では 32 名の内、27 名が参加した（途中退出２名）が、企業事例紹介先

の福井コンピュータの協力により東京はこの人数が集まった。 

→ＣＰＤ認定講座として建築士会ＨＰではあるが、講座数が多いためなかなか

たどり着けない。 

→大阪と愛知は福井コンピュータの営業担当の日程調整が難しく来ることが

できないことから案内の協力が得られなかった。 

民間の団体と協力して今後展開する上においては、広く知ってもらうために

はこのような方法は必要と思われる。 

昨年と一昨年の福岡や沖縄ではその地域の建築士会や事務所協会等に案内

しただけで、２地域ともは 20 名強の申込みがあった。地域事情もあると思

われるが、このような講座が多くは無く、参加するタイミングがなかなか取

れないのか情報入手に困っていると考えられる。 

大都市圏においては、同じような講座が数多くあるため、参加するタイミン
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グが取り易いこともあり、情報に困っていないということが分かる。 

→建築士会や事務所協会等からの情報は知っているが、直接声をかけないと講

座に行かないことがある。効率的に声をかけていくことが必要である。 

・テキストの文字等が見えにくい部分があるが、最終的に製本した成果物とす

る際には、なるべく見えるように手をかける。 

・ソフトを使って外皮計算などをするのか。 

→ソフトを使った外皮計算は行わない。しかし、演習問題で電卓を使用する。

その際に講師が受講生個々に指導しながら進めるため、受講生の理解度に

よって時間配分が変わる。東京では 30 分程度、愛知は 20 分程度であった。

・アンケートは昨年と同じ内容である。昨年と比較検証し、報告するために同

じ内容としている。としてアンケートの内容が読み上げて確認を行った（配

布資料Ｃ参照）。 

 

（２）募集状況について協力校である修成建設専門学校より以下の説明が行わ

れた。 

・現在７名の参加申込み（在校生、卒業生、前回の「住環境エネルギー講座」

の参加者 等）。資格は持っていない受講生がほとんどである。引き続き、

他に声をかけて集めている。 

→現在の受講生の一覧表を事務局へ送って欲しい、講師に受講生状況の話をし

て進め方を検討してもらう。 

→大阪の委員へ声をかけて受講生を集める。当日に連絡の行き違いで来る方も

居る可能性はあるが、テキスト等は余分に持ってくるので対応はできる。 

 

（３）当日の運営・設営について確認が行われた。 

・当日の会場は前回（「住環境エネルギー講座」）と同じこの会場で実施。 

・看板や受付も前回同様の場所でお願いする。 

・ＰＰＴを映すスクリーンとＰＣをお願いする。 

・席はスクール形式でワークショップは２島設営。 

・講座時間は 13：30～18：00、その後アンケートを実施し、記入終了の方か

ら随時退出となる。 

講座の進め方（時間配分調整等含む）は受講生のレベルにより、講師が話す

内容の調整をするため東京と愛知も同様に講師に任せる。 

→マイクは必要なのか。 

→早口になると思われるので今回はお願いしたい。 

→トイレは３階と４階の説明、７階に喫煙場所等の説明をお願いする。 

→講座の準備・確認をするため、会場に入れる時間はいつか。 

→設営は前日行うので 12：30 過ぎでも大丈夫と思う。 

→何かあった場合が困るので 12：00 頃には伺う。テキストは８日（金）午前

中着で手配する。 

 

３．その他・・・ 

・成果報告会開催の連絡：２月２日（金）14：30～予定。 
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【会議風景】 

 

本日はお忙しい中ありがとうございました。12 月 10 日（日）が最終の実証講

座となりますので、ご協力の程、よろしくお願いいたします。との言葉で会議

散会となった。 

 

以 上 
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会議議事録 

 

事業名 平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」社会人等学び

直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業 

代表校 専門学校東京テクニカルカレッジ 

 

会議名 企画推進委員会会議（第３回） 

開催日時 平成 29 年 12 月６日（水） 

15：30～17：30（２ｈ） 

場所 専門学校東京テクニカルカレッジ 会議室 

出席者 ①委員 

・井上利一、稲永由紀、大越正弘、川瀬健介、佐々木 章、佐々木進市、 

佐藤幸太郎、霜野 隆、吉川隆治（計９名） 

③事務局 

 ・篠田衣織、山口奈津（計２名） 

（参加者合計 11 名） 

議題等 会議の目的、次第、内容等を記載（必要に応じて別紙等で補足） 

【会議目的】 

・本年度の事業の取組みを委員へ周知することを目的とした会議を開催した。

 

【次 第】 

日 時：平成 29 年 12 月 6 日（水）15：30～17：30 

会 場：専門学校東京テクニカルカレッジ 会議室 

 

１．15:30 開 会 

２．15:30～17:25  議 事 

（１）実証講座の進捗状況の確認 

（２）実証講座のアンケート結果の進捗状況の確認 

（３）成果報告書の目次(案)と成果物の予定 

（４）事業評価の進め方について 

（５）今後のスケジュールの確認(成果報告会含む) 

３．17:25  その他（事務局より連絡事項等） 

４．17:30  閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・配布資料Ａ：成果報告書の目次（案）昨年度成果報告書抜粋 

・配布資料Ｂ：事業評価の進め方 昨年度成果報告書抜粋「本事業の評価と検

証」、「まとめ」 

・配布資料Ｃ：スケジュール表 
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【内 容】 

１．開  会・・・ 

事業責任者の小山学園理事佐々木より、本年度最後の企画推進委員会となりま

す。最後の実証講座は 12 月 10 日となりますが、本事業の評価委員選定をはじ

め、その他に本事業についてご意見を伺いたいと思います。との開催の言葉で

第三回の企画推進委員会会議が開催された。 

 

２．議  事・・・ 

以下、次第に沿って説明と意見交換が行われた。 

（１）実証講座の進捗状況の確認（配布資料Ｃ参照） 

・12 月 10 日（日）の新省エネ基準が最終の実証講座となる。今年度開発した

教育プログラムをはじめ、アンケート集計は途中であるが、発表をする。 

・「住環境エネルギー講座～設備編～」（愛知：10 月 28 日(土)開催、大阪：10

月 29 日(日)開催、東京：11 月 18 日(土)開催） 

・「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」（愛

知：11 月 11 日(土)開催、東京：11 月 25 日(土)開催、大阪：12 月 10 日(日)

開催） 

【事務局よりスライドで実証講座風景の報告】 

◆「住環境エネルギー講座～設備編～」 

・講義＋演習＋ワークショップの流れで、愛知：申込者 12 名の内受講者数９

名、大阪：申込者 10 名の内受講者数８名、東京：申込者８名の内受講者数

７名で実施した。省エネ設備を設置することを課題としてグループ毎に発表

したものをその都度講師が講評を行い修了とした。 

◆「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」 

・講義＋演習＋ワークショップの流れで、愛知：申込者 18 名の内受講者数 17

名、東京：申込者 32 名の内受講者数 27 名で実施した。リフォームを課題と

して断熱・省エネをグループ毎に発表したものをその都度講師が講評を行い

修了とした。 

・２講座ともに、講座の流れは「講義２コマ、演習１コマ、ワークショップ１

コマ」という流れで実施した。 

講座の４時間設定については、時間的には満足されたが、ワークショップを

導入すると時間が足りないようであった。 

→「新省エネ基準講座」は、例題と条件を設計して、リフォームを考えるとい

う形式をとった。地域毎に条件を風向きなどの気候変動の地域特性を取入れ

て実施した。地域によって省エネの考え方を変えることが必要である。 

ただ、東京のように 30 名近く人数が多くなるとワークショップを取入れる

講座としては進行が難しくなる。 等 

 

（２）実証講座のアンケート結果の進捗状況の確認 

【事務局よりスクリーンで講座毎に途中結果報告が行われた】 

◆「住環境エネルギー講座～設備編～」 

・講座の認知度が低いこともあり、実務に直結した内容かが分かり辛いようで

あるが、受講してみると面白い内容である。継続的な発信が必要と考える。
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・ＣＰＤについては、大都市圏においては、講座数が多いことからか昨年と比

べると単位付与は望んでいない。 

・開講時期については、参加者の皆さんが能動的に来ているので全員適切との

回答であった。 

・テキスト関係はなるべく文字が見え易いようには心掛けているため、普通よ

り下の回答が昨年より少なくなっている。 

・最後に製本状態でテキストをお送りすることを伝えると「待っている」との

声をいただいた。 

・講座時間については昨年のアンケートを参考にして４時間で設定したため、

長いという回答は無かった。 等 

 

◆「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工技術要論～」 

・設計職や講師、教員置くが多く、規模は設計職が多いこともあり、29 人以

下が多い。 

・愛知では 60 歳以上が多く、東京では 50 歳以上が多かった。 

・ボリュームがあり駆け足になってしまったため、時間が足りなかった。ただ、

声がしっかりと通っていたのでよかった。 

一方、時間が長いという回答もあったが学生からであった。ついていけない

点がこのような回答として出たと考えられる。 

→有資格者であったのが良かった。専門用語も含めて理解ができるレベルで

あったため、スピードが速くても良かった。 

・建築士関係が多かったが、学校関係やその他が多い。大都市圏は選択する講

座が多い。 

・11 月、12 月、１月は他の関係団体の講座と重なっているのでアンケートの

回答には反映されていないが、11 月頃よりも５～６月という声があった 

・ＣＰＤについては、10％台で単位取得への関心度は低い。大都市圏では、 

ＣＰＤ単位付与の講座が多く開催されており、他の地域よりは講座を受講し

易い環境と考える。 

・講座や講師の教え方、テキスト内容については満足との回答であったが、テ

キストについては資料等を転用するとどうしても荒くなるため、最終の成果

物とする際には手を加えていきたい。 

・学び直しについては、常に新しい情報を追いかけていかなければならないと

いう意識からか全員が必要と回答している。 

・企業事例先の協力により、受講者数が増えた。声のかけ方の工夫が必要であ

る。 

・時間的には短いという回答があったので、６時間でも良かったと思うが、１

日拘束になるのとここまで受講者は集まらなかったと思う。 

・最終的に成果報告書に昨年と比較してまとめる方向である。 

表とグラフを用いて整理していく。 等 

 

（３）成果報告書の目次(案)と成果物の予定（配布資料Ａ参照） 

・まとめかたの流れとしては、ほとんど昨年と同じである。 

・地域の部分や最終のまとめが大きく違う所である。 等 
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（４）事業評価の進め方について（配布資料Ｂ参照） 

・昨年と同じ評価手法でお願いする。 

・評価内容も同じにして昨年と比較して成果報告書にまとめる。 

・必要関係書類やデータは事務局より、評価委員へ送る。 等 

 

（５）今後のスケジュールの確認（配布資料Ｃ参照） 

・12 月 10 日が最後の実証講座となる。 

・評価委員の方々には、評価スケジュールについて事務局より連絡をする。 

・２月２日（金）の午後から成果報告会を中野サンプラザで開催する。開催時

間は 14：00 頃を予定している。 等 

 

【会議風景】 

 

本日はありがとうございました。最終報告としまして２月２日の成果報告会で

実施いたします。成果報告会のご案内は追ってお送りいたします。という言葉

で会議散会となった。 

 

以 上 
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会議議事録 

事業名 平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」社会人等学び

直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業 

代表校 専門学校東京テクニカルカレッジ 

 

会議名 成果報告会 

開催日時 平成 30 年２月２日（金） 

16：00～18：00（２ｈ） 

場所 中野サンプラザ 15 階 リーフルーム 

出席者 ➀委員 

・稲永由紀、井上利一、大越正弘、岡部公一、加藤陽介、佐々木 章、 

野村種明、平上秀明、松田正之、吉川隆治、依田浩敏（計 11 名） 

②文部科学省 

 ・宮本二郎（計１名） 

③事務局 

 ・藤原沙紀（計１名） 

（参加者合計 13 名） 

議題等 会議の目的、次第、内容等を記載（必要に応じて別紙等で補足） 

【会議目的】 

・文部科学省が向かっている今後の事業の取組み概要と本年度の事業成果を関

係者へ説明する報告会を開催した。 

 

【次第】 

日 時：平成 30 年２月２日（金）16：00～18：00 

会 場：中野サンプラザ 15 階 リーフルーム 

 

１．16:00        開 会 

２．16:05～16:10 ご挨拶  

事業代表法人 学校法人小山学園 理事長 山本 匡

３．16:15～16:40 文部科学省生涯学習政策局 生涯学習推進課 

 専修学校教育振興室 専門官 宮本 二郎

４．16:45～17:55 平成 29 年度文部科学省委託事業 成果報告 

 「社会人等学び直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材

養成事業」

５．18:00     閉 会 

事業責任者任者 学校法人小山学園 理事／統括本部長 佐々木 章

 

＜配布資料＞ 

・式次第 

・文部科学省説明資料 文部科学省生涯学習政策局生涯学習推進課専修学校教

育振興室 

・平成 29 年度成果報告 
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【内 容】 

１．開会・・・ 

事業責任者の小山学園理事佐々木から、平成 29 年度文部科学省委託事業 「社

会人等学び直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事

業」成果報告会を開催します。との言葉で成果報告会が開催された。 

 

２．議事・・・ 

以下、次第に沿って説明と意見交換が行われた。 

（１）ご挨拶・・・  

事業代表法人の学校法人小山学園 理事長 山本 匡氏より次の挨拶が行わ

れた。 

お忙しい中、またこの雪の天候の中にも

関わらず、多くの関係団体・関係各所の

皆様にご賛同と出席いただきまして誠に

ありがとうございます。平成 23 年度から

本事業は７面年目を迎え、本年度で一つ

の区切りとなります。 

当時のスタートした時期においては、

３.11 があり、環境・エネルギーへの関

心度が高まった。規模は７件で約９千万円のスタートであった。現在において

は、62 件で約 17 億円の規模になり、20 倍の規模となった。中核的な人材、社

会人の学び直しが求められている。人材を養成するには教育が必要です。その

教育をするにはプログラムやカリキュラムが必要であり、その中で高等教育機

関としての専門学校が重要視求められる。 

日本再興戦略１億総活躍社会働き方改革においては、社会人の学び直しが消え

る事がない。本事業も技術革新の中でＡＩ、ＩＯＴ、ビックデータ等を取り入

れた Society5.0 へと移行していくこととなっている。７年間の成果を次の新

しい技術の融合によって次の学び直し更なる学び直しのコンテンツの開発を

行っていき、次の世代へ引き継いでいけるものであると思っている。 

 

（２）文部科学省からの説明・・・ 

文部科学省生涯学習政策局 生涯学習推進課専修学校教育振興室専門官 宮本

二郎氏より、次の説明が行われた（配布資料：文部科学省説明資料参照）。 

３つの話題を用意している。社会変化に対応した Society5.0 をはじめ、高等

教育の無償化を説明したいと思います。 

・閣議決定された内容について説明が行われた（配布資料：２ページ参照）。

29 年６月からの抜粋ではあるが、閣議決定された戦略の中に、今回取組ん

でいる本事業の「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」よる産学連

携の取組みを進める。外国人材の活用についても専修学校のグローバルの授

業が閣議決定文章の中に明確に記載されている。これらは専修学校教育にお

ける教育・人材養成への期待が高まってきている表れである。 

・生産性革命への文部科学省の貢献について説明が行われた（配布資料：３ 

ページ参照）。 
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人材力の強化の箇所の Society5.0 に向けた推進専修学校等の人材養成の強

化、教育プログラムの有効性の向上、産学連携による実践教育、専修学校は

職業実践課程においても、現場に近い産学連会が取組まれていていると思わ

れる。今後は e-ラーニングを活用

とした授業の活用が必要と思われ

る。 

実践的に向けた取組みがバラバラ

ではということで、それをまとめ

る上で、官民コンソーシアムにつ

いての説明が行われた（配布資

料：４ページ参照） 

話題は、注目があるＡＩ・情報系

について事業に進んでおり、段々と色々な産業へ拡大しつつある。今後、情

報を提供していくので、意識を置いておくようお願いする。 

・平成 30 年度専修学校関係予算（案）について説明が行われた（配布資料：

６ページ参照）。 

「人材養成機能の向上」と「質保証・向上」、「セーフティーネットの保証」

の３本柱となっている。 

「専修学校教育の人材養成機能の向上」：産学連携体制の整備、教育プログ

ラムの開発、産学連携の手法の開発。 

「職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進」：専修学校

と地域連携進化のもので、専修学校はしっかりとした職業教育を中高校生向

けに発信するものである。 

「学びのセーフティーネットの保証」：平成 27 年度から専門学校生へ向けた

効果的な人材支援の事業であり、成果の取組みを実施する。等 

・専修学校による地域産業中核的人材養成事業（配布資料７ページ参照）の説

明が行われた。 

今後、どうゆう社会になるのか、どういった技術が生まれるのかといったも

のを専修学校において、技術・知識を送り出すというモデルカリキュラムを

研究してもらう。 

地域毎の課題を専修学校で地元に対しての貢献することを要求している。解

決に向けての人材を養成するため、カリキュラムを開発してもらうが、地域

が抱えている課題を地元と連携して育てる取組みを行ってもらいたい。 

社会人学び直しについて、社会人の学生も多くなっている方に対しての手法

として、ｅ－ラーニングがあると考え、延ばしてもらいたいと考えている。

自治体と様々なところとの連携を考えて、集まる方針を考える会議体として

積極的に取組んでもらいたい。 

産業界と学校の連携が分かり辛い部分をモデルとして進めてもらいたい。 

等 

・Sciety5.0 等対応カリキュラムの開発・実証の説明が行われた（配布資料８

ページ参照）。 

新たな時代の持続的な経済成長のために、新たな人材育成モデルカリキュラ

ムが必要と考えた取組みである。 等 
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・専修学校グローバル化対応推進支援事業の説明が行われた（配布資料９ペー

ジ参照） 

留学生が増加している中での受け入れなど様々な問題についての課題を取

組む事業である。 等 

・専門学校生への効果的な経済的支援の在り方に関する実証研究事業について

説明が行われた（配布資料：11 ページ参照）。 

授業料の減免のサポートをしている事業であり、経済的に厳しい学生に対し

て、修学支援アドバイザーによる様々な支援を行う事業である。学生にとっ

て不安が解消された、勉強に集中できたという結果がでている。 等 

・専修学校と地域の連携深化による職業教育魅力発進力強化事業について説明

が行われた（配布資料 13 ページ参照）。 

「専修学校と各地域の連携による『職業体感型教育』等の効果検証で、専修

学校を拠点として、地域の特性等を踏まえながら、専修学校と教育機関（中

学・高校）と企業との連携による職業を体感させる事業である。 等 

・高等教育の無償化、学び直しについての説明が行われた（配布資料 14～20

ページ）。 

国の政策の方向として参照いただきたい。支援対象者の要件、支援措置の対

象となる大学等の要件設定について情報を集めているので、その際には、協

力をお願いしたい。 

また、専修学校は学び直しの場として期待されている。 等 

 

（３）平成 29 年度文部科学省委託事業 成果報告・・・ 

事業責任者である小山学園佐々木氏より次の報告が行われた（配布資料：平成

29 年度成果報告参照）。 

本事業は、地域版学び直し教育プログラムの開発と実証を「環境・エネルギー

分野」で色々な企業・団体とともに行った（配布資料５ページ参照）。 

基幹産業の一つである建築分野に絞った「環境・エネルギー分野」の教育プロ

グラム開発を行った。 

日本建築士会連合会からの承認を得た建築士会ＣＰＤ認定講座として、受講者

に単位付与ができる講座開発を行った。 

単位は、学校からではなく、第三者の日本建築士会連合会からの付与であり、

見える化を図った取組みを行った。 

建築分野といっても様々な職種があ

り、その職種を考慮した２講座の開発

をした。 

①昨年開発した「住環境エネルギー講

座」を『計画編』、『設備編』、『施工

編』、『評価編』に分けてそれぞれ特

化した講座を開発した。本年度は、

その中の『設備編』の実証講座を行った。 

②「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座」として、省エネ基準の義務

化に伴い、届け出が必要となる法規制される中で、新しい知識と技術を身に

付けることの学び直しを図る講座を開発した。 
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これらの講座は、様々なエネルギー関係の内容が取り入れられている教育プ

ログラムとして開発した。 

・実施体制の説明が行われた（配布資料：８～15 ページ参照）。 

・教育プログラム開発フローについて説明が行われた（配布資料：16～17 ペー

ジ参照）。 

シラバス・コマシラバスの開発を行い、プログラム開発員会で検討し、建築

士会ＣＰＤへ申請して、承認を得る。承認通知は、配布資料：18～23 ペー

ジ参照してください。 

・実証講座は大都市圏として、東京、愛知、大阪で実施した。その地域の専門

学校に協力してもらい、実施した。 

実証講座は、60 分×４コマの４時間の講座である。コマ毎に確認テストと

実務に直結した形にするために、課題を与えワークショップで成果を出す手

法を取り入れている。 

実証講座の時期は、本事業の様々な流れから、11～12 月となってしまうた

め、受講者集めにおいて、年末にかけて仕事が多忙となる時期でもあること

から、毎年、苦労しているところが実情である。その中で受講生を募った（配

布資料：25～26 ページ参照）。 

建築士会では、「環境・エネルギー分野」の講座が不足している為、講座開

発の要望がまだまだある。 

・実証講座「住環境エネルギー講座～設備編～」と「新省エネ基準・住宅省エ

ネルギー技術者講座～設計・施工要論～」の概要説明が行われた（配布資料：

27～34 ページ参照）。 

・アンケート結果について説明が行われた（配布資料：35～52 ページ参照）。

 

＜住環境エネルギー講座～設備編～＞ 

業種は建築従事者が主であり、その他、教員や学生もいた。企業規模としては

29 人以下の中小企業が多かった。中小企業の受入れる環境と整備を考えてい

く必要がある。年齢層は 40 歳以上という高い年齢層である。資格はＣＰＤ認

定講座であるため、ほとんどの受講者は持っている。満足度はグラフの通り高

い。実務家教育においての講師の教え方は良かった。社会人学び直しについて

は、必要と感じている。等 

 

＜新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座～設計・施工要論～＞ 

設計関係が多く、中小企業が多い。年齢層も高い。講座の満足度も高く、講師

の教え方も良かった。やはり、社会人学び直しの必要性が求められている。学

ぶチャンスを待っていることが分かった。等 

 

第三者評価の説明が行われた（配布資料：53～57 ページ参照） 

事業の適正（人材像の明確化等）、開発したシラバス・コマシラバス、テキス

ト、受講者アンケート、実証講座の環境（開催時期、講座時間、教場等）を企

画推進委員会から選定した評価委員に評価してもらった。受講し易い講座の開

発と受講者数を増やす課題はクリアできたが、他の課題は残った。しかし、80

点以上の評価をもらった。 等 
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本事業で開発した教育プログラムは、全てＣＰＤ認定講座として承認を得られ

ている。よって、他の地域、団体でもこのプログラムＩＤを使えば、ＣＰＤ認

定講座を開催できるようにしている（配布資料 61 ページ参照）。 

 

多くの方々にご協力いただきまして、本事業の成果が生まれました。次の時代

に活かせる道筋ができたことと思い、大変感謝しています。 

以上をもちまして成果報告を終わります。との言葉で成果報告会が終了となっ

た。 

 

【成果報告会風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 
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平成２９年度文部科学省委託事業 
「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 
 

社会人等学び直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業委員 

（順不同 敬称略） 

佐々木 章 学校法人小山学園 理事／統括本部長 

井上 利一 株式会社ジオリゾーム・代表取締役 

加藤 陽介 株式会社楓設計室・代表取締役・一級建築士 

吉川 隆治 株式会社マスターリンク・営業部長 

霜野  隆 一般社団法人日本インテリアプランナー協会・会長 

佐藤 幸太郎 東京商工会議所 検定センター・所長 

菊池 圭二 東京商工会議所 中野支部・事務局長 

川瀬 健介 エコピープル支援協議会・代表者 

佐々木 進市 特定非営利活動法人環境カウンセラー全国連合会・理事長 

稲永 由紀 筑波大学 大学研究センター・講師 

小沢 喜仁 福島大学 地域創造支援センター長 

大越 正弘 福島大学 地域創造支援センター・副センター長 

依田 浩敏 近畿大学 産業理工学部 建築・デザイン学科・教授 

小泉 雅生 首都大学東京大学院 都市環境学部 建築都市コース都市環境学科研究科 建築学域・教授 

伊藤 泰彦 武蔵野大学 工学部建築デザイン学科・教授 

今泉 清太 学校法人麻生塾 麻生建築＆デザイン専門学校 教務部 

佐竹 新市 学校法人龍馬学園 高知情報ビジネス＆フード専門学校・理事長 

田口 一子 学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校・校長 

松田 正之 専門学校中央工学校・校長 

岡部 公一 専門学校中央工学校 教務部 教務課・課長 

野村 種明 学校法人電波学園 東海工業専門学校金山校・副校長 

岡戸 良介 学校法人電波学園 東海工業専門学校金山校 建設学科 建築系・参与 

石黒 達哉 学校法人電波学園 東海工業専門学校金山校 建設学部 建築系・教諭 

堤下 隆司 学校法人修成学園 修成建設専門学校・校長 

亀井 哲男 学校法人修成学園 修成建設専門学校・事務局長 

平上 秀明 専門学校中央工学校ＯＳＡＫＡ・教務部長 

髙瀨 恵悟 学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ・校長 

篠田 衣織 学校法人小山学園 学園本部 専門学校東京テクニカルカレッジ 総務人事部 総務人事室 

山口 奈津 学校法人小山学園 学園本部 専門学校東京テクニカルカレッジ 事務局 

 
 社会人等学び直しのための環境・エネルギー分野における中核的人材養成事業 事務局 

連絡先 〒164-8787 東京都中野区東中野4-2-3  

学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 学園本部内 

 TEL 03-3360-8153 FAX 03-3360-8830 

本書の内容を無断で転記、転載することを禁じます。 

本報告書は、文部科学省の生涯学習振興事業委託費による委

託事業として、≪専門学校東京テクニカルカレッジ≫が実施した

平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」

の成果をとりまとめたものです。  
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